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出席議員（１６人） 

  １番 富 岡 大 志 君    ２番 大 林 裕 子 君 

  ３番 金 谷 康 弘 君    ４番 五十嵐 善 一 君 

  ５番 柴 﨑 德一郎 君    ６番 竹 内 憲 明 君 

  ７番 髙 山 武 尚 君    ８番 村 越 哲 夫 君 

 ９番 坂 田 一 広 君   １０番 飯 島   衛 君 

 １１番 岩 﨑 信 幸 君   １２番 平 形   薫 君 

 １３番 山 畑 祐 男 君   １４番 小 池 春 雄 君 

 １５番 岸   祐 次 君   １６番 馬 場 周 二 君 

欠席議員 なし 
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開会・開議 

          午前９時３０分開会・開議 

議  長（馬場周二君） 皆さん、おはようございます。朝早くからご苦労さまです。 

      本日、平成２９年第３回吉岡町議会定例会が開会されます。 

      ただいまの出席議員は１６名です。定足数に達していますので、平成２９年第３回吉岡

町議会定例会を開会します。 

      これから本日の会議を開きます。 

      石関町長より発言の申し入れがありましたので、これを許可します。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 皆さん、おはようございます。 

      平成２９年第３回吉岡町議会定例会の開会に当たりまして、一言挨拶をさせていただき

ます。 

      本日、９月定例議会が議員各位出席のもと開会できますことに心から感謝と御礼を申し

上げます。ありがとうございます。 

      ことしの夏は、夏らしい日が少なく、ぐずついた天気が続いていますが、まだまだ残暑

も盛り返す日もあるのではないかと思っております。しかし、季節は確実に変わっている

ことが朝晩に感じられるきょうこのごろであります。 

      また、これからの台風の接近や大雨による被害が心配される季節でもあります。防災対

策には一層気を引き締めて臨んでいかなければならないと思っております。 

      さて、本定例会では、平成２８年度の一般会計並びに特別会計、企業会計の決算認定を

初めとする議案１２件、報告１件、同意１件、諮問１件を上程させていただきました。議

案２４件のうち９件が平成２８年度の決算認定、８件が補正予算でございます。何とぞ慎

重審議の上、いずれも原案のとおり認定、可決及び同意をくださいますよう、よろしくお

願いを申し上げます。 

      本日は大変お世話さまになります。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

諸般の報告 

議  長（馬場周二君） 日程に先立ち、諸般の報告をいたします。 

      諸般の報告は、お手元に配付した資料のとおりです。各自お目通しいただき、諸般の報

告といたします。 

      議事日程（第１号）により、会議を進めます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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日程第１ 会議録署名議員の指名 

議  長（馬場周二君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

      会議録署名議員は、吉岡町議会会議規則第１１９条の規定により、議長において、３番

金谷康弘議員、４番五十嵐善一議員を指名します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２ 会期の決定 

議  長（馬場周二君） 日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

      会期の決定は、議会運営委員会に付託してあります。岸委員長からの委員長報告を求め

ます。 

      岸議員。 

              〔議会運営委員長 岸 祐次君登壇〕 

議会運営委員長（岸 祐次君） それでは、ご報告いたします。 

      ８月２５日、金曜日、全員協議会室で議会運営委員会を開催し、平成２９年第３回定例

会の会期及び会期日程等について協議をいたしました。 

      本定例会の会期は、本日９月１日、金曜日から９月１５日、金曜日までの１５日間に決

定いたしました。 

      一般質問は、９月８日、金曜日、９時３０分からの１日であります。 

      なお、会期日程の詳細につきましては、お手元に配付したとおりであります。 

      以上、ご報告いたします。 

議  長（馬場周二君） 議会運営委員長の報告が終わりました。 

      お諮りします。 

      ただいまの岸委員長の報告のとおり、会期は本日９月１日から１５日までの１５日間と

したいと思います。これにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      よって、会期は本日から１５日までの１５日間と決定しました。なお、日程はお手元に

配付したとおりであります。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第３ 報告第１０号 健全化判断比率及び資金不足比率報告について 

議  長（馬場周二君） 日程第３、報告第１０号 健全化判断比率及び資金不足比率報告について

を議題といたします。 

      石関町長より報告を求めます。 

      石関町長。 
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              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 報告を申し上げます。 

      報告第１０号 健全化判断比率及び資金不足比率報告についてご説明を申し上げます。 

      町では平成２８年度の決算に基づき、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比

率、将来負担比率及び公営企業ごとの資金不足比率を算定し、８月２日に監査委員の審査

を受けましたので、地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定によって議会に報告

をするものであります。 

      実質赤字比率、連結実質赤字比率は、赤字が発生していないため比率なしとなっており

ます。実質公債費比率は１０．７％で、前年度比０．２％のプラスであります。将来負担

比率は、充当可能財源が将来負担額を上回ったため、前年度に引き続き比率なしとなりま

した。資金不足比率につきましては、資金不足額がないため比率なしとなっております。 

      詳細につきましては、財務課長をして報告をさせます。 

議  長（馬場周二君） 小林財務課長。 

              〔財務課長 小林康弘君発言〕 

財務課長（小林康弘君） 健全化判断比率及び資金不足比率報告につきましては、地方公共団体の財

政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定により、監査委員の意見

をつけて議会に報告するものであり、いずれも平成２８年度の決算に基づき算定した数値

となります。 

      なお、健全化判断比率とは、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来

負担比率の４つの指標のことをいいます。 

      初めに、実質赤字比率ですが、これは一般会計、学校給食事業特別会計、住宅新築資金

等貸付事業特別会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率となります。 

      平成２８年度実質赤字額はありませんでしたので、実質赤字比率については比率なしと

なっております。 

      次に、連結実質赤字比率ですが、これは一般会計、特別会計の全てを対象とした実質赤

字の標準財政規模に対する比率となります。平成２８年度は全ての会計において赤字額が

なかったため、連結実質赤字比率については比率なしとなっています。 

      次に、実質公債費比率ですが、地方債の元利償還金とこれに準ずる一部事務組合や公営

企業会計の地方債償還に対する負担金等の準元利償還金などが一般財源のうちどのくらい

の割合を占めているかを指標化したものとなります。吉岡町の実質公債費比率は１０．

７％で、前年度比０．２％のプラスとなりました。この要因としましては、実質公債費比

率の算定式において分子の元利償還金が臨時財政対策債やまちづくり交付金事業債の償還

などにより増加したことによるもののほか、分母においては標準財政規模が増加している
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ものの、過去３カ年の平均の比率となりますので、まちづくり交付金事業債の償還が本格

化する前の低い単年度比率が平均値の対象から外れたことなどによるものとなります。 

      なお、早期健全化の基準は２５％でありまして、吉岡町は基準以下となっております。 

      次に、将来負担比率ですが、将来負担比率は、一般会計等の借入金や将来支払っていく

可能性のある負担金等の現時点での残高の程度を指標化しているもので、将来財政を圧迫

する可能性が高いかどうかを示すものです。早期健全化基準は３５％となっていますが、

吉岡町では将来負担額を充当可能財源が上回ったため、前年度に引き続き比率は発生しま

せんでした。 

      次に、資金不足比率ですが、公共下水道事業、農業集落排水事業、水道事業、いずれも

資金の不足はなく、資金不足比率については比率なしとなっています。 

      なお、監査委員さんには、平成２９年８月２日に審査をお願いし、平成２９年８月９日

付で審査結果報告をいただいております。審査した結果、適正に算定及び作成がされてい

るとの確認をいただきました。 

      本町の比率につきましては、早期健全化基準等を下回っており、健全な財政となってお

りますが、今後も各事業を精査し、より一層財政の健全化に努めてまいります。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

      それから、済みません。なお、ちょっとうちのほうで説明を間違ったようです。将来負

担比率につきまして、早期健全化基準は３５と言いましたが、ごめんなさい。３５０％の

間違いでございます。以上です。 

議  長（馬場周二君） 報告が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

      岩﨑議員。 

              〔１１番 岩﨑信幸君発言〕 

１ １ 番（岩﨑信幸君） 実質公債費比率でございますが、平成２４年度９．０％、２５年度９．

５％、２６年度１０．０％、２７年度１０．５％、そして本年度１０．７％と、毎年上昇

しているわけであります。比率が上がるということは、当然ながら財政を圧迫するという

ことでございますので、当然改善しなければならないと思うわけであります。 

      ６の意見、要望等にございますが、実質公債費比率については、平成２９年度の数値が

ピークになることが見込まれているとありますが、それではその平成２９年度に数値がピ

ークとなる、その見通しの比率はどれぐらいかお答えください。 

      また、今後も町として対策をとり、比率を下げていくことができるよう努めるとありま

すが、多分この比率は横ばいの状態で推移すると思われるわけでございますが、私も経験

上におきまして、短期的に改善とはなかなかいかないと思うわけでございますが、具体的
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な施策がありましたらお答えください。 

議  長（馬場周二君） 小林財務課長。 

              〔財務課長 小林康弘君発言〕 

財務課長（小林康弘君） この実質公債費比率につきましては、この平成２８年度につきましては、

１０．７％という形になっておりまして、今後またそれがピークになっていくと思われま

す。そして、ただ、平成２９年度につきましては、また、対応についてちょっと先にお話

しさせていただきますと、交付税措置のある起債の借り入れとか、また、補助金の有効活

用、そして財政調整基金の活用等も行いながらやっていくということは基本にあると思わ

れるんですが、そのほかに、今回議案第３５号であります一般会計の補正予算（第２号）

におきまして、一部起債の町債の繰り上げ償還を行うことを予定しております。 

      このことによって、かなりこの実質公債費比率の抑制効果、削減効果が図られるのかな

というふうに考えているところでございます。 

      平成２９年度のピーク時の実質公債費比率の想定なんですが、ちょっとごめんなさい。

資料が今見つかりませんので、また後で確認させていただきます。 

議  長（馬場周二君） ほかにございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認めます。 

      本件は報告でございますので、これにて終結いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第４ 議案第３１号 吉岡町個人情報保護条例及び吉岡町情報公開条例の一部を改

正する条例 

議  長（馬場周二君） 日程第４、議案第３１号 吉岡町個人情報保護条例及び吉岡町情報公開条

例の一部を改正する条例を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      議案第３１号 吉岡町個人情報保護条例及び吉岡町情報公開条例の一部を改正する条例

につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

      本議案は、行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律及び行政機関の保有する情

報の公開に関する法律の一部を改正されたことにより、吉岡町個人情報保護条例及び吉岡

町情報公開条例の一部を改正をお願いするものであります。 

      詳細につきましては、総務政策課長より説明させますので、審議の上、可決くださいま
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すようよろしくお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 小渕総務政策課長。 

              〔総務政策課長 小渕荘作君発言〕 

総務政策課長（小渕荘作君） それでは、説明をさせていただきます。 

      今回の条例改正につきましては、個人識別符号などにより個人情報の定義が明確化され

たこと、また、要配慮個人情報の定義がされたこと等によるものでございます。 

      それでは、改正点を新旧対照表でご説明させていただきます。 

      最初に、第１号における改正でございますけれども、左側「新」と書いてありますのが

改正案でございます。右側「旧」と書いてあるのは現行の条例でございます。 

      まず、吉岡町個人情報保護条例新旧対照表をごらんいただきたいと思います。 

      第２条第１号における改正についてでございますけれども、今まで条例におきまして個

人情報として定義されていなかった「顔認識データ」「声紋データ」「旅券番号」「運転

免許証の番号」「基礎年金番号等」を「個人識別符号」として定義をし、個人情報保護の

対象とすることとされたものでございます。 

      個人識別符号の定義は、行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律における定義

と整合性を図るものでございます。 

      続いて、第２条第２号でございますけれども、５分の１ページの一番下の部分でござい

ますけれども、本人に対する不当な差別、偏見、その他の不利益が生じないように、その

取り扱いに特に配慮を要する個人情報として「要配慮個人情報」の定義を加えるものでご

ざいます。 

      この「要配慮個人情報」の定義についても行政機関の保有する個人情報の保護に関する

法律における定義と整合性を図っているものでございます。 

      号番号の改正につきましては、「要配慮個人情報」の定義を第２号として今回加えたこ

とによる改正となります。 

      続いて、５分の２ページをごらんいただきたいと思います。 

      第６条の改正でございます。第６条は「収集の制限」についての規定でございます。第

２項において収集制限の範囲を規定しております。現行の収集制限は、右側の旧の欄の１

号及び２号に記載されているとおりでございますけれども、今回の法改正の趣旨に鑑み、

「要配慮個人情報」の全てを収集制限するものでございます。第３項では引用している情

報が「要配慮個人情報」として定義したことにより、語句を改めるものでございます。 

      続きまして、５分の３ページをごらんいただきたいと思います。 

      第７条の改正でございます。吉岡町が個人情報を取り扱う事務を開始する際の届け出に

ついて定めているものでございます。「要配慮個人情報」を定義したことにより、「要配
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慮個人情報」を取り扱う事務につきましては、その旨を記載することとする改正となりま

した。 

      続いて、第１７条、５分の３ページ、中段でございますけれども、第１７条の改正につ

いてでございます。「個人識別符号」が定義され、個人情報保護条例の対象となったこと

による改正となります。 

      続きまして、５分の４ページ、中段をごらんいただきたいと思います。 

      第１８条の改正でございます。こちらは、部分開示について定めているわけでございま

すけれども、個人識別符号が定義されたことにより、部分開示を行う際の要件の部分に

「個人識別符号」を加える改正となります。 

      続いて、同じく５分の４ページの下段になりますけれども、第２３条の改正でございま

す。こちらは、字句の訂正になります。 

      続いて、５分の５ページをごらんいただきたいと思います。 

      第４５条の改正でございますけれども、こちらは法律上の言葉に合わせる形で「決定」

という文言を「裁決」に改めるものでございます。 

      続いて、第２条による改正の吉岡町情報公開条例の新旧対照表をごらんいただきたいと

思います。 

      第７条第１号の改正でございますけれども、こちらにつきまして、個人情報が記載され

ているものを開示できない旨規定されているわけでございます。個人情報の定義を変更し

たことに伴い、それにあわせ改正するものでございます。 

      次に、議案書本文をごらんいただきたいと思います。議案書本文の裏面、２ページ目を

ごらんいただきたいと思います。 

      附則でございます。公布の日から施行とするものでございます。 

      以上、補足説明とさせていただきます。よろしくお願いします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいまの議題となっております議案第３１号は、総務常任委員会に付託いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第５ 議案第３２号 吉岡町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例 

議  長（馬場周二君） 日程第５、議案第３２号 吉岡町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び

費用弁償損害賠償に関する条例の一部を改正する条例を議題とします。 
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      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 提案申し上げます。 

      議案第３２号 吉岡町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償損害賠償に関す

る条例の一部を改正する条例について提案理由の説明を申し上げます。 

      本議案は、農業委員及び農地利用最適化推進委員の報酬に能率給を加えるため、所要の

改正をお願いするものであります。 

      なお、詳細につきましては、総務政策課長より説明をさせますので、ご審議の上、可決

くださいますようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 小渕総務政策課長。 

              〔総務政策課長 小渕荘作君発言〕 

総務政策課長（小渕荘作君） 今回の条例改正は、農業委員及び農地利用最適化推進委員の報酬につ

いて、先ほど町長が申し上げましたように、能率給を新たに設けるものでございます。 

      具体的には、新農業委員制度において農地利用の最適化に向けた積極的な活動を推進す

るため、農地集積や遊休農地の解消等の活動、成果に応じた報酬を基本的な報酬に上乗せ

して支払うことを目的に国において創設されました農地利用最適化交付金を能率給として

支払うものとなります。 

      金額の根拠についてご説明させていただきます。この交付金は、実績に応じた交付金と

なります。実績の基礎となるものが２項目あるわけでございますけれども、１つ目は、農

業の担い手への農地集積面積、そして、２つ目が遊休農地の発生防止及び解消についてと

なります。 

      この２項目についてそれぞれ実績に応じた点数をつけまして、その点数に応じた金額が

交付金として交付されることとなっております。よって、交付金の金額は、年度ごとに異

なる可能性がありまして、その交付金の年額を農業委員及び農地利用最適化推進委員の人

数で割った場合の最高額の年額を４８万６，０００円を下回らない金額ということで、能

率給の上限として設定をさせていただき、実績に応じて交付金を配分したいと考えている

ところでございます。 

      それでは、新旧対照表をごらんいただきたいと思います。 

      左側、「新」と書いてあるのが改正案であります。右側、「旧」と書いてあるのは現行

の条例でございます。下線部分が改正箇所となります。 

      まず、第１条の改正は、報酬についてでございます。出務時間が３時間以内の場合規定

の報酬を半額とするただし書きを加えるものでございます。この規定は、旧条例第３条に
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おいて規定しておりましたけれども、今回の改正において第１条のただし書きとする見直

しを行ったものでございます。 

      次に、第３条の改正でございますけれども、こちら報酬の支給期日についてでございま

す。年額の報酬については、２分して９月及び３月に支払うと規定されておりますけれど

も、今回の能率給につきましては、交付金の確定時期が不明瞭であるため、例外規定とし

て設けるものでございます。 

      第３条第２項の追加する改正でございますが、こちらは、旧条例第３条第１項に規定さ

れておりました支給日が休日の場合の処理についての規定を第２項として規定し直したも

のでございます。 

      続いて、別表の改正でございますけれども、農業委員及び農地利用最適化推進委員の報

酬にそれぞれ能率給として「年額４８万６，０００円以内で町長が別に定める額」を加え

るものでございます。 

      次に、議案書本文に戻っていただきまして、附則でございます。農地利用最適化交付金

は、新農業委員制度に移行した市町村から交付の対象となります。吉岡町においては、平

成２９年４月２７日からの移行となりますので、遡及して適用させる必要があるため、

「公布の日から施行し、改正後の吉岡町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

に関する条例の規定は、平成２９年４月２７日から適用する」とするものでございます。 

      以上、町長の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第３２号は、総務常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第６ 議案第３３号 吉岡町地域福祉交流施設の設置及び管理に関する条例の制定 

議  長（馬場周二君） 日程第６、議案第３３号 吉岡町地域福祉交流施設の設置及び管理に関す

る条例の制定を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      議案第３３号 吉岡町地域福祉交流施設の設置及び管理に関する条例の制定について提

案理由を申し上げます。 
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      現在駒寄小学校の西で改修工事を行っております建物を町の福祉活動の拠点の一つとし

て設置したいため、地域福祉交流施設の設置及び管理に関する条例を定めたいものであり

ます。 

      なお、詳細につきましては、健康福祉課長をして説明させますので、審議の上、可決い

ただきますようよろしくお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 福田健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 福田文男君発言〕 

健康福祉課長（福田文男君） それでは、説明をさせていただきます。 

      第１条は、本条例の趣旨として、先ほど町長の説明のあった建物を町の地域福祉交流施

設として設置、管理するものであります。 

      第２条としては、設置の目的として、地域住民の交流の促進及び福祉の増進を図りたい

ためのものでございます。認知症カフェとして、また、ボランティア活動をしていただい

ている会員さんの高齢化が進み、減少傾向にあります。ボランティア会員の発掘が必要と

なります。ボランティア意識が芽生える場所として活用していきたいというふうに考えて

おります。 

      第３条は名称及び位置、第４条は本施設の管理を町長といたします。 

      第５条で委任として、本施設の管理に関し必要な事項は規則で定めます。 

      附則、この条例は、公布の日から起算して３月を超えない範囲内において規則で定める

日から施行する。現在施設が完成しておりませんので、公布の日から起算しまして、３月

を超えない範囲内、日にちにして１２月１４日というふうになりますけれども、この期間

で施行日としまして、その施行日につきましては、規則で定めるものでございます。 

      以上、よろしくお願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

      岩﨑議員。 

              〔１１番 岩﨑信幸君発言〕 

１ １ 番（岩﨑信幸君） これは、人づてに聞いたので間違いだったら申しわけないと思うわけでご

ざいますが、私も去年の１０月ごろ駒寄地区に認知症カフェをつくろうという形で、当初

その人は何とか本年度の末には何とかオープンさせたいという話で持ってきておりました。

それは、ちょっと無理かなと思ったわけでございますが、４月になって、その実施場所を

見てみますと、８月３０日という形になって、９月からのオープンかなと思ったわけでご

ざいますが、どうも現在また上毛新聞にも載っておりましたとおり、１１月、また１２月

にずれ込むかなと思うわけでございます。また、金額に関しましても当初の予算から、正
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確に私も把握はしていないんですが、３倍になるという話を聞いております。 

      どうも流れといたしましては、実に長き、また金額も上がるわけでございまして、ここ

ら辺の推移を残念ながら文教厚生委員でちょっと細かいところをこの辺の推移を説明お願

いいたします。 

議  長（馬場周二君） 福田健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 福田文男君発言〕 

健康福祉課長（福田文男君） 先ほど附則のところで説明をさせていただきましたけれども、施行日

につきましては、１２月１４日までにはするということで、条例で定めさせていただきま

した。 

      工事費が３倍になるとかというようなお話ですけれども、そのようなこともございませ

ん。今回につきまして、補正予算でもその件に関しましては、乗せておりません。 

      若干の契約等の変更なり、設計の見直し等はございますけれども、議員が言われるよう

な状況にはございません。以上です。 

議  長（馬場周二君） ほかにありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第３３号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第７ 議案第３４号 吉岡町介護保険条例の一部を改正する条例 

議  長（馬場周二君） 日程第７、議案第３４号 吉岡町介護保険条例の一部を改正する条例を議

題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      議案第３４号 吉岡町介護保険条例の一部を改正する条例について提案説明を申し上げ

ます。 

      地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一部を改正する法律の施行に伴い、

改めるものであります。 

      なお、詳細につきましては、健康福祉課長をして説明させますので、審議の上、可決い

ただきますようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 福田健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 福田文男君発言〕 
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健康福祉課長（福田文男君） それでは、吉岡町介護保険条例の一部を改正する条例について、新旧

対照表で説明をさせていただきますので、新旧対照表をごらんください。 

      右側の「旧」が現行、左側の「新」が改正案というものでお願いするものでございます。 

      右側の「旧」の現行では、「町は被保険者、第１号被保険者の配偶者もしくは第１号被

保険者の属する世帯の世帯主、その他その世帯に属する者、またはこれらであった者が正

当な理由なしに法第２０２条第１項の規定」、この法の規定につきましては、「被保険者

等に関する調査」についての規定でございます。端的に言いますと、「町は、被保険者、

第１号被保険者の世帯員等が被保険者等に関する調査について文書等の提出に従わず、ま

たは虚偽の答弁をしたときは過料を科する」というものでございます。これを左側の改正

案では、第１号被保険者の世帯員等でなく、第２号被保険者も含めた「被保険者」としま

して改めるものでございます。 

      議案書を見開きください。 

      附則としまして、「この条例は、公布の日から施行する」でございます。 

      よろしくお願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第３４号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

      ここで休憩をとります。再開を１０時３０分といたします。 

          午前１０時０９分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午前１０時３０分再開 

議  長（馬場周二君） それでは、会議を再開します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第８ 認定第１号 平成２８年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定について 

議  長（馬場周二君） 日程第８、認定第１号 平成２８年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定に

ついてを議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      認定第１号 平成２８年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定についての提案理由を申し
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上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度吉岡町一般会計歳入歳出決算

を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであります。 

      以下、詳細につきましては会計課長をして説明させますので、よろしくご審議の上、認

定くださいますようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 大澤会計課長。 

              〔会計課長 大澤弘幸君発言〕 

会計課長（大澤弘幸君） 本決算書は、１ページから３７４ページまでとなっており、別冊として１

ページから１９８ページまでの主要施策の成果説明書及びＡ４判でホッチキスどめの決算

参考資料を添付しております。 

      主要施策の成果説明書は、一般会計から各特別会計の主要な施策の成果等について、課

ごとに記載しております。 

      Ａ４判ホッチキスどめの決算参考資料につきましては、資料番号１番としまして、一般

会計主要事業決算状況一覧表、資料番号２番として、一般会計歳入年次推移（収入済額）、

資料番号３番として、渋川地区広域市町村圏振興整備組合年度別負担金推移、資料番号４

番として、自治会関係支出金一覧、資料番号５番として、町債年度末現在高、資料番号６

番、不納欠損額の年次推移、資料番号７番、繰越明許計算書関係、資料番号８番、引き上

げ分の地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられる社会保障４経費、その他社会

保障施策に要する経費（平成２８年度決算）、資料番号９番として、用語解説を掲載して

おります。参考にごらんいただければと思います。よろしくお願いいたします。 

      それでは、決算書の説明をさせていただきます。初めに３ページをお願いいたします。 

      実質収支に関する調書で、歳入総額は７２億４，７３６万８，８８９円、歳出総額は７

１億７，６０７万４，９９１円、歳入歳出差し引き額は７，１２９万３，８９８円、翌年

度へ繰り越すべき財源、繰越明許費繰越額は５，４９３万２，０００円、実質収支額は１，

６３６万１，８９８円でした。 

      前年度と比較いたしますと、歳入総額につきましては、４億７，６８５万５，８８７円

の増、増減率では７．０％の増でした。歳出総額につきましては、４億３，８４６万４，

５８４円の増、６．５％の増でした。 

      実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額はありません。 

      続いて、決算書４ページから７ページは一般会計歳入歳出決算書の歳入、８ページから

１１ページは、その歳出となっています。１２、１３ページは、歳入歳出事項別明細書の

総括で、歳入の部となっております。 

      １４ページからの事項別明細書で説明いたします。 
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      １款町税の収入済額合計は２４億５，１５４万１，５０６円で、前年度と比較しますと

４，３５２万１０７円の増、１．８％の増となっております。収納率は９５．９％で、前

年の９４．４％から比べると１．５ポイント上昇しております。 

      １款１項の町税、町民税の収入済額は１１億２，８６８万４，７９４円、不納欠損額１

１０万９３４円、収入未済額４，０９２万８，３６６円です。不納欠損の該当者は、個人

１３人、法人３社です。収入未済の該当者は、個人２３７人、法人２１社です。 

      ２項固定資産税は、収入済額１０億８，０９６万２，９４３円、不納欠損額７５万９，

４６８円、収入未済額５，９１９万２，１９４円。不納欠損の該当者は１２人、収入未済

の該当者は３２７人です。 

      ３項軽自動車税は、収入済額６，０７５万５，８２４円、不納欠損額１８万８００円、

収入未済額１６６万４，３０９円。不納欠損の該当者は１１人、収入未済の該当者は１７

６人です。 

      ４項町たばこ税は、収入済額１億６，９７７万１，８４５円。 

      ５項入湯税は、収入済額１，１３６万６，１００円でした。 

      町税の収入状況等は、主要施策の成果説明書の３７ページをごらんください。 

      町民税個人、法人、固定資産税、軽自動車税、たばこ税、入湯税の平成２６年度から２

８年度までの収入状況となっております。 

      不納欠損額につきましては、別添の資料６番、年次推移として一般会計、特別会計まで

記載しております。一般会計は１ページから２ページ、特別会計は３ページからとなって

おります。 

      決算書１４、１５ページに戻っていただきまして、２款から１１款につきましては、国

または県が徴収し、定められた割合で譲与または交付されたものでございます。 

      ２款地方譲与税は、収入済額８，６７４万６，０００円、前年度と比較しますと１１２

万円の減、１．３％の減でした。 

      ３款利子割交付金は、収入済額２４０万３，０００円。前年度比１４７万９，０００円

の減、３８．１％の減でした。 

      ４款配当割交付金は、収入済額７７０万５，０００円。前年度比４５７万１，０００円

の減、３７．２％の減でした。 

      １６ページ、１７ページに移ります。 

      ５款株式等譲渡所得割交付金、収入済額４５１万４，０００円。前年度比７９３万６，

０００円の減、６３．７％の減でした。 

      ６款地方消費税交付金、収入済額３億２，０２１万３，０００円。前年度比２，３５６

万１，０００円の減、６．９％の減でした。 
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      ７款ゴルフ場利用税交付金、収入済額１２９万２８２円。前年度比６万３，７２３円の

減、４．７％の減でした。 

      ８款自動車取得税交付金、収入済額１，９８４万７，０００円。前年度比１０６万７，

０００円の増、５．７％の増でした。 

      ９款地方特例交付金、収入済額２，３９２万円。前年度比較２０３万９，０００円の増、

９．３％の増でした。 

      １０款地方交付税、収入済額１１億９，２２７万１，０００円。前年度比４，０８０万

３，０００円の減、３．３％の減でした。 

      １８、１９ページに移ります。 

      １１款交通安全対策特別交付金、収入済額３８６万２，０００円。前年度比３０万９，

０００円の減、７．４％の減でした。 

      主要施策の成果説明書の２５ページをお願いいたします。 

      普通会計の収入状況として、地方税から地方債まで、構成比、増減率などをそれぞれ記

載しております。 

      また、決算参考資料の資料番号９、用語解説、６ページから９ページには地方譲与税か

ら交通安全対策特別交付金の解説を記載しております。参考にごらんいただければと思い

ます。 

      決算書１８ページ、１９ページに戻りまして、１２款分担金及び負担金、収入済額１億

５，７９４万４，６７０円、前年度と比較して２８７万７，５２０円の増、１．９％の増

でした。１項負担金１目民生費負担金２節児童福祉費負担金、保育運営費保護者負担金に

おいて不納欠損額３５万４，０００円、収入未済額６５４万３，０５０円となっておりま

す。不納欠損の該当者は６人、収入未済額該当者は５８名です。 

      続いて、１３款使用料及び手数料は、収入未済額３，５８３万４，１５４円。前年度比

２４万８２６円の増、０．７％の増でした。１項使用料１目農林水産使用料、収入済額３

９０万７，０００円。２目土木使用料、収入済額１，５０３万２，４３０円。 

      ２０ページ、２１ページに移りまして、２１ページ上段、２節住宅使用料は、収入済額

１，２７３万２，６５０円、収入未済額は３２９万８，２３０円。収入未済の該当者は８

件です。３目教育使用料は、収入済額５７１万７，５２０円でした。 

      ２項手数料の１目総務手数料から２２ページ、２３ページの上段、２目衛生手数料、３

目農業手数料まで、収入済額１，１１７万７，２０４円でした。 

      次に、１４款国庫支出金は、収入済額１２億７，１７３万６，９２８円。前年度と比較

しますと３億１，４１０万１，８８４円の増、３２．８％の増となっております。増額の

主な要因といたしましては、決算書２３ページ下段で公立学校施設整備費国庫負担金（明
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治小学校校舎増築事業）で９，３９４万７，０００円、２５ページの中ほど、児童福祉費

国庫補助金で、保育所等整備交付金（私立保育所等施設整備助成事業）１億３，１５５万

円、その１行下で学童保育事業費国庫補助金、子ども・子育て支援整備交付金（学童クラ

ブ施設新築事業）３，０７７万４，０００円、２５ページ下段の土木費国庫補助金で南下

城山防災公園事業補助金４，２７５万５，０００円、１行下で社会資本整備総合交付金

（駒寄スマートＩＣ）１億３，２９０万９，６７０円などによるものです。 

      次に、決算書２８、２９ページで、１５款県支出金、収入済額６億３，３５１万８２４

円、前年度比１億７，１０９万９，０５３円の減、２１．３％の減でした。減額の主な要

因は、前年度の群馬県安心こども基金事業（保育所等緊急整備事業）県補助金が１億７，

２３３万６，０００円の減額、被災者向け経営体育成支援事業県補助金が１億１，４６７

万９，０００円の減額に対して平成２８年度は３３ページ中ほどの児童福祉費県補助金で

認定こども園施設整備交付金（私立保育所等施設整備助成事業）１億２８０万２，０００

円の増額などとなっており、減額が増額を上回ったことによるものです。 

      次に、決算書３６、３７ページで、１６款の財産収入、収入済額６２５万２，８７４円、

前年度比１７０万８，０２０円の減、２１．５％の減でした。 

      １項２目利子及び配当金が主なものとなります。財政調整基金利子から収入印紙等購買

基金利子まで、収入済額４４９万５，７７８円でした。 

      次に、決算書３８、３９ページ。 

      １７款寄附金は、収入済額４，０７９万５，０００円。前年度比３，７７３万１，００

０円の増、１，２３１．４％の増となっております。一般寄附金は７件、３，６７２万６，

０００円、ふるさと納税は２７件、４０６万９，０００円でした。 

      次に、１８款繰入金は、収入済額３億９，９６５万３，２３７円。前年度比３億８，６

５１万３６６円の増、２，９４０．８％の増となっております。主なものは、２項２目財

政調整基金繰入金３億８，０００万円でございます。 

      次に、１９款繰越金は３，２９０万２，５９５円、前年度比８，４３７万２，８０９円

の減、７１．９％の減です。前年度からの繰越金です。 

      次に、決算書４０ページ、４１ページ。 

      ２０款諸収入は、収入済額１億３，５６２万５，８１９円。前年度比６，０２９万７８

９円の増、８０．０％の増でした。１項の延滞金加算金及び過料は、収入済額４３９万２，

４３２円、１，０４２件分です。３項貸付金元利収入、収入済額５００万円、勤労者生活

資金融資預託金です。４項受託事業収入、収入済額６００万円、渇水対策施設管理費（水

道分）です。５項雑入は、収入済額１億２，０２３万３，３８７円です。主なものは、決

算書４５ページの上から４行目、地域活動支援センターよしおか負担金１，１７０万４，
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５００円、中段の駒寄スマートＩＣ大型化事業に係る前橋市負担金８，２１３万６，２７

７円、同じく、最後の行で駒寄スマートＩＣ大型化事業に係る前橋市負担金（繰越明許）

で２５８万９，３２０円などとなっております。 

      次に、２１款町債は、収入済額４億１，８８０万円、前年度比３，４５０万円の減、７．

６％の減となっております。１項１目１節臨時財政対策債は２億６，７００万円でした。 

      決算書４６、４７ページに移ります。 

      一般補助施設整備等事業債（地方公共団体情報セキュリティー強化対策事業）（繰越明

許）は、収入済額６２０万円、緊急防災・減災事業債（南下城山防災公園整備事業）は収

入済額３，０７０万円、学校教育施設等整備事業債は、明治小学校校舎増築事業で収入済

額８，４５０万円、駒寄小学校トイレ改修事業（繰越明許）が３，０４０万円でございま

した。 

      決算の参考資料、資料番号５、町債年度末現在高をごらんください。 

      一般会計から水道事業会計の全会計では、８９億７，９１７万７，８０８円で、前年度

の合計と比較しますと３億７，９０６万９，３４１円の減、４．１％の減となっておりま

す。 

      決算書４６、４７ページに戻っていただきまして、歳入合計は収入済額７２億４，７３

６万８，８８９円、不納欠損額は２３９万５，２０２円、収入未済額は１億１，１６２万

６，１４９円でした。 

      次に、歳出に移ります。 

      決算書４８、４９ページは、歳出の総括となります。 

      ５０ページ、５１ページからの事項別明細書で説明をさせていただきます。 

      初めに、１款１項の議会費です。支出済額１億１６１万４，６３７円。前年度と比較し

ますと１０２万６，２２２円の減、１．０％の減でした。主な支出は、１節報酬で３，８

８０万８，０００円、１１節需用費で議会広報費２２６万４，０１４円、１３節委託料で

議会映像配信業務委託１７２万３，６８０円などとなっております。 

      続きまして、５２ページ、５３ページで、２款総務費、支出済額７億８，５９０万９，

５４４円、前年度と比較しますと２，３６２万５，９４８円の減、２．９％の減でした。

主な事業につきましては、決算参考資料、資料番号１、一般会計主要事業決算状況一覧表

をごらんください。 

      主要事業一覧表は、款項目、区分、事業名、決算額、予算額、決算額内訳、財源内訳、

決算書掲載ページ、事業内容及び実績、課名室名、分野が記載してあります。 

      歳出の説明は、決算書に沿って、この主要事業決算状況一覧を参考としてごらんくださ

い。 
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      １ページ目の最初に記載してありますのが補助金等審査委員会関係で、報酬や需用費な

ど１２万５１６円の支出となっております。２番目として、第３次行政改革大綱策定業務

委託料で１９４万４，０００円の支出となっております。決算書では５５ページの中ほど

より少し下段の１３節委託料の欄の１行目に掲載しております。 

      続いて、１つ下の行に入りまして、自治会事務委託料３，６５３万２，８００円、これ

につきましては、資料番号４、自治会関係支出金一覧をごらんください。 

      １３自治会それぞれ事務委託料、集会施設維持管理交付金、地域づくり振興事業補助金、

集会施設地代助成事業補助金、振興助成事業補助金、集会施設等整備事業補助金、魅力あ

るコミュニティ助成事業助成金などが記載されております。 

      続いて、決算書５６ページ、５７ページに移りまして、３目財政管理費１３節委託料で

公共施設等総合管理計画策定業務１，６３６万２，０００円を支出しております。これは、

料番号１の主要事業決算状況一覧表では２ページに記載しております。 

      続いて、決算書６２ページ、６３ページに移りまして、６目企画費１３節委託料でホー

ムページ改修委託料３９９万６，０００円、資料番号１の主要事業決算状況一覧では３ペ

ージに掲載しております。 

      続きまして、決算書６４、６５ページ、８目諸費１３節委託料で放課後児童見守りパト

ロール委託料２１８万２，４００円、１４節使用料及び賃借料で防犯灯リース料２０９万

９，７７２円、１５節工事請負費で防犯カメラ設置工事２９９万９，５１２円、１０目交

通対策費１５節工事請負費で道路交通安全施設工事５５２万７，８７２円の支出となって

おります。主要事業決算状況一覧では５ページに掲載しております。 

      続きまして、決算書６６、６７ページ。 

      １２目電子計算費で１３節委託料、導入作業費（繰越明許）１，４７０万４，２００円

の支出、これは地方公共団体情報セキュリティー強化対策事業として実施したものです。

資料番号１の主要事業決算状況一覧では５ページになります。 

      続きまして、決算書６８、６９ページ。 

      １４目温泉事業費１３節委託料、緑地運動公園及びリバートピア吉岡指定管理料で１，

８９０万円、１５節工事請負費で太陽光設備修繕工事、井戸水中ポンプ交換工事、クラブ

ハウス床張りかえ工事などで８８１万５，１８６円の支出となっております。主要事業決

算状況一覧では６ページに掲載しております。 

      続きまして、決算書７２、７３ページ。 

      ２目参議院議員選挙費８１８万４，５６６円の支出となっております。主要事業決算状

況一覧では７ページに記載しております。 

      次に、決算書７４、７５ページに移りまして、下段の３款民生費は、支出済額２７億２，
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７３０万３，３２１円、前年度と比較しますと３億１，１７３万２，６６１円の増、１２．

９％の増となっております。 

      決算書７６ページ、７７ページに移りまして、３款１項１目社会福祉総務費、支出済額

１億５，３３６万９，８６２円、主要事業決算状況一覧では８ページと９ページに記載し

ております。臨時福祉給付金事業は１，１４２万７，１２３円、年金生活者等支援臨時福

祉給付金給付事業は４，８６５万７，１２２円の支出となっております。 

      続いて、決算書８０、８１ページ。 

      ４目老人福祉費、支出済額２億２２５万３，２９３円、主要事業決算状況一覧では１０

ページに記載しております。主な支出は、敬老祝い金品支給事業６４９万９，６７２円、

対象者は８０歳、８５歳、２２２名、８８歳、９０歳、９５歳、１０１歳以上１５０名、

１００歳９名の方々に祝い金や祝い品を支給したものです。次に、在宅で介護している介

護者の労をねぎらうための寝たきり老人介護慰労金事業３８８万円、対象者は１０６名で

した。介護保険事業特別会計繰出金は１億７，７７８万９，４０２円でした。 

      続いて、決算書８２、８３ページ。 

      ６目障害者福祉費、支出済額３億５，２９０万７，１６９円、主要事業決算状況一覧で

は１１ページ、１２ページに記載しております。主な支出は、障害を抱える方の日常生活

及び社会生活を支えるため、障害福祉サービス費、補装具費、障害者医療費等の支給を行

う障害者自立支援事業で、２億５，４５５万９，４１３円、障害児支援事業で５，７２４

万７，２９１円となっております。 

      続いて、決算書８４ページ、８５ページ、下段で７目医療福祉費、支出済額２億７４２

万１７６円、主要事業決算状況一覧では１２ページに医療費無料化事業ということで記載

しております。内容は、子ども、重度心身障害者、母子・父子家庭の方々の健康管理の向

上に寄与するために社会保険等で医療を受けた場合の自己負担分を公費で負担するもので

す。 

      続いて、決算書８６ページ、８７ページ、９目老人福祉センター費、支出済額１，８６

２万４，０００円、主要事業決算状況一覧では１２ページ下段に記載しております。内容

は、老人福祉センター指定管理料です。 

      続いて、１０目後期高齢者医療費では支出済額１億７，７２６万９，１６４円、主要事

業決算状況一覧では１３ページ上段に記載しております。内容は、１９節負担金補助及び

交付金で、療養給付費負担金として１億３，７６７万２，９００円、２９節繰出金で後期

高齢者医療事業特別会計への繰出金として３，９５９万６，２６０円となっております。 

      次に、決算書９０ページ、９１ページ、２項児童福祉費２目児童手当費、支出済額４億

７３６万１４３円、主要事業決算状況一覧では１４ページに記載しております。 
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      次に、３目児童保育費、支出済額１０億７，２８９万５，２８３円、主要事業決算状況

一覧では１４ページから１６ページに記載しております。主な支出は、１３節委託料で、

保育運営費委託料６億７，３２７万２，８０００円、これは町内在住の乳幼児が通う町内

外の私立認可保育所に対して委託料を支払ったものです。また、１９節負担金補助及び交

付金で施設型給付費１，７３７万７，９４２円、これは町内在住の乳幼児が通う町内外の

認定こども園・保育所・幼稚園等に対して支払ったものです。 

      次に、同じ１９節負担金補助及び交付金で、私立保育所等施設整備補助金３億４１９万

６，０００円、これは駒寄幼稚園の園舎建てかえに対しての助成です。 

      次に、決算書９２、９３ページ、５目に学童保育事業費、支出済額９，７１６万６，４

２６円、主要事業決算状況一覧では１６ページ下段から１７ページに記載しております。

主な支出は１３節委託料で、吉岡町社会福祉協議会へ学童クラブ指定管理料１，５４６万

６，７８４円の支出、また、学童クラブ施設新築事業として、１５節工事請負費で５，６

２６万８，０００円、１７節公有財産購入費で１，９００万円の支出などとなっておりま

す。 

      次に、決算書９４ページ、９５ページ、４款衛生費は、支出済額６億１，０５９万４，

２２９円、前年度と比較すると４９９万７２０円の減、０．８％の減でした。 

      初めに、４款１項１目保健衛生総務費は、支出済額２億６，３５３万３，８９６円、主

な支出は主要事業決算状況一覧では１８ページ、決算書では９６、９７ページ、１９節負

担金補助及び交付金で、環境負荷の少ないクリーンエネルギーの普及促進を図るための住

宅用太陽光発電システム設置整備事業補助金５９５万５，０００円、該当は６３件でした。

続いて、２８節繰出金で国民健康保険事業特別会計の繰出金１億１，３０７万１，１７６

円、水道事業会計への繰出金３，０００万円を支出いたしました。 

      続いて、２目予防費、支出済額６，３９４万４円、主な支出は、１３節委託料で予防接

種委託料６，２９９万３５３円です。 

      次に、３目母子衛生費、支出済額３，３５１万１，５０３円、主な支出は、決算書９８

ページ、９９ページ、主要事業決算状況一覧は１９ページ、２０ページで、１３節委託料、

妊婦健康診査委託料１，９２１万４，８７０円、２０節扶助費、特定不妊治療費３６６万

９，０００円、一般不妊治療費３５万７，０００円などです。 

      次に、決算書１００ページ、１０１ページ、主要事業決算状況一覧は２０ページ、２１

ページです。 

      ４款１項４目健康増進費で、主な支出は１３節委託料で、健康審査委託料３，１５５万

２，７８６円となっております。疾病の早期発見、早期治療につなげるため、がん検診の

ほか、肝炎ウイルス検診、歯周疾患検診等を実施いたしました。そのほか、１９節負担金
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補助及び交付金ではよしおか健康№１プロジェクト事業補助金で１１３万９，３５０円を

支出しております。 

      次に、５目環境衛生費、支出済額１，１０３万２，７４０円、主なものは、１９節負担

金補助及び交付金で、公共下水道エリアと農業集落排水エリア以外の区域で開発事業を除

く一般住宅を対象とした合併浄化槽の設置整備事業費補助金３５１万円を支出しておりま

す。 

      次に、決算書１０２、１０３ページで、２項清掃費２目塵芥処理費、１３節委託料で一

般ごみ収集委託料４，０２３万円、１９節負担金補助及び交付金で渋川広域負担金（ごみ

運営等）１億１，４２７万９，０００円、資源ごみ回収事業補助金４３１万９，９８０円

が主な支出となっております。 

      次に、５款労働費は、支出済額１，６６７万９，０２１円、前年度と比較すると６７万

５，７４２円の減、３．９％の減でした。主要事業決算状況一覧では２２ページとなりま

す。主な支出は、１９節負担金補助及び交付金で勤労者住宅資金利子補給事業１，１０５

万９，１３４円、２１節貸付金で勤労者生活資金融資預託金５００万円などです。 

      次に、６款農林水産業費は、支出済額２億９，１８２万３，０３０円、前年度と比較す

ると１億３，７９１万９，００９円の減、３２．１％の減でした。主な支出は、決算書１

０６ページ、１０７ページ、主要事業決算状況一覧は２２ページ、３目農業振興費で小倉

地区の乾燥芋の増産化や高付加価値化、流通経路の拡大などを目指すための地域特産品生

産体制構築事業委託料９９９万円、決算書１０８、１０９ページ、青年就農給付金給付事

業３７５万円などです。 

      次に、５目農地費、主要事業決算状況一覧表は２３ページ、１９節負担金補助及び交付

金で、群馬用水土地改良区が事業主体となり農業用水路の布設がえ工事を実施した小規模

農村整備事業で負担金８２５万１，２００円、決算書１１０ページ、１１１ページの群馬

用水施設緊急改築事業償還負担金１，２８９万８，５５２円が主な支出です。 

      続いて、６目地籍調査費は支出済額２，７９５万３，９２３円、主要事業決算状況一覧

表は２４ページです。主なものは、１３節委託料の地籍調査業務委託料１，９４２万９，

２００円です。 

      続いて、７目渇水対策施設維持管理費、支出済額２，３０２万６，３０１円、主要事業

決算状況一覧表は２５ページです。主なものは、１１節需用費で、電気料１，００５万８，

９９４円、１５節工事請負契費、高崎渋川線バイパス新設工事（３期工区）に伴う管路移

設工事４５４万６，８００円、決算書１１２ページ、１１３ページに行きまして、１８節

備品購入費で小倉揚水機場揚水ポンプ購入費６２６万４，０００円などです。 

      続いて、８目農業集落排水事業費で農業集落排水事業特別会計繰出金１億７２５万５，
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９６３円の支出でした。 

      次に、決算書、１１４、１１５ページ、７款商工費は、支出済額３，３２７万１，９３

１円、前年度と比較すると１，９０１万６，１８３円の減、３６．４％の減でした。主な

支出は、１項商工費１目商工総務費１９節負担金補助及び交付金で、商工会振興事業補助

金６３０万円、住宅リフォーム促進事業補助金１５９万１，０００円、中小企業制度利子

補給金３５２万４，０８８円などです。 

      続いて、決算書１１６、１１７ページ、８款土木費は、支出済額７億３，４２７万６，

８１４円、前年度と比較すると１億６，１３６万７３１円の増、２８．２％の増でした。

主な支出は、決算書１１８、１１９ページ、８款２項１目道路橋梁総務費で、大榛橋かけ

かえ事業負担金（榛東村施行）６１５万２，６２９円、続いて、決算書１２０、１２１ペ

ージの下段、５目橋梁維持費で１３節委託料、橋梁点検業務委託９０２万８，８００円、

続いて、決算書１２２、１２３ページの上段で１５節工事請負費、橋梁維持補修工事（補

助）で７２５万７，０００円、続いて、決算書１２６、１２７ページ、主要事業決算状況

一覧では２９、３０ページ、８款４項２目都市施設費、南下城山防災公園整備事業で１５

節工事請負費、建設工事（南下城山防災公園）４，０４０万円、１７節公有財産購入費、

用地買収費（南下城山防災公園）３，２００万７，０６６円、また、駒寄スマートＩＣ大

型車対応化事業でＮＥＸＣＯ東日本への業務委託、文化財調査業務委託、事業認定に係る

環境影響調査業務委託などで、委託料５，５９３万４，２３２円、繰越明許分として、Ｎ

ＥＸＣＯ東日本への業務委託料７６７万２，０６２円、１７節公有財産購入費で用地買収

費（スマートＩＣ）１億７，４７６万６，３２０円、１９節負担金補助及び交付金で駒寄

スマートＩＣ大型車対応化事業負担金８４８万７，３３２円、２２節補償補塡及び賠償金

で補償費（駒寄スマートＩＣ）１，０９５万３，４００円などとなっております。 

      続いて、３目下水道費で、公共下水道事業特別会計への繰出金で１億８，７６９万９，

４３４円支出しております。 

      次に、９款消防費は、支出済額３億６９２万７，４４７円、前年度と比較すると１，５

９９万７，７５４円、５．５％の増でした。主要事業決算状況一覧表は３１ページ、決算

書は１３０ページ、１３１ページ、１項４目災害対策費で１８節備品購入費、防災倉庫１

７４万６５７円、内容は、北下、陣場、大久保寺上、溝祭、駒寄の５自治会に防災倉庫を

設置したものです。これにより、１３自治会に設置が完了いたしました。 

      また、５目無線放送施設設置事業費、１３節委託料で防災行政無線施設のデジタル化を

実施するための無線放送施設デジタル化実施設計委託料２０５万２，０００円を支出しま

した。 

      次に、１０款教育費、支出済額１０億１１４万５，６０２円、前年度と比較すると１億
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２，４９４万８，１０２円の増、１４．３％の増でした。主な内容は、決算書１４３ペー

ジの下段及び１４５ページの上段で、主要事業決算状況一覧表は３２ページ、２目教育振

興費で、学校給食事業特別会計への繰出金、２８節で駒小学校給食事業特別会計繰出金８

４０万７，５００円、明小学校給食事業特別会計繰出金６１１万６，１００円で、児童１

人当たり年１万４５０円を補助しました。 

      続いて、３目学校建設費で主要事業決算状況一覧表は３３ページ、主な支出は、児童数

の増に対応するための明治小学校校舎増築事業、１５節工事請負費３億４，６３３万４６

８円、特別教室５教室、延べ床面積８４０平方メートルの特別教室棟の増築と既存教室の

改修工事を実施いたしました。また、駒寄小学校のトイレ改修工事（繰越明許）で４，３

８６万９，６００円、４９カ所の和式便器を様式便器に交換するとともに、床を改修し、

バリアフリー化を行いました。 

      続いて、決算書１４８、１４９ページ、主要事業決算状況一覧では３４ページ、３項中

学校費２目教育振興費、学校給食事業特別会計への繰出金で７１１万７，４００円、先ほ

どと同様、生徒１人当たり年１万４５０円を補助しました。 

      続いて、決算書は１５０ページ、１５１ページ、主要事業決算状況一覧表では３５ペー

ジ、４項社会教育費１目社会教育総務費、主な支出は、吉岡町・大樹町子ども交流事業で、

総額で３６３万７７５円でした。主なものは、１３節委託料、業務委託料（吉岡町・大樹

町交流事業）で２２２万５，８１４円でした。 

      続いて、決算書は１６４ページ、１６５ページ、主要事業決算状況一覧表では３５ペー

ジ、６項給食センター費１目給食センター費、主な支出は１８節備品購入費で真空冷却器

８９６万４，０００円でした。 

      決算書１６６ページ、１６７ページ、１２款公債費は、支出済額５億６，６５０万１，

４１５円、前年度と比較すると１，１６８万７，１６０円の増、２．１％の増でした。元

金の償還金が５億９９６万１，３８０円、利子の償還金が５，６５４万３５円でした。 

      次に、決算書１６８ページ、１６９ページ、１４款予備費の支出はありませんでした。 

      以上、歳出の総額は７１億７，６０７万４，９９１円、不用額は３億７，１４４万６，

００９円でした。 

      以上で一般会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      落合代表監査委員。 

              〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕 

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。 
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      平成２８年度吉岡町一般会計歳入歳出決算につきまして、平成２９年８月８日、監査委

員柴﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、ご報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された一般会計の歳入歳出決算書、

歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書、関係諸伝票及び

関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数

的には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資

料をごらんください。 

      以上です。 

議  長（馬場周二君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております認定第１号は、予算決算常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第９ 認定第２号 平成２８年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定に 

ついて 

議  長（馬場周二君） 日程第９、認定第２号 平成２８年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳

出決算認定についてを議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      認定第２号 平成２８年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定についての提

案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度吉岡町学校給食事業特別会計

歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであります。 

      以下、詳細につきましては会計課長をして説明させますので、審議の上、認定ください

ますようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 大澤会計課長。 

              〔会計課長 大澤弘幸君発言〕 

会計課長（大澤弘幸君） それでは、決算書の１７３ページをお願いいたします。 

      実質収支に関する調書で、歳入総額は１億１，３９８万１，２０２円、歳出総額は１億

１,３７１万１，８０５円、歳入歳出差し引き額は２６万９，３９７円、実質収支額も同
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額の２６万９，３９７円でした。前年度と比較しますと歳入総額につきましては、１２６

万５，８７８円の増、増減率では１．１％の増でした。歳出総額につきましては、１５０

万９，９８３円の増、１．３％の増でした。 

      次に、１７４、１７５ページをお願いいたします。 

      平成２８年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算書の歳入となっております。 

      １７６、１７７ページはその歳出となっております。 

      １７８ページ、１７９ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入です。 

      １８０ページ、１８１ページの事項別明細書で説明させていただきます。 

      １款１項給食費納入金は、収入済額９，１７３万６５０円、内訳は、現年度分で教職員

給食費５７５万７，８６０円、給食センター職員等給食費８１万８００円、児童生徒給食

費８，４９８万２，４１０円、過年度分で１７万９，５８０円となっています。不納欠損

額はゼロです。収入未済額は８０万２，１１０円でした。 

      別冊の成果説明書の１６２ページ（３）に給食費の収納状況を掲載しております。未納

額内訳で、収入未済額の現年度分５１万８，２５０円は、３９人、２７戸、過年度分（平

成１７年度から２７年度）の収入未済額は２８万３，８６００円で、９人、８戸となって

おります。 

      決算書１８０ページ、１８１ページに戻りまして、２款１項１目繰入金、収入済額２，

１６４万１，０００円で、児童生徒１人当たり年間１万４５０円を一般会計から繰り入れ

いたしました。 

      ３款１項１目繰越金、収入済額５１万３，５０２円は前年度の繰越金です。 

      ４款１項１目雑入、収入済額９万６，０５０円は給食の試食代等です。 

      歳入合計は、収入済額１億１，３９８万１，２０２円、収入未済額８０万２，１１０円

でした。 

      次に、歳出に移ります。１８２、１８３ページは、事項別明細書総括の歳出です。 

      １８４ページ、１８５ページの事項別明細書で説明させていただきます。 

      歳出の１款１項１目学校給食費は、支出済額１億１，３７１万１，８０５円でした。内

訳は、１６節原材料費で給食用食材料費１億１，３６９万４，２０５円、２７節公課費で

消費税１万７，６００円でした。 

      以上、歳出の総額は、支出済額１億１，３７１万１，８０５円、不用額は２９１万５，

１９５円でした。 

      以上で学校給食事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。よろしくお願

いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 
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      ここで、監査委員報告を求めます。 

      落合代表監査委員。 

              〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕 

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。 

      平成２８年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成２９年８月

９日、監査委員柴﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、ご報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された学校給食事業特別会計の歳

入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び関係

書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数的に

は正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料を

ごらんください。 

      以上です。 

議  長（馬場周二君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

      ただいま議題となっております認定第２号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１０ 認定第３号 平成２８年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認 

            定について 

議  長（馬場周二君） 日程第１０、認定第３号 平成２８年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      認定第３号 平成２８年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定についての

提案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度吉岡町公共下水道事業特別会

計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであります。 

      以下、詳細につきましては会計課長をして説明させますので、審議の上、認定ください

ますようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 大澤会計課長。 
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              〔会計課長 大澤弘幸君発言〕 

会計課長（大澤弘幸君） それでは、決算書の１８９ページをお願いいたします。 

      実質収支に関する調書で、歳入総額は３億４，５３０万８，４８９円、歳出総額は３億

４，５００万８，４８９円、歳入歳出差し引き額は３０万円、実質収支額も同額の３０万

円です。前年度と比較しますと歳入総額につきましては、２，４９６万６，９４０円の

増、増減率では７．８％の増でした。歳出総額につきましては、２，４９６万６，９４０

円の増、７．８％の増でした。 

      次に、１９０ページ、１９１ページをお願いいたします。 

      平成２８年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算書の歳入となっております。

１９２ページ、１９３ページは、その歳出となっております。 

      １９４ページ、１９５ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入となっております。 

      １９６ページ、１９７ページからの事項別明細書で説明させていただきます。 

      １款分担金及び負担金、収入済額７９０万８７３円、これは受益者負担金と維持管理分

担金を合わせた額です。収入未済額７５２万３，９１０円の内訳は、受益者負担金の現年

度分２７万６，８００円、該当者は９人、滞納繰越分７２４万７，１１０円、該当者は６

０人です。 

      ２款使用料及び手数料１項使用料１目下水道使用料は、収入済額１億８７２万４，０１

２円。収入未済額は４２６万３，７３２円で、内訳は現年度分５１万７，０５０円、該当

者５６人、滞納繰越分３７４万６，６８２円、該当者１３人でございました。 

      ３款国庫支出金１項国庫補助金１目下水道費国庫補助金は、収入済額１，３８０万円、

社会資本整備総合交付金です。 

      ４款県支出金１項県補助金１目下水道費県補助金は、収入済額５０万円でした。 

      続いて、５款１項１目繰入金、収入済額１億８，７６９万９，４３４円、一般会計繰入

金です。 

      続いて、６款１項１目繰越金、収入済額３０万円、前年度からの繰越金です。 

      続いて、７款諸収入１項延滞金加算金及び過料、決算書１９８ページ、１９９ページに

なります。収入済額９万７２０円は、過料としての収入になります。過料の主なものは、

宅地内排水設備設置工事に伴う届け出書類未提出によるものです。 

      続いて、２項雑入は、収入済額９万３，４５０円。主なものは、排水設備指定工事店申

請料となっております。 

      続いて、８款町債１項町債１目下水道事業債、収入済額２，６２０万円。公共下水道事

業債（補助分）１，２９０万円、単独分９５０万円。流域下水道事業債（補助分）３５０

万円、単独分３０万円でした。 
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      歳入合計は、収入済額３億４，５３０万８，４８９円、収入済額１，１７８万７，６４

２円でした。 

      次に、歳出に移ります。 

      ２００ページ、２０１ページは、事項別明細書総括の歳出です。 

      ２０２ページ、２０３ページをお願いいたします。 

      歳出の１款１項下水道費１目総務管理費は、支出済額２，７５５万７，８５３円です。

主な支出は２７節公課費、消費税１，１５０万２，１００円です。続いて、２目管渠管理

費は、支出済額５，２９６万１，２７４円。主な支出は、決算書２０４ページ、２０５ペ

ージの上段で、１９節負担金補助及び交付金、県央処理区維持費管理負担金４，２６５万

７，２６２円です。 

      続いて、３目建設費は、支出済額５，１３０万５，１９１円、主な支出は、１３節委託

料で、事務事業委託料２，２６８万円、これは社会資本整備総合交付金事業で、全体計

画・事業計画等変更業務委託料です。また、１５節工事請負費で公共下水道工事（補助）

５４８万６，４００円、公共下水道工事（単独）１，０６３万８，０００円の支出でした。 

      成果説明書の１６３ページ、１６４ページで工事等の内容を確認いただければと思いま

す。 

      続いて、２款１項公債費、支出済額２億１，３１８万４，１７１円、元金及び利子の償

還金となっております。 

      続いて、決算書２０６ページ、２０７ページ、３款１項１目予備費は、支出済額ゼロで

した。 

      以上、歳出の総額は、支出済額３億４，５００万８，４８９円、不用額は３７４万３，

５１１円でした。 

      以上で公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。よろしくお

願いします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      落合代表監査委員。 

              〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕 

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。 

      平成２８年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成２９年８

月９日、監査委員柴﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、ご報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された公共下水道事業特別会計の

歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び関
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係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数的

には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料

をごらんください。 

      以上です。 

議  長（馬場周二君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております認定第３号は、産業建設常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１１ 認定第４号 平成２８年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 

            認定について 

議  長（馬場周二君） 日程第１１、認定第４号 平成２８年度吉岡町国民健康保険事業特別会計

歳入歳出決算認定についてを議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      認定第４号 平成２８年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

の提案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度吉岡町国民健康保険事業特別

会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであります。 

      以下、詳細につきましては会計課長に説明させますので、よろしく審議の上、認定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 大澤会計課長。 

              〔会計課長 大澤弘幸君発言〕 

会計課長（大澤弘幸君） それでは、決算書２１１ページをお願いいたします。 

      実質収支に関する調書で、歳入総額は２２億９，８１０万６，９９７円、歳出総額は２

２億８，２６９万５，８１０円、歳入歳出差し引き額は１，５４１万１，１８７円、実質

収支額も同額の１，５４１万１，１８７円です。前年度と比較しますと、歳入総額につき

ましては、９，６６０万３，２０６円の減、増減率では４．０％の減でした。歳出総額に

つきましては、４，８９２万９，６４７円の減、２．１％の減でした。 

      続きまして、２１２ページ、２１３ページをお願いいたします。 
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      平成２８年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算書の歳入となっております。 

      ２１４ページ、２１５ページは、その歳出となっております。 

      ２１６ページ、２１７ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入です。 

      ２１８ページ、２１９ページからの事項別明細書で説明させていただきます。 

      １款１項国民健康保険税は４億６，７８２万２，０１６円、不納欠損額は７８３万１，

７４１円、収入未済額１億１，４１２万８，７７４円でした。不納欠損額の該当者は２４

人、収入未済額の該当者は４５６人です。 

      保険税は、一般被保険者と退職被保険者からなり、医療給付費分、後期高齢者支援金

分、介護納付金分とに分けられ、その現年課税分と滞納繰り越し分で、それぞれ６節から

の区分となっております。不納欠損額の年次推移は、参考資料の資料番号６の３ページ、

４ページでご確認いただければと思います。 

      また、主要施策の成果説明書１６７ページをごらんください。 

      国保加入世帯数及び被保険者数が年度ごとに記載してあります。被用者保険の適用拡大

により、国保加入者は年々減少している状況です。 

      次に、決算書２２０ページ、２２１ページで、２款１項一部負担金は、収入済額ゼロで

す。 

      ３款１項手数料、収入済額２万６，９８４円は督促手数料です。 

      次に、４款国庫支出金１項国庫負担金は、収入済額３億８，５４５万８，４８６円。主

なものは、１目の療養給付費負担金で、療養給付費負担金、介護納付金負担金、後期高齢

者医療費支援金負担金のそれぞれ現年度分を合わせた３億６，８８５万１，３３７円、２

目で高額医療費共同事業の費用に充てるための高額医療費共同事業費負担金、収入済額１，

４１５万８，１４９円でした。 

      続いて、決算書２２２ページ、２２３ページ、２項国庫補助金で、主なものは、団体間

の財政力を調整するための財政調整交付金、収入済額１億３５１万１，０００円などです。 

      続いて、５款１項１目退職被保険者等の医療給付に要する費用に充てるための社会保険

診療報酬支払基金から交付される療養給付費交付金が収入済額５，２９０万６，０００円

でした。 

      続いて、６款１項１目前期高齢者医療費の負担に係る財政調整のため、社会保険診療報

酬支払基金から交付される前期高齢者交付金が収入済額４億４，３６３万４，７０８円で

した。 

      続いて、７款県支出金は、収入済額１億２，１５４万５，１４９円で、１項県負担金、

収入済額１，６６０万７，１４９円、主なものは、１目高額医療費共同事業負担金１，４

１５万８，１４９円でした。 
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      ２項の県補助金は、収入済額１億４９３万８，０００円で、主なものは、決算書２２４

ページ、２２５ページ上段の２目財政調整交付金で、収入済額１億３４万９，０００円で

した。 

      主要施策の成果説明１７１ページには国庫支出金等の推移が記載されておりますので、

参考にご確認いただきたいと思います。 

      続きまして、決算書２２４ページ、２２５ページに戻りまして、８款１項１目共同事業

交付金、収入済額５億３，８８８万４，５９７円、主なものは、保険財政共同安定化事業

拠出金を財源に療養の給付に要する費用等について国保連合会から交付される２節保険財

政共同安定化事業交付金で４億７，９８４万９，６０５円でした。 

      続いて、９款１項財産運用収入、収入済額９万５，４７７円、これは国保基金利子です。 

      次に、１０款１項１目一般会計繰入金は、収入済額１億１，３０７万１，１７６円でし

た。内訳は、保険基盤安定繰入（保険税軽減分）６，５５５万６，３２０円、保険基盤安

定繰入金（保険者支援分）３，５８３万５，６１３円、職員給与費等繰入金１５万４，６

７２円、出産育児一時金等繰入金２７８万９，３３３円、財政安定化支援事業繰入金３４

７万１，０００円、その他一般会計繰入金で、福祉医療実施に伴う国庫負担金削減分繰入

金５２６万４，２３８円となっております。 

      続いて、決算書２２６ページ、２２７ページで１１款１項の繰越金は、収入済額６，３

０８万４，７４６円でした。 

      続いて、１２款諸収入は、収入済額７４４万８，６５８円でした。内訳は、１項延滞金

及び過料、収入済額６９５万７，６７７円。２項の預金利子ゼロ。３項雑入は、１目一般

被保険者第三者納付金で、交通事故等第三者納付金２２万１，２１８円、決算書２２８ペ

ージ、２２９ページに移りまして、３目一般保険者返納金で、不当利得等返納金９万５，

７３５円。５目雑入は、７０歳から７４歳の１割負担の療養費について国が国保連を通し

て補塡している指定公費分や老人保健医療費拠出還付金などで１７万４，０２８円でした。 

      歳入合計は、収入済額２２億９，８１０万６，９９７円、不納欠損額７８３万１，７４

１円、収入未済額１億１，４１２万８，７７４円でした。 

      次に、歳出に移ります。２３０ページ、２３１ページは、事項別明細書総括の歳出です。 

      ２３２ページ、２３３ページをお願いいたします。 

      歳出の１款の総務費は、支出済額８０６万３，７５９円。内訳の主なものは、１項総務

管理費、支出済額６６５万３，３７８円、２項徴税費、支出済額１２０万８，２２１円な

どです。 

      次に、２３４、２３５ページをごらんください。 

      ２款保険給付費、支出済額１３億７，５９９万５，６１７円。内訳の主なものは、１項



 - 35 -

の療養諸費が支出済額１２億５１０万９，７００円、２項の高額療養費が１億６，５５５

万２７円などです。 

      決算書の２３６ページ、２３７ページをお願いいたします。 

      ３項の移送費は、支出済額ゼロ。 

      ４項出産育児諸費は、支出済額４１８万５，８９０円、該当者は１０人です。５項葬祭

費は、支出済額１１５万円、該当者は２３人でした。 

      主要施策の成果説明の１７２ページをごらんください。 

      療養給付費の年度別の支出額や内訳等を記載しております。 

      成果説明書の１７４ページには出産育児一時金、葬祭費、高額療養費支給額の年度別の

件数や支給額等を記載しております。 

      決算書、２３６ページ、２３７ページに戻っていただきまして、３款１項１目後期高齢

者支援金は、支出済額２億５，７０３万６，８７６円。 

      決算書２３８ページ、２３９ページに移りまして、４款１項前期高齢者納付金等は、支

出済額１８万５，８３４円。 

      ５款１項老人保健拠出金は、制度終了に伴う給付の精算により、７，３５１円。 

      ６款１項介護納付金は、介護保険の財源として各保険者が診療報酬支払基金に納付する

費用で、９，７３８万１，７２０円でした。 

      決算書２４０ページ、２４１ページに移りまして、７款１項共同事業拠出金で、高額医

療費共同事業及び保険財政共同安定化事業の財源として、国保連合会に拠出する費用とし

て５億１，９６１万７４１円の支出でした。 

      続いて、８款１項特定健康診査等事業費は、支出済額１，５０６万１，８６９円でした。 

      ２４２ページ、２４３ページに移りまして、８款２項保健事業費は、支出済額４９３万

３，４６０円、主なものは、１９節負担金補助及び交付金で、人間ドック補助金２７６万

円でした。該当者は１３８人です。 

      続いて、９款基金積立金、１０款１項公債費は、支出済額ゼロ円でした。 

      続いて、２４４ページ、２４５ページで、１１款諸支出金、支出済額４３２万８４円、

１項償還金及び還付加算金４２３万４，１０５円、２項指定公費負担医療費立替金、これ

は７０歳から７４歳の１割負担の療養費について町が立てかえ払いをしているもので、支

出済額８万５，９７９円でした。 

      １２款予備費の支出額はゼロでした。 

      以上、歳出の総額は、支出済額２２億８，２６９万５，８１０円、不用額１億３，１２

７万１，１９０円でした。 

      以上で国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。よろしく
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お願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      落合代表監査委員。 

              〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕 

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。 

      平成２８年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成２９年

８月９日、監査委員柴﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、ご報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された国民健康保険事業特別会計

の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び

関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数

的には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資

料をごらんください。 

      以上です。 

議  長（馬場周二君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      ここで昼食休憩といたします。再開を１時といたします。 

          午前１１時５５分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午後 １時００分再開 

議  長（馬場周二君） それでは、これより会議を再開します。 

      これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております認定第４号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１２ 認定第５号 平成２８年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 

            認定について 

議  長（馬場周二君） 日程第１２、認定第５号 平成２８年度吉岡町農業集落排水事業特別会計

歳入歳出決算認定についてを議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 
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      認定第５号 平成２８年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

の提案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度吉岡町農業集落排水事業特別

会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであります。 

      以下、詳細につきましては会計課長をして説明させますので、審議の上、認定ください

ますようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 大澤会計課長。 

              〔会計課長 大澤弘幸君発言〕 

会計課長（大澤弘幸君） それでは、決算書２４９ページをお願いいたします。 

      実質収支に関する調書で、歳入総額は１億５，１９５万６，５８５円、歳出総額は１億

５，１８５万６，５８５円、歳入歳出差し引き額は１０万円、実質収支額も同額の１０万

円です。前年度と比較しますと、歳入総額につきましては３９９万７，３０３円の減、増

減率では２．６％の減でした。歳出総額につきましては、３９９万７，３０３円の減、

２．６％の減でした。 

      次の２５０ページ、２５１ページをお願いいたします。 

      平成２８年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算書の歳入となっております。 

      ２５２ページ、２５３ページは、その歳出となっております。 

      ２５４ページ、２５５ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入です。２５６ページ、

２５７ページの事項別明細書で説明させていただきます。 

      １款１項分担金、収入済額７８３万円、これは小倉地区、北下・南下地区一括納付分と

しての収入です。 

      ２款１項使用料、収入済額は３，０５４万１，９１２円、収入未済額は１０３万６，７

７４円で、内訳は、現年度分１８万７，５３９円、該当者１９人、滞納繰越分８４万９，

２３５円、該当者２４人です。 

      ３款１項国庫補助金は、収入済額６００万円。 

      ４款１項繰越金は、一般会計からの繰入金で、収入済額１億７２５万５，９６３円。 

      ５款１項繰越金は、前年度からの繰入金１０万円。 

      ６款１項諸収入は、収入済額２２万８，７１０円、主なものは東京電力からの放射能賠

償金で、２２万６，２６０円でした。 

      歳入合計は、収入済額１億５，１９５万６，５８５円、収入未済額１０３万６，７７４

円でした。 

      次に、歳出に移ります。決算書２５８ページ、２５９ページは、事項別明細書総括の歳

出です。 
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      ２６０ページ、２６１ページをお願いいたします。 

      歳出の１款１項農業集落排水事業費は、支出済額５，９６３万８，４５３円でした。１

目総務管理費２，５０６万７，９１８円。２目施設管理費３，４５７万５３５円、主な支

出は、施設管理費の１１節需用費、電気料７４８万８，６９４円。 

      決算書２６２ページ、２６３ページの１３節委託料、処理施設運転管理委託料１，２４

４万１，６００円などです。 

      続いて、２款１項公債費は、支出済額９，２２１万８，１３２円、元金・利子の償還金

です。 

      ３款１項予備費の支出済額ゼロでした。 

      以上、歳出の総額は、支出済額１億５，１８５万６，５８５円、不用額は２１５万６，

４１５円でした。 

      以上で農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。よろしく

お願いします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      落合代表監査委員。 

              〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕 

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。 

      平成２８年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成２９年

８月９日、監査委員柴﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された農業集落排水事業特別会計

の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び

関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数

的には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資

料をごらんください。 

      以上です。 

議  長（馬場周二君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております認定第５号は、産業建設常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１３ 認定第６号 平成２８年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳 
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            出決算認定について 

議  長（馬場周二君） 日程第１３、認定第６号 平成２８年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特

別会計歳入歳出決算認定についてを議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明させていただきます。 

      認定第６号 平成２８年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついての提案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度吉岡町住宅新築資金等貸付事

業特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでありま

す。 

      詳細につきましては会計課長に説明させますので、ご審議の上、認定くださいますよう

お願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 大澤会計課長。 

              〔会計課長 大澤弘幸君発言〕 

会計課長（大澤弘幸君） それでは、決算書の２６７ページをお願いいたします。 

      実質収支に関する調書で、歳入歳出総額は３６１万５，４９８円、歳出総額も同額の３

６１万５，４９８円ということで、歳入歳出差し引き額、実質収支額ともにはゼロ円です。

前年度と比較しますと、歳入総額につきましては３５万８４０円の減、増減率では８．

８％の減でした。歳出総額につきましては３５万８４０円の減、８．８％の減でした。 

      続いて、２６８ページ、２６９ページをお願いいたします。 

      平成２８年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算書の歳入となってお

ります。 

      ２７０ページ、２７１ページは、その歳出となっております。 

      ２７２ページ、２７３ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入です。 

      ２７４ページ、２７５ページの事項別明細書で説明させていただきます。 

      １款１項貸付事業収入、収入済額３５４万９，４９８円、１節貸付金元金回収金現年度

分、収入済額６５万３，９１８円、収入未済額３３万６，００７円、収入未済額の該当件

数は１件です。２節貸付金元金回収金過年度分、収入済額２３４万６，８８１円、収入未

済額９，７８１万１，４５４円、収入未済額の該当件数は４１件です。３節貸付金利子回

収金現年度分、収入済額６万６，９７０円、収入未済額９，１１３円、収入未済額の該当

件数は１件です。４節貸付金利子回収金過年度分、収入済額４８万１，７２９円、収入未
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済額１，９４９万９，７２３円、収入未済額の該当件数は４１件です。不納欠損額はゼロ

でした。 

      主要施策の成果説明書１８３ページから１８８ページまで、貸付金及び貸付金財源等の

年度別調書となっております。 

      １８９ページが貸付金元金利子の現年度分、過年度分の総括表となっております。 

      決算書２７４ページ、２７５ページに戻りまして、２款１項県補助金は、収入済額６万

６，０００円でした。 

      歳入合計は、収入済額３６１万５，４９８円、収入未済額１億１，７６５万６，２９７

円でした。 

      次に、歳出に移ります。決算書２７６ページ、２７７ページは、事項別明細書総括の歳

出です。 

      ２７８ページ、２７９ページをお願いいたします。 

      歳出の１款１項総務管理費は、支出済額８万８，３９６円でした。 

      続いて、２款１項の公債費は、支出済額１３５万５，７３２円、元金・利子の償還金で

す。 

      ３款１項繰出金は、一般会計への繰出金で、支出済額２１７万１，３７０円でした。 

      ４款１項予備費の、支出済額ゼロでした。 

      以上、歳出の総額は、支出済額３６１万５，４９８円、不用額は３６万８，５０２円で

した。 

      以上で住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      落合代表監査委員。 

              〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕 

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。 

      平成２８年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成

２９年８月９日、監査委員柴﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、報告いたし

ます。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された住宅新築資金等貸付事業特

別会計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝

票及び関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結

果、計数的には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お
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手元の資料をごらんください。 

      以上です。 

議  長（馬場周二君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております認定第６号は、総務常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１４ 認定第７号 平成２８年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定 

            について 

議  長（馬場周二君） 日程第１４、認定第７号 平成２８年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入

歳出決算認定についてを議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      認定第７号 平成２８年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定についての提

案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度吉岡町介護保険事業特別会計

歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであります。 

      詳細につきましては会計課長に説明させますので、審議の上、認定くださいますようお

願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 大澤会計課長。 

              〔会計課長 大澤弘幸君発言〕 

会計課長（大澤弘幸君） それでは、決算書２８３ページをお願いいたします。 

      実質収支に関する調書で、歳入総額は１３億５，２５６万５５８円、歳出総額は１３億

２，６７５万２，７８８円、歳入歳出差し引き額は２，５８０万７，７７０円、実質収支

額同額も同額の２，５８０万７，７７０円です。前年度と比較しますと歳入総額につきま

しては、４，６６１万３，４４２円の増、増減率では３．６％の増でした。歳出総額につ

きましては、４，７５８万６，０８２円の増、３．７％の増でした。 

      次に、２８４ページ、２８５ページをお願いいたします。 

      平成２８年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算書の歳入となっております。 

      ２８６ページ、２８７ページは、その歳出となっております。 



 - 42 -

      次の２８８ページ、２８９ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入です。 

      ２９０ページ、２９１ページからの事項別明細書で説明させていただきます。 

      １款１項介護保険料は、収入済額３億２，８７９万１，７００円、不納欠損額１１０万

４，６００円、収入未済額４０８万７，８００円でした。不納欠損額の該当者は４０人、

収入未済額の該当者は８６人です。１目第１号被保険者保険料１節現年度分特別徴収保険

料、収入済額３億５９４万４，０００円、収入未済額のマイナス１３万２，６００円は、

死亡等による保険料の戻し入れ分です。該当者は１５人です。２節現年度分普通徴収保険

料は、収入済額２，２５４万２，７００円、３節滞納繰越分普通徴収保険料は、収入済額

３０万５，０００円でした。 

      成果説明書１９２ページに年後ごとの第１号被保険者数、徴収額等を記載しております

ので、ご確認をお願いいたします。 

      決算書２９０ページ、２９１ページに戻りまして、２款国庫支出金１項国庫負担金、収

入済額２億３，１０３万４，４８８円は、現年度分介護給付費負担金です。２項国庫補助

金は、収入済額４，８０８万４，９７４円、内訳は、主に１目調整交付金で、収入済額３，

３９１万７，０００円、３目地域支援事業交付金（包括的支援事業・任意事業）で９４８

万９，７７４円、４目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）で４２２

万２，２００円となっております。 

      ２９２ページ、２９３ページに移りまして、３款１項支払基金交付金は、収入済額３億

５，２２４万７，５３８円でした。 

      続いて、４款県支出金１項県負担金、収入済額１億７，７８９万９，６５５円は、現年

度分介護給付費負担金です。２項県補助金は、収入済額７０６万３２７円、内訳は、主に

２目地域支援事業交付金（包括的支援事業・任意事業）で４３１万５，３９５円、３目地

域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）で２７１万４，９３２円となって

おります。 

      次に、２９４ページ、２９５ページに移りまして、６款１項一般会計繰入金は、収入済

額１億７，８２２万１，４０２円、内訳は、主に１目介護給付費繰入金１億５，４１１万

８，４９３円、３目地域支援事業繰入金（包括的支援事業・任意事業）で４３１万５，３

９５円、４目地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合事業）で２７１万４，９

３２円となっております。 

      続いて、２９６ページ、２９７ページに移りまして、６目低所得者保険料軽減繰入金で

１７１万７，２００円、７目その他一般会計繰入金で一般事務費繰入金１，５３５万５，

３８２円となっております。 

      続いて、７款１項繰越金は、前年度からの繰越金で２，６７８万４１０円。 
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      ８款諸収入は、収入済額２４３万９，５８５円で、１項延滞金、加算金及び過料はゼロ。

２項１目雑入２１７万５，１１８円の内訳は、グループホームから有料老人ホームに変更

したことに伴う補助金返還分及び渋川地域介護認定審査会精算金などです。２目第三者納

付金は、収入済額２６万４，４６７円、交通事故等の第三者からの納付金です。 

      歳入合計は、収入済額１３億５，２５６万５５８円、不納欠損額１１０万４，６００

円、収入未済額４０８万７，８００円でした。 

      次に、歳出に移ります。２９８ページ、２９９ページは、事項別明細書総括の歳出で

す。 

      ３００ページ、３０１ページをお願いいたします。 

      歳出の１款総務費は、支出済額１，５７８万７，３８２円、内訳は１項総務管理費、支

出済額１２３万３，１８１円。２項徴収費は、支出済額６６万２７９円。３項介護認定審

査会費は、支出済額１，３５７万９，４２６円でした。 

      ３０２ページ、３０３ページに移りまして、４項趣旨普及費、支出済額３１万４，４９

６円でした。 

      続いて、２款保険給付費、支出済額１２億３，３２８万８，２８０円、内訳は、１項１

目の居宅介護サービス給付費は、支出済額５億１，４１０万８，７５４円、３目地域密着

型介護サービス給付費は１億５，３８２万４，９２７円、５目施設サービス給付費は４億

１，５７９万３，７７４円、７目居宅介護福祉用具購入費９４万１，４３４円でした 

      ３０４ページ、３０５ページに移りまして、８目居宅介護住宅改修費３７５万８，４１

１円、９目居宅介護サービス計画給付費５，３０６万１，２０１円でした。２項１目介護

予防サービス給付費２，３４４万６８５円でした。 

      ３０６ページ、３０７ページに移りまして、２項５目の介護予防福祉用具購入費、支出

済額２０万８，４２５円、６目介護予防住宅改修費１７４万２，６９６円、７目介護予防

サービス計画給付費４００万２，２００円。 

      ３項その他諸費１目審査支払手数料、支出済額９８万１，０６４円。 

      ４項１目高額介護サービス費、支出済額２，２６６万４，９２９円、２目高額介護予防

サービス費、支出済額４万１，９２６円。 

      ３０８ページ、３０９ページに移りまして、５項１目高額医療合算介護サービス費、支

出済額２７０万２，０１７円、２目高額医療合算介護予防サービス費、支出済額１万２，

９６７円。 

      ６項１目特定入所者介護サービス等費、支出済額３，６００万２，８７０円。 

      ３１０ページ、３１１ページに移りまして、４款地域支援事業費１項包括的支援事業・

任意事業、支出済額２，２１８万２５４円。 
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      ３１２ページ、３１３ページに移りまして、２項介護予防・生活支援サービス事業費、

支出済額２，１２０万５，５４３円。 

      ３項一般介護予防事業費、支出済額４５万１，８７０円。 

      ４項その他諸費、審査支払手数料で６万２，０４８円となっております。 

      成果説明書１９３ページをごらんください。 

      ３の給付状況として、（１）居宅介護（介護予防）サービス受給者数、（２）施設介護

サービス受給者数、１９４ページで（３）地域密着型（介護予防）サービス受給者数、

（４）予防給付費と介護給付費等の給付比率、（５）要介護者の給付内容と給付費、１９

５ページで（６）要支援者の給付内容と給付費が一覧となっておりますので、ご確認をい

ただけたらと思います。 

      続いて、決算書３１４ページ、３１５ページに戻りまして、５款基金積立金は、支出済

額９２９万３，０００円でした。 

      続いて、６款諸支出金、支出済額２，４４８万４，４１１円、１項償還金及び還付金１

目第１号被保険者保険料還付金７万１，７００円、２目償還金２，４０７万９，７１１円、

内訳は、財政安定化基金借入金償還金３２５万７，０００円、国庫支出金等過年度分返還

金２，０８２万２，７１１円となっております。 

      ２項１目一般会計繰出金３３万３，０００円は、渋川市、吉岡町、榛東村で構成する介

護認定審査会の平成２７年度の精算による戻し入れがあったための繰り出しです。 

      ７款１項予備費は、支出済額ゼロでした。 

      以上、歳出の総額は、支出済額１３億２，６７５万２，７８８円、不用額は５，４４８

万３２１２円でした。 

      以上で介護保険事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。よろしくお願

いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      落合代表監査委員。 

              〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕 

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。 

      平成２８年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成２９年８月

９日、監査委員柴﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された介護保険事業特別会計の歳

入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び関係

書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数的に
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は正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料を

ごらんください。 

      以上です。 

議  長（馬場周二君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありますか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

      ただいま議題となっております認定第７号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１５ 認定第８号 平成２８年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決 

            算認定について 

議  長（馬場周二君） 日程第１５、認定第８号 平成２８年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会

計歳入歳出決算認定についてを議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      認定第８号 平成２８年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定につい

ての提案理由を申し上げます。 

      地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２８年度吉岡町後期高齢者医療事業特

別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであります。 

      以下、詳細につきましては会計課長に説明させますので、ご審議の上、認定くださいま

すようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 大澤会計課長。 

              〔会計課長 大澤弘幸君発言〕 

会計課長（大澤弘幸君） それでは、決算書の３１９ページをお願いいたします。 

      実質収支に関する調書で、歳入総額は１億６，６７７万８，００１円、歳出総額は１億

６，３５１万３，００１円、歳入歳出差し引き額は３２６万５，０００円、実質収支額も

同額の３２６万５，０００円です。前年度と比較しますと、歳入総額につきましては、５

８２万６，７８２円の増、増減率では３．６％の増でした。歳出総額につきましては、５

７２万２，４８２円の増、３．６％の増でした。 

      次に、３２０ページ、３２１ページをお願いいたします。 

      平成２８年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算書の歳入となっておりま
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す。 

      ３２２ページ、３２３ページはその歳出となっております。３２４ページ、３２５ペー

ジは歳入歳出事項別明細書、総括の歳入です。 

      ３２６ページ、３２７ページからの事項別明細書で説明させていただきます。 

      １款１項後期高齢者医療保険料は、収入済額１億１，７７４万２００円、不納欠損額ゼ

ロ、収入未済額６０万９，５００円でした。収入未済額の該当者は１２人、後期高齢者医

療保険料の内訳は、１目特別徴収保険料１節現年度分特別徴収保険料、収入済額７，５５

３万８，９００円、収入未済額のマイナス１３万９，９００円は死亡等による戻し入れ分

で、１４人が該当しております。２目普通徴収保険料１節現年度分普通徴収保険料、収入

済額４，１９９万２，６００円、２節滞納繰越分普通徴収保険料、収入未済額２０万８，

７００円でした。 

      ２款繰入金１項一般会計繰入金は、収入済額３，９１９万６，２６４円、内訳は、１目

事務費繰入金で８９５万９，６６７円、２目保険基盤安定繰入金３，０６３万６，５９７

円となっております。 

      続いて、３款１項繰越金は、収入済額３１６万７００円、前年度からの繰越金です。 

      続いて、４款諸収入１項延滞金、加算金及び過料は、収入済額ゼロでした。 

      ２項償還金及び還付加算金は、収入済額５万９，８００円でした。 

      続いて、３２８ページ、３２９ページに移りまして、４項受託事業収入、収入済額５２

６万９，１７０円、後期高齢者医療広域連合受託事業収入です。 

      続いて、５項雑入は、１目から４目まではゼロ、５目人間ドック補助金、収入済額５０

万円、６目雑入、収入済額４５万１，８６７円、広域連合負担金の返還金です。 

      歳入合計は、収入済額１億６，６７７万８，００１円、不納欠損額ゼロ、収入未済額６

０万９，５００円でした。 

      次に、歳出に移ります。３３０ページ、３３１ページは、事項別明細書総括の歳出です。 

      ３３２ページ、３３３ページをお願いいたします。 

      歳出の１款総務費は、支出済額７６０万４円、内訳は、１項総務管理費、支出済額７２

７万７，３９８円、２項徴収費は、支出済額３２万２，６０６円でした。 

      続いて、２款１項後期高齢者医療広域連合納付金は、１億５，５４０万１，３３０円、

内訳は、広域連合事務費等負担金で７１２万８，８３３円、保険料等負担金１億１，７６

３万５，９００円、保険基盤安定負担金３，０６３万６，５９７円です。 

      続いて、３款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目保険料還付金は、支出済額５万９，

８００円でした。 

      次に、３３４ページ、３３５ページをごらんください。 



 - 47 -

      ２項繰出金１目一般会計繰出金は、支出済額４５万１，８６７円。 

      ４款予備費は、支出済額ゼロでした。 

      以上、歳出の総額は、支出済額１億６，３５１万３，００１円、不用額は４７６万６，

９９９円でした。 

      以上で後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      落合代表監査委員。 

              〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕 

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。 

      平成２８年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成２９

年８月９日、監査委員柴﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、報告いたします。 

      地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された後期高齢者医療事業特別会

計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及

び関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計

数的には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の

資料をごらんください。 

      以上です。 

議  長（馬場周二君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

      ただいま議題となっております認定第８号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１６ 認定第９号 平成２８年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定に 

            ついて 

議  長（馬場周二君） 日程第１６、認定第９号 平成２８年度吉岡町水道事業会計利益の処分及

び決算認定についてを議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 
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      認定第９号 平成２８年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定についての提案

理由を申し上げます。 

      平成２８年度吉岡町水道事業損益計算書では、経営活動において生じた利益１，１７２

万３，０２６円を議会の承認を得て利益剰余金・建設改良積立金に積み立てさせていただ

く処分案となります。 

      続いて、平成２８年度水道事業決算報告になります。 

      収益的収入及び支出においては、収入予算額は４億１，５２０万９，０００円に対して、

決算額４億２，４００万３，９２３円、予算額に対して８７９万４，９２３円の追加とな

りました。 

      次に、収益的収入及び支出のうち、支出予算額４億７４４万５，０００円に対しまして、

決算額４億４４３万１，６７３円、予算額に対して３０１万３，３２７円の追加となりま

した。 

      資本的収入及び支出においては、資本的収入決算額６，８２４万５，０００円に対しま

して、資本的支出決算額２億２，３１７万４，２３４円、資本的収入額が資本的支出額に

対して不足する額１億５，４９２万９，２３４円につきましては、当年度分消費税及び地

方消費税資本的収支調整額７３８万４，９３２円と過年度分損益勘定留保資金１億４，７

５４万４，３０２円で補塡させていただきました。 

      詳細につきましては上下水道課長に説明させますので、ご審議の上、可決並びに認定く

ださいますようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 笹沢上下水道課長。 

              〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕 

上下水道課長（笹沢邦男君） 補足説明をいたします。 

      最初に、地方公営企業法第３２条第２項の規定により、平成２８年度に生じた利益の処

分について説明をいたします。 

      決算書３４４、３４５ページ、平成２８年度吉岡町水道事業損益計算書をごらんくださ

い。 

      この損益計算書は、水道事業１年間の経営活動・経営成績を示すものでございます。

「営業収益と営業費用」及び「営業外収益と営業外費用」とに大別されております。 

      １の営業収益は、（１）給水収益と（２）その他営業収益を足した額、３億５，７９２

万３，６０２円となり、２の営業費用は（１）配水及び給水費から（５）のその他営業費

用を足した額３億５，４２６万６，４５２円、営業利益は、営業収益から営業費用を差し

引いた額３６５万７，１５０円となりました。 

      ３の営業外収益は（１）長期前受金戻入と（２）雑収益を足した額３，７４１万６，１
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９２円となっております。（１）の長期前受金戻入３，４１３万７，３２０円は、工事な

どで得た補助金等の平成２８年度分の収益化額、（２）の雑収益は、下水道料金算出に伴

う下水道室からの検針負担金や放射性物質検査に伴う東京電力賠償金などです。 

      ４の営業外費用は、（１）支払い利息の額２，９３５万３１６円。経常利益については、

営業利益３６５万７，１５０円と営業外収支８０６万５，８７６円を足した額１，１７２

万３，０２６円となりました。 

      当期の損益ですが、特別利益及び特別損失の計上がございませんので、経常利益の金額

１，１７２万３，０２６円が当年度純利益、結果黒字となっております。 

      その下の前年度繰越利益剰余金は該当がなく、当年度未処分利益剰余金は、当年度純利

益の１，１７２万３，０２６円となっております。 

      続いて、３４６ページ、３４７ページをごらんください。 

      先ほどの損益計算書で説明をさせていただいた当年度未処分利益剰余金１，１７２万３，

０２６円の処分案についての説明となります。 

      最初に、平成２８年度吉岡町水道事業剰余金計算書になります。 

      左のページ、資本金は全て自己資本金となっております。 

      資本金の当年度変動額ですが、表の中ほど３，０００万円の増で、町からの出資金とな

っております。当年度末残高は、表の一番下、９億７，５９５万２，１８２円。前年度対

比１０３．１７％です。 

      左ページの中ほどから右のページ、剰余金についての説明をさせていただきます。 

      剰余金には、「資本剰余金」「利益剰余金」がございます。 

      資本剰余金は、増減なしで残高ゼロとなっております。 

      続いて、利益剰余金ですが、利益処分によって積み立てられた減債積立金、利益積立金、

建設改良積立金及び未処分利益剰余金に区別をされております。 

      減債積立金は１，６４６万７，０００円で、動きはございません。 

      利益積立金は、欠損金が生じた場合に備えるための積立金となっております。平成２６

年度で生じた制度改正に伴う利益、その他未処分利益剰余金変動額６億６，３０６万３，

９１６円を積み立て処分したものでございます。 

      建設改良積立金は、前年度に生じた純利益９１７万５，８９１円を積み立て処分したた

め、当年度末残高は５，３２６万８，８２５円となっております。 

      次に、未処分利益剰余金の表の一番下、当年度未処分利益剰余金１，１７２万３，０２

６円は、損益計算書で説明した内容と同一で、平成２８年度末時点の未処分の利益剰余金

の残高になります。 

      利益剰余金の合計では、当年度末純利益１，１７２万３，０２６円が増加し、当年度末
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残高は７億４，４５２万２，７６７円となっております。 

      表の一番右側、資本合計の当年度末残高では４，１７２万３，０２６円増の１７億２，

０４７万４，９４９円となっております。 

      続いて、下の表、剰余金処分計算書（案）を説明させていただきます。 

      先ほどの当年度未処分利益剰余金１，１７２万３，０２６円を建設改良積立金に積み立

て処分をし、建設改良積立金の処理後残高を６，４９９万１，８５１円に、未処分利益剰

余金の処理後残高をゼロにしたいとするものでございます。 

      以上が利益の処分についての説明となります。よろしくお願いします。 

      引き続き、平成２８年度吉岡町上水道事業決算について説明いたします。 

      ３４０ページ、３４１ページをお願いします。 

      １、収益的収入と支出について説明をいたします。 

      この項目は、企業経営活動に伴い発生する収入と支出について記載をしたものでありま

す。 

      収入ですが、左より「区分」「決算額」、決算書にはございませんが、参考に前年比、

増減額等を報告いたします。 

      第１款水道事業収益、決算額４億２，４００万３，９２３円、前年比１００．１８％、

７６万９，６２３円の増。内訳です。第１項営業収益３億８，６４２万６，５７１円、前

年比１００．４７％、１７９万７，３１８円の増。これにつきましては、水道使用料や新

規加入負担金、手数料などの収益となっております。第２項営業外収益３，７５７万７，

３５２円、前年比９７．３４％、１０２万７，６９５円の減。これは、下水道室からの検

針負担金や東京電力賠償金等のほか、平成２６年度からは長期前受金戻入が計上されてお

ります。第３項特別利益、決算額ゼロ。 

      支出の部です。第１款水道事業費用４億４４３万１，６７３円、前年比９９．２１％、

３２３万８，７５５円の減。内訳、第１項営業費用３億６，７００万１，４５７円、前年

比１００．０９％、３３万８，３４５円の増。これにつきましては、減価償却費なども含

まれております。第２項営業外費用３，７４３万２１６円、前年比９１．２８％、３５７

万７，１００円の減。これは、企業債利子償還金と消費税となっております。第３項特別

損失、決算額ゼロ。第４項予備費、決算額ゼロ。 

      次に、３４２ページ、３４３ページをお願いします。 

      ２、資本的収入及び支出です。この項目は、水道事業の活動を円滑かつ安定・継続的に

進めるために行った施設の整備拡充などに関する収支報告となっております。左より「区

分」「決算額」、参考に前年比、増減額を報告いたします。 

      収入。 
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      第１款資本的収入６，８２４万５，０００円、前年比１３２．２８％、１，６６５万５，

６００円の増。内訳です。第１項出資金３，０００万円。町からの出資金で、老朽化した

施設の更新など、経営基盤を強化する目的で一般会計から繰り入れをしていただいたもの

です。第２項工事費３００万円、一般会計からの消火栓設置負担金となっております。第

３項補助金３，５２４万５，０００円、防衛省所管の国庫補助金で老朽管更新事業の平成

２８年度分の補助金となります。なお、補助割合は１０分の５、補助事業対象工事は、本

管布設が対象となり、給水管などの附帯工事は補助対象外となっております。 

      続いて、支出です。 

      第１款資本的支出２億２，３１７万４，２３４円、前年比１１９．６３％、３，６６２

万１，５８２円の増。内訳は、第１項建設改良費１億４，７８１万７２円、前年比１３１．

１３％、３，５０８万２７６円の増。第２項企業債返還金７，５３６万４，１６２円、前

年比１０２．０８％、１５３万４，３０６円の増。返済計画に基づく企業債の償還となっ

ております。 

      表の一番下に記載がありますが、資本的収入、決算額６，８２４万５，０００円から資

本的支出の決算額２億２，３１７万４，２３４円を差し引いた１億５，４９２万９，２３

４円が不足となり、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額７３８万４，９３２

円と過年度分損益勘定留保資金１億４，７５４万４，３０２円で補塡をしております。 

      次に、３４８ページ、３４９ページをお願いします。 

      平成２８年度吉岡町水道事業貸借対照表について説明をいたします。 

      貸借対照表は、吉岡町水道事業の財政状況を明らかにするために、決算時において「保

有する全ての資産・負債及び資本」を表示し、投入された資本がどのような機能を発揮し、

運用されているものかを示すものです。 

      表は、「資産の部」「負債の部」「資本の部」に分かれております。 

      ３４８ページ、「資産の部」について説明をいたします。 

      １、固定資産（１）有形固定資産。イの土地からチの建設仮勘定までの８項目、有形固

定資産合計が３６億５，５９０万５，３５９円、前年比９９．８０％、７４３万２，２８

０円の減となりました。 

      ２、流動資産。流動資産とは、現金及び比較的短期間のうちに回収される債権や売却に

よって現金にかえることができる資産となっております。 

      （１）現金預金３億３，８２７万７，４５４円。 

      （２）未収金１億１９２万５，３３７円。なお、この中には平成２９年度の不納欠損に

備え、貸倒引当金１３２万２，５６６円を計上しております。 

      （３）貯蔵品１６０万７，６１０円。 
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      （１）から（３）の流動資産の合計は、４億４，１８１万４０１円、対前年比９９．３

５％、２７８万２１９円の減となっております。 

      資産合計は、１の固定資産３６億５，５９０万５，３５９円と２の流動資産４億４，１

８１万４０１円を足した合計４０億９，７７１万５，７６０円、前年比９９．７５％、１，

０３２万４９９円の減となっております。 

      ３４９ページ、負債の部を説明いたします。 

      ３、固定負債１１億４，２７４万７，４６６円、前年比９３．６５％、７，７４８万１，

１４１円の減です。平成３０年度以降に償還期限が到来する企業債元金償還金残高となっ

ております。 

      ４、流動負債、これは、短期間のうちに支払いが予定されている負債となります。 

      （１）企業債７，７４８万１，１４１円。平成２９年度中に償還期限が到来する企業債

元金残高となっております。 

      （２）未払金５，８１１万６，４５７円。 

      （３）前受金６，２４３万６，３２３円。 

      （４）預り金１，２２２万７，３４６円。これは、下水道使用料と釣銭などの預かり金

になっております。 

      （５）引当金、イ）の賞与引当金３０８万４，７２７円、ロ）の法定福利費引当金５７

万９，０９０円の引当金合計３６６万３，８１７円を平成２９年度６月賞与とこれにかか

わる共済組合負担金の支出に備え計上しておるものです。 

      流動負債の合計は、２億１，３９２万５，０８０円で、前年比１１２．７４％、２，４

１８万８９８円の増となっております。 

      ５、繰延収益。これは、平成２６年度の制度改正により設けられた負債勘定であります。 

      （１）長期前受金は、１８億５，３８６万７，８６４円で、このうち平成２８年度末時

点での収益化済額が（２）長期前受金収益化累計額８億３，３２９万９，６０３円になり

ます。したがいまして、平成２８年度末時点の収益化未済額の残高は、繰延収益差し引き

合計１０億２，０５６万８，２６１円、前年比１００．１３％、１２７万４，７１８円の

増となっております。 

      負債の合計は、３の固定負債１１億４，２７４万７，４６６円、４の流動負債２億１，

３９２万５，０８０円、５の繰延収益１０億２，０５６万８，２６１円、合計２３億７，

７２４万８１１円、前年比９７．８６％、７，５３６万４，１６２円の減となりました。 

      続いて、資本の部について説明をいたします。 

      ６、資本金９億７，５９５万２，１８２円、前年比１０３．１７％、３，０００万円の

増。自己資本金のみとなりますが、増額分については、町の出資金となっております。 
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      ７、剰余金。 

      （１）利益剰余金。企業がこれまでに生み出した利益の積立額ということです。 

      イ、減債積立金１，６４６万７，０００円。ロ、利益積立金６億６，３０６万３，９１

６円、前年度その他未処分利益剰余金変動額分を積み立て処分したものです。ハ、建設改

良積立金５，３２６万８，８２５円、前年度の純利益分９１７万５，８９１円を積み立て

処分しております。ニ、当年度末処分利益剰余金１，１７２万３，０２６円、先ほど損益

計算書で確認していただいたものです。 

      イからニの４つの剰余金合計が７億４，４５２万２，７６７円が利益剰余金となり、対

前年比１０１．６０％、１，１７２万３，０２６円の増となっております。 

      資本合計は、６の資本金９億７，５９５万２，１８２円と７の剰余金・利益剰余金合計

７億４，４５２万２，７６７円を足した１７億２，０４７万４，９４９円、前年比１０２．

４９％、４，１７２万３，０２６円の増となっております。 

      負債資本合計は、負債合計２３億７，７２４万８１１円に資本合計１７億２，０４７万

４，９４９円を足した４０億９，７７１万５，７６０円となり、左側、３４８ページの資

産合計と同額となっております。 

      決算書類の説明は以上になりますが、最後に、決算書付属書類のキャッシュ・フロー計

算書について説明をさせていただきます。 

      ３５５ページをごらんください。 

      キャッシュ・フロー計算書ですが、事業活動により、平成２８年度においてどれだけ資

金が増減したかを示す計算書になっております。 

      １の業務活動によるキャッシュ・フローですが、損益計算書の当年度純利益から始まり、

減価償却費などの資金収支を伴わないものを控除して算出する間接法を用いて計算してお

ります。 

      業務活動により、１億２，７０５万４，２１９円の資金がふえた結果となっております。 

      ２の投資活動では１億９２４万２，９６４円の資金が減った結果となっております。 

      ３の財務活動では、４，５３６万４，１６２円の資金が減った結果となっております。 

      平成２８年度における業務・投資・財務活動によるキャッシュ・フローの差し引き合計

では２，７５５万２，９０７円の資金が減少しております。 

      その結果、平成２８年度期首時点の資金残高、これは平成２７年度末時点の資金残高と

同一のものになりますが、期首時点が３億６，５８３万３６１円ですので、それから２，

７５５万２，９０７円資金が減少し、平成２８７年度末・期末時点では３億３，８２７万

７，４５４円の資金残高となっております。 

      以上が認定９号の補足説明であります。よろしくお願いいたします。 
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議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      ここで、監査委員報告を求めます。 

      落合代表監査委員。 

              〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕 

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。 

      平成２８年度吉岡町水道事業会計決算につきまして、平成２９年８月９日、監査委員柴

﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、報告いたします。 

      地方公営企業法第３０条第２項の規定により、審査に付された水道事業会計の決算報告

書について、予算額及び収益的収支、資本的収支並びに日計伝票、歳入歳出伝票、振替伝

票により出納書類を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数的には

正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料をご

らんください。 

      以上です。 

議  長（馬場周二君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありますありか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております認定第９号は、産業建設常任委員会に付託いたします。 

      本日の日程のうち、以上をもって平成２８年度決算認定に関する議題が終了いたしまし

た。 

      落合代表監査委員には、監査報告大変ご苦労さまでした。 

      ここで休憩をとります。２時２５分から再開をいたします。よろしくお願いします。 

          午後２時０６分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午後２時２５分再開 

議  長（馬場周二君） それでは、会議を再開します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１７ 議案第３５号 平成２９年度吉岡町一般会計補正予算（第２号） 

議  長（馬場周二君） 日程第１７、議案第３５号 平成２９年度吉岡町一般会計補正予算（第２

号）を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 
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町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      議案第３５号 平成２９年度吉岡町一般会計補正予算（第２号）について提案理由の説

明を申し上げます。 

      本補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６億６，１１６万９，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７７億５，６３５万円とするものでありま

す。 

      今回の補正の主な増減内容を申し上げますと、まず、歳入では１０款地方交付税におい

て６，８４４万７，０００円の増、１８款繰入金においては５億６８２万４，０００円の

増、２０款諸収入においては５，４２４万９，０００円の増、２１款町債においては１，

４４０万円の増となっております。 

      次に、歳出の主な内容ですが、２款総務費において５，３２１万７，０００円の増、３

款民生費においては４，４７１万１，０００円の増、６款農林水産費においては１，３５

５万５，０００円の増、７款商工費においては１，１０３万２，０００円の増、８款土木

費においては１億３，３７８万５，０００円の増、１２款公債費においては４億１，１４

７万８，０００円の増となります。 

      なお、今回の補正により財政調整基金からの繰り入れは８億５，００３万８，０００円

となり、財政調整基金の残高見込み額は、予算ベースで１７億８，２３２万８，０００円

となっております。 

      詳細につきましては財務課長に説明させますので、ご審議の上、可決いただきますよう

お願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 小林財務課長。 

              〔財務課長 小林康弘君発言〕 

財務課長（小林康弘君） それでは、議案第３５号 平成２９年度吉岡町一般会計補正予算（第２

号）をごらんください。 

      第１条第１項の歳入歳出予算の補正額につきましては、ただいま町長が提案理由の中で

申し上げたとおりとなります。 

      第２項歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表・歳入歳出予算補正」によるということで、これにつきまして

は、２ページから６ページまでに記載されており、説明については、補正の款項の区分等

を含めて事項別明細書で説明をさせていただきます。 

      次に、第２条 地方債の変更は、第２表・地方債補正によるとなっておりまして、これ

につきましては、７ページをごらんいただきたいと思います。 

      まず、臨時財政対策債ですが、これは臨時財政対策債の発行可能額の確定によるもので、
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補正前の限度額２億７，５００万円に７２０万円を追加し、２億８，２２０万円とするも

のです。 

      次に、緊急防災・減災事業債（南下城山防災公園整備事業）についてですが、これは起

債対象事業費の増額によるもので、補正前の限度額６，９００万円に７２０万円を追加し、

７，６２０万円とするものとなります。 

      次に、１１ページをごらんください。 

      ここからは、主な補正内容について、事項別明細書により説明をさせていただきます。 

      まず、１０款１項１目地方交付税１節普通交付税は、普通交付税の算定により額が確定

したことによるもので、６，８４４万７，０００円の増となります。 

      次に、１４款国庫支出金２項国庫補助金１目１節総務費国庫補助金で、電算業務に関す

る社会保障・税番号制度国庫補助金３０２万３，０００円の増となります。 

      次に、１２ページをごらんください。 

      １５款県支出金１項県負担金３目農林水産業費県負担金１節農業委員会県負担金で、農

地利用最適化交付金３８８万２，０００円の増となります。これは、農業委員等報酬の成

果実績払い分の皆増によるものとなります。 

      次に、１３ページをごらんください。 

      １８款繰入金２項基金繰入金１目１節財政調整基金繰入金は、９，０３０万４，０００

円の増です。これにより、補正後の財政調整基金からの繰り入れは８億５，００３万８，

０００円となり、財政調整基金残高見込み額は、先ほど町長の説明にもありましたとおり、

予算額ベースで１７億８，２３２万８，０００円となります。 

      同じく、２項基金繰入金５目１節減債基金繰入金は、４億１，６５２万円の増額です。

減債基金は、町債の繰り上げ償還の財源に充てることが可能であることから、今回平成２

１年度、２２年度の臨時財政対策債の繰り上げ償還に充当するために繰り入れるものです。 

      次に、１９款１項１目１節の繰入金ですが、平成２８年度決算剰余金の確定により、６

５５万７，０００円の増となります。 

      次に、１４ページをごらんください。 

      ２０款諸収入５項３目１節の雑入では、駒寄スマートインターチェンジ大型化事業に係

る前橋市負担金５，３８２万円の増となります。 

      ２１款町債につきましては、先ほど説明させていただきましたので、省略させていただ

きます。 

      次に、歳出の主な補正内容について説明をさせていただきます。なお、給料、職員手当

等、共済組合負担金、退職手当組合負担金は、全款を通して人事異動等による増減となっ

ておりますので、個別の説明は略させていただきます。 
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      それでは、１６ページ下段をごらんください。 

      ２款総務費１項総務管理費５目財産管理費１５節工事請負費ですが、主な内容としては、

役場西駐車場整備工事１，９４４万円の増となります。これは、主要事業にも取り上げて

ありますが、役場周辺の駐車場不足解消のための事業となっております。 

      次に、１７ページをごらんください。 

      ２款総務費１項総務管理費１２目電子計算費１３節委託料で７７０万８，０００円の増

となります。内容については、社会保障・税番号制度対応関係システム改修委託料が３７

７万６，０００円の増、インターネット系資産管理ソフト導入費として３９３万２，００

０円の増となります。 

      同じく、１項総務管理費１４目温泉事業費１５節工事請負費では、７０５万８，０００

円の増となっておりまして、これは老朽化したリバートピア吉岡の源泉ポンプ用制御盤改

修のためのものとなります。 

      次に、２１ページ中段をごらんください。 

      ３款民生費１項社会福祉費６目障害者福祉費１９節負担金、補助及び交付金で、障害児

通所支援で１，８７２万円の追加です。 

      次に、２２ページ中段をごらんください。 

      ３款民生費１項社会福祉費６目障害者福祉費２３節償還金、利子及び割引料で、返納金

２，２７１万９，０００円の増となります。主な内容については、障害者自立支援給付費

医療費国県負担金返還金として７３４万６，０００円の増、障害児支援費国県負担金返還

金として１，５３７万３，０００円の増となっています。 

      次に、２２ページをごらんください。 

      ３款民生費２項児童福祉費３目児童保育費２３節償還金、利子及び割引料で１，０４５

万８，０００円の増となり、主なものとしては、子供のための教育・保育費国県負担金返

還金の皆増による返還金８９１万６，０００円となっています。 

      次に、２６ページ上段をごらんください。 

      ７款１項商工費２目観光費１９節負担金補助及び交付金で７００万円の増となります。

これは、平成３０年に吉岡町が開催される花と緑のぐんまづくり事業のための協議会負担

金となります。 

      同じく、１項商工費３目商工業振興費１３節委託料では企業誘致調査研究委託として４

００万円の増となっています。 

      次に、２７ページ中段をごらんください。 

      ８款土木費２項道路橋梁費２目道路維持費１５節工事請負費で、道路維持補修工事（単

独）２，４５０万円の増、同じく２項道路橋梁費３目道路新設改良費２２節補償補塡及び
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賠償金６２２万円の増となっており、主な内容としましては、電柱移転補償費６００万円

となります。 

      次に、２８ページの上段をごらんください。 

      ８款土木費２項道路橋梁費５目橋梁維持費１３節委託料で、橋梁長寿命化修繕詳細設計

業務２，０００万円の減、同じく、５目橋梁維持費１５節工事請負費で橋梁維持補修工事

（補助）が２，０００万円の増となっております。 

      次に、２９ページ上段をごらんください。 

      ８款土木費４項都市計画費１目都市計画総務費１３節委託料が６００万円の増となりま

す。内容としては、水路施設管理整備基本計画基礎調査業務が３００万円の増、開発等に

伴う将来交通シミュレーション業務が３００万円の増となっています。 

      同じく、４項都市計画費２目都市施設費１３節委託料で１，１９０万円の増となります。

主な内容としては、南下城山防災公園に関する設計積算・施工管理業務委託及び雨水計画

策定業務で８４０万円の増、駒寄スマートインターチェンジ大型車対応化事業として３５

０万円の増となっています。 

      同じく、２目都市施設費１５節工事請負費で駒寄スマートインターチェンジ大型車対応

化事業として３，５２６万円の増、同じく２目都市施設費２２節補償、補塡及び賠償金で、

駒寄スマートインターチェンジ大型車対応化事業に係る補償費として３，３００万円の増

となります。 

      次に、３０ページ上段をごらんください。 

      ８款土木費５項住宅費２目住宅対策費１３節委託料では空き家等対策計画策定業務で５

５０万円の増となっています。 

      次に、３３ページ中段をごらんください。 

      １０款教育費４項社会教育費４目文化センター費１５節工事請負費１６２万円の増です

が、その内容につきましては、維持補修工事８１０万円の減と、文化センターエントラン

スホール東側自動ドア設置工事として９７２万円の増となっております。なお、この自動

ドア設置工事については、主要事業にも記載されているとおり、文化センターと東側にあ

るふれあい公園をつなぐ玄関として設置し、関連施設の一体的な利用を図ることを目的と

するものです。 

      次に、３６ページをごらんください。 

      １２款１項公債費１目元金２３節償還金、利子及び割引料で４億１，７４０万６，００

０円の増となります。歳入の説明時にも触れましたが、これは減債基金を活用し、繰り上

げ償還を行うものであり、具体的には平成２１年度・２２年度の臨時財政対策債について

借り入れ先のＪＡ北群渋川へ１億６，０４２万円、しののめ信用金庫へ２億５，６１０万
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円それぞれ繰り上げ償還をするものとなっております。 

      同じく、１項公債費２目利子２３節償還金、利子及び割引料ですが、こちらは５９３万

３，０００円の減となります。このうち２５５万６，０００円については、繰り上げ償還

を行うことによる今年度の下半期の利子の減少分となります。 

      続いて、３７ページから３９ページについては、給与費の明細書です。 

      ４０ページは、地方債の平成２７年度末及び平成２８年度末における現在高並びに平成

２９年度末における現在高の見込みに関する調書となります。今回の補正予算で臨時財政

対策債の繰り上げ償還を行うことにより、２８年度末には４９億２，３７２万７，０００

円だった地方債の現在高が平成２９年度中の増減によりまして５億９５８万７，０００円

のマイナスとなりまして、平成２９年度末には４４億１，４１４万円となる見込みとなっ

ております。 

      なお、参考資料としまして、本補正予算の説明資料となりますが、Ａ４判で２１ページ

の別冊を添付させていただきました。 

      以上、町長の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありますか。 

      小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） まず、第１点目でありますけれども、２６ページになりますけれども、商

工振興費というところで、企業誘致研究委託と、４００万円となっておりますけれども、

これは町がどの辺を想定していましての工業誘致というものを考えているのか。まず、そ

の全体像がちょっと理解できないんですけれども、町の基本的な考え方、そして、場所等、

そしてまた、町が想定している部分についてお尋ねをします。 

      それから、もう１点でありますけれども、２９ページの土木費の３目の都市施設費の中

で２２節補償、補塡及び賠償金ということで、これは駒寄スマートインターのところなん

ですけれども、以前話がありました、１カ所地権者の同意が得られないでというところが

ありますけれども、そことはまた違うところなのか。ここは、どの部分を指しているのか、

できればそれがわかる図面でも示していただけたらというふうに思います。 

      それから、最後になりますけれども、３６ページでありますけれども、公債費の中で２

３節の中で、今借り入れを起こしてありますＪＡであるとかしののめ信用金庫に一括返済

するということなんですけれども、このことによって元利合計で、つまり浮く金額という

のはどのくらいかについてお尋ねをします。 

議  長（馬場周二君） 髙田産業建設課長。 
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              〔産業建設課長 髙田栄二君発言〕 

産業建設課長（髙田栄二君） それでは、企業誘致の関係からお答えいたします。 

      企業誘致につきましては、吉岡町都市計画マスタープラン上で駒寄スマートインターチ

ェンジの東側については商業施設、西側については工業施設の誘致地というところで色分

けをさせていただいたところでございます。 

      そちらにつきまして、西側の一団の土地につきまして、埋蔵物の調査でありますとか、

あるいは土地の状況の調査をいたしまして、具体的に検討するための基礎資料を作成する

ための予算となってございます。 

      あともう１点の補償費の関係につきましては、駒寄スマートインターチェンジの東側の

町道について、今年度町の単独事業で先行して用地の工事のほうに着手するということで、

当初予算のほうでお願いしておったところなんですけれども、そちらの管路の補償費とい

うことでありまして、群馬用水と渋川の工業用水のほうが通っている部分を急遽先にやる

ということで予算の補正のほうを計上させていだたいておるところでございまして、用地

のほうの取得が難航している部分とは直接関係のない部分でございます。以上です。 

議  長（馬場周二君） 小林財務課長。 

              〔財務課長 小林康弘君発言〕 

財務課長（小林康弘君） 繰り上げ償還による削減効果ということなんですが、この今回の繰り上げ

償還によりまして将来的に吉岡町が支払うことになっていたものがどのくらいか、その金

額につきましては、２，２２５万円程度という形になります。以上です。 

議  長（馬場周二君） ほかにございませんか。 

      五十嵐議員。 

              〔４番 五十嵐善一君発言〕 

４ 番（五十嵐善一君） まず、１つ目が２１ページの１款民生費１項社会福祉費１３節委託料の中

で午前中岩﨑議員のほうからも例の地域福祉交流拠点整備の関係で条例制定に関してちょ

っと質問があったんですけれども、このところで、工事変更設計委託料２２万７，０００

円が計上されております。この変更設計の内容はどのようなことなのか。 

      それから、この設計変更に伴って、今度工事請負費というのも当然変更になるのかどう

か。全体の予算ですると２，９００万円ぐらいがあるわけですけれども、その辺が実際ど

のようになっていくのかということをお知らせください。 

      それから、２つ目が２４ページの６款農林水産業費１項農業費３目農業振興費の中で、

１３節委託料、天神東公園の樹木伐根委託料、これはあそこの天神東公園のところを樹木

を抜いて、どのような計画をされているのかお知らせください。 

      それから、最後になるんですけれども、３０ページの６款土木費５項住宅費２目住宅対
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策費１３節委託料で空き家等対策計画策定業務、これはことしの当初予算で計上されてい

るんですけれども、半年ぐらいたったところで約１．７倍の補正額が上がってきているん

ですが、この上がった理由というのをお知らせください。以上です。 

議  長（馬場周二君） 福田健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 福田文男君発言〕 

健康福祉課長（福田文男君） まず、地域福祉拠点事業の関係でありますけれども、設計の変更の補

正でございますが、これにつきましては、既存建物の当初設計を行っておりましたが、工

事をしている最中に床等の下、基礎部分になりますけれども、基礎部分においてのものに

つきまして、基礎コンクリートあるいは柱等につきまして大分傷んでおりました。柱にお

いては、シロアリ等が入っている状況が確認され、また、コンクリート基礎につきまして

は、大分補強が必要だというような状況でありましたので、それに伴う設計の変更のほう

をお願いすることでございます。 

      それによりまして、建物のほうの工事のほうも見直しのほうもこれから入ってくるわけ

ですけれども、それに伴う費用につきましては、予算範囲内でおさまるという予想でおり

ますので、今後この補正を可決していただいた中で契約変更をした中で事業を進めていき

たいというふうに思っております。以上です。 

議  長（馬場周二君） 髙田産業建設課長。 

              〔産業建設課長 髙田栄二君発言〕 

産業建設課長（髙田栄二君） まず、６款のほうのお話からですけれども、天神東公園につきまして

は、整備当時と変わりまして、大分木が大木になってきて、若干見通しが悪くなってきて

おります。また、木陰を、そういう日照を遮ることによってホタルの会議の皆さんがその

ホタルを育成したりとかというところもあるんですけれども、そことの調和を見た中で、

大きな木を少し伐採いたしまして、少し風通しをよくするかなというところでの要望でご

ざいます。 

      それと、空き家対策については、この７月ぐらいに新聞報道等が出てきたところでもご

ざいますが、吉岡町といたしましても７月１４日に空き家等対策協議会ということで、町

の空き家対策についての基本的なところの会合を持ったところでございます。 

      新聞報道の内容によりますと、来年度から空き家の発生に対しまして町村がより積極的

な仲介機能を持つことの機能を要求されたりですとか、そういうことが国において検討さ

れているというところになりますと、当初予算でご要望させていただいた中では水道の給

排水の状況から踏まえて、どの程度の空き家があるかということを把握しながら、今後の

計画策定の基礎資料をつくるというところでの目標を達成することが難しくなりまして、

また、空き家対策等、非常に重要な問題といたしまして、権利関係がございます。確かに
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居住されている方がいらっしゃらないんですけれども、所有権との調整を図った中で、行

政のほうで指導、もしくは、指導の段階ではいいんですけれども、行政的に除却するとか、

そういう指導になりますと、より専門的な法律的な検証が必要になるということになりま

すと、例えば専門的な先生にご依頼するとか、そういった部分が出てくることによりまし

て、ちょっと大きな金額に見積額としては膨らんだというところでございます。以上です。 

議  長（馬場周二君） ほかにございませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） ないようでございますので、質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第３５号は、総務常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１８ 議案第３６号 平成２９年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１ 

             号） 

議  長（馬場周二君） 日程第１８、議案第３６号 平成２９年度吉岡町学校給食事業特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      議案第３６号 平成２９年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１号）の提案理

由を申し上げます。 

      この補正につきましては、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３万１，０００円を

減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億１，７０３万７，０００円とするも

のであります。 

      補正の内容につきましては、平成２８年度決算の確定による繰越金の減額によるもので

ございます。 

      詳細につきましては、教育委員会事務局長に説明させますので、ご審議の上、可決いた

だきますようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 飯嶋教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 飯嶋由紀夫君発言〕 

教育委員会事務局長（飯嶋由紀夫君） それでは、補足説明をいたします。 

      この補正の内容といたしましては、先ほど町長が申し上げましたとおり、平成２８年度

の決算が確定いたしまして、実質収支額が２６万９，０００円となりました。これを平成

２９年度の繰越金として歳入額を補正するものです。 
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      補正予算書の２ページの「第１表」歳入をごらんください。 

      第３款の繰越金の既決予算ですが、３０万円を見込んでおりましたが、決算額の確定に

伴いまして繰越金が２６万９，０００円になったことから、３万１，０００円の減額をい

たしまして、２６万９，０００円に補正をお願いするものでございます。 

      歳出につきましても、歳入と同額の補正をお願いし、こちらは７ページになりますが、

７ページの１目学校給食費１６節原材料費の給食用食材料費を３万１，０００円減額させ

ていただくものです。 

      以上、町長の補足説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第３６号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１９ 議案第３７号 平成２９年度吉岡町公共下水道事業特別会計補正予算（第 

             １号） 

議  長（馬場周二君） 日程第１９、議案第３７号 平成２９年度吉岡町公共下水道事業特別会計

補正予算（第１号）を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      議案第３７号 平成２９年度吉岡町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）につい

て提案理由を申し上げます。 

      歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２２０万４，０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ４億５５７万５，０００円としたいものであります。 

      詳細につきましては、上下水道課長に説明させますので、ご審議の上、可決いただきま

すようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 笹沢上下水道課長。 

              〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕 

上下水道課長（笹沢邦男君） 補足説明を申し上げます。 

      全体で１２ページありますが、２ページの第「第１表・歳入歳出予算補正」につきまし

ては、事項別明細書にて説明をし、その後、４ページ、「第２表・地方債補正」の説明を



 - 64 -

させていただきます。 

      最初に、議案書７ページをごらんください。 

      歳入より説明いたします。 

      歳入第３款国庫支出金第１項国庫補助金第１目下水道費国庫補助金、社会資本整備費総

合交付金３１０万円の追加。公共下水道事業の管渠工事及び実施設計業務委託費の見直し

に伴う交付金３１０万円の追加となります。 

      第４款県支出金第１項県補助金第１目下水道費県補助金、県費補助の管渠工事に伴う補

助１０万円の減額となります。 

      第５款繰入金１１９万６，０００円の減額。歳入歳出の相殺による減額となります。 

      第８款町債４０万円の追加。事業費の増額に伴い追加をお願いするものです。 

      続いて、歳出について説明いたします。８ページをお願いします。 

      歳出、第１款下水道費第１項下水道費第１目総務管理費２２５万６，０００円の減額。

２節の給料から４節共済費及び１９節負担金にかかわるものです。内容については、全額

４月の人事異動に伴う給与等の減額補正となっております。第２目管渠管理費１０９万５，

０００円の追加です。内訳ですが、１３節委託料の追加、１５節工事請負費では１０６万

円の追加。内容につきましては、公共下水道の管渠マンホール補修工事を予定しておりま

す。第３目建設費３５１万９，０００円の追加です。内訳ですが、４節共済費１万９，０

００円の追加、共済組合負担金変更による補正となります。１５節工事請負費３５０万円

の追加。内容は、管渠築造及び公共汚水桝設置工事２カ所です。ともに公共下水道の供用

開始未整備区域内でありますが、この地区への接続希望に伴う工事ということでございま

す。 

      ９ページをごらんください。 

      第２款公債費第１項公債費第２目利子１６万４，０００円の減額。利子の確定による補

正となります。 

      歳出については以上です。 

      戻りまして、４ページをごらんください。 

      地方債の変更ですが、「第２表・地方債補正」で起債の目的、公共下水道事業におきま

して事業費見込額の増額に伴い、起債の限度額、５，１１０万円を５，１５０万円に変更

をしたいものです。 

      以上、補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 
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議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第３７号は、産業建設常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２０ 議案第３８号 平成２９年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算 

             （第２号） 

議  長（馬場周二君） 日程第２０、議案第３８号 平成２９年度吉岡町国民健康保険事業特別会

計補正予算（第２号）を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      議案第３８号 平成２９年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）につ

いて提案理由を申し上げます。 

      歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，０９２万４，０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ２３億８，２０８万９，０００円とするものであります。 

      補正内容につきましては、平成２８年度決算による繰越金の増額などが主なものでござ

います。 

      なお、詳細につきましては健康福祉課長をして説明させますので、審議の上、可決いた

だきますようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 福田健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 福田文男君発言〕 

健康福祉課長（福田文男君） それでは、補正予算の主な説明をさせていただきます。 

      歳入歳出予算事項別明細書で説明をさせていただきます。８ページをごらんください。 

      歳入の部、第５款の療養給付費等交付金は、支払い基金より平成２９年度決定通知額に

合わせた額としたいもので、３，５３１万２，０００円を減額する補正でございます。 

      第６款の前期高齢者交付金は、支払い基金より平成２９年度通知額に合わせた額とする

もので、３，０８２万７，０００円を増額補正するものでございます。 

      次に、第１１款の繰越金は、第１項第１目の療養給付費交付金繰越金と第１項第２目の

その他繰越金は、平成２８年度決算が確定し、全体で１，５４０万９，０００円を繰越金

として増額補正するものでございます。 

      ９ページをお願いいたします。歳出の部に移ります。 

      第１款第１項第１目の一般管理費は、備品購入費が主なものでございます。国保情報集

約システム連携のためのものでございまして、１５７万７，０００円の増額補正をするも
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のでございます。 

      第２款の保険給付費は、第１項第１目の一般被保険者療養諸費の１，１１３万４，００

０円の増額補正で、その他療養給付費、第２項の高額療養費を含めて、全体で１，４３６

万４，０００円を増額補正をいたしまして、保険給付費の総額予算を１４億１，４０３万

５，０００円とするものでございます。 

      次に、１０ページをお願いいたします。 

      第３款の後期高齢者支援金は、支払い基金の通知額に合わせた額とするもので、１，０

８５万円を減額補正するものでございます。 

      第１１款諸支出金は、国庫金等の前年度の精算により償還するものでございまして、全

体で５８２万４，０００円を増額補正し、返還するものでございます。 

      以上です。よろしくお願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第３８号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２１ 議案第３９号 平成２９年度吉岡町農業集落排水事業特別会計補正予算 

             （第１号） 

議  長（馬場周二君） 日程第２１、議案第３９号 平成２９年度吉岡町農業集落排水事業特別会

計補正予算（第１号）を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      議案第３９号 平成２９年度吉岡町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて提案理由を申し上げます。 

      歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４０１万５，０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１億６，８７１万３，０００円としたいものであります。 

      詳細につきましては、上下水道課長に説明させますので、ご審議の上、可決いただきま

すようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 笹沢上下水道課長。 

              〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕 
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上下水道課長（笹沢邦男君） 補足説明をいたします。議案書７ページをごらんください。 

      歳出、第１款農業集落排水事業費第１項農業集落排水事業費第１目総務管理費１０１万

５，０００円の追加です。歳出の内訳、２節から１９節までの大半が４月の人事異動に伴

う人件費、給与費等の補正となっております。２節給料２３３万５，０００円の増、３節

職員手当等６２万５，０００円の増、４節共済費６９万円の増、１９節負担金退職手当負

担金２万２，０００円の減、また、１９節の負担金、補助及び交付金でありますが、渋川

広域ごみ運営費負担金３８万７，０００円の増は、汚泥処理量の確定に伴う補正となって

おります。 

      したがいまして、歳入歳出それぞれ４０１万５，０００円を追加し、歳入歳出それぞれ

１億６，８７１万３，０００となる補正をお願いするものです。 

      以上、補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第３９号は、産業建設常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２２ 議案第４０号 平成２９年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第２ 

             号） 

議  長（馬場周二君） 日程第２２、議案第４０号 平成２９年度吉岡町介護保険事業特別会計補

正予算（第２号）を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      議案第４０号 平成２９年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について

提案理由を申し上げます。 

      歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，３８２万２，０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ１４億８，０６０万円とするものであります。 

      補正の内容につきましては、平成２８年度決算による繰越金の増額によるものなどが主

なものでございます。 

      なお、詳細につきましては健康福祉課長より説明させますので、審議の上、可決いただ

きますようお願い申し上げます。 
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議  長（馬場周二君） 福田健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 福田文男君発言〕 

健康福祉課長（福田文男君） それでは、補正予算の主な説明をさせていただきます。 

      歳入歳出予算事項別明細書で説明させていただきます。８ページをお願いいたします。 

      初めに、歳入の第７款の繰越金の補正額は、２，５８０万６，０００円であります。こ

れは、平成２７年度介護報酬の見直しもあり、平成２７年度と同様に平成２８年度も介護

給付費が低調であったためのものでございます。 

      第６款の介護給付費準備基金繰入金の減額は、第７款の繰越金が多額であったため、当

初予算額の１，２００万円全額を減額するものでございます。 

      次に、９ページをお願いいたします。 

      歳出に移ります。 

      第５款第１項第１目の第１号被保険者保険料還付金は、前年度中に死亡または転出等に

より保険料を還付するものでございます。２０万９，０００円の増額補正でございます。 

      第２目の償還金は、前年度の国庫支出金の超過分としての返還金で１，１３９万３，０

００円の増額補正でございます。 

      第４款地域支援事業費の第１項第３目の１万１，０００円の増額補正は、在宅医療・介

護連携関連の職員の研修費でございます。 

      第２項第３目の高額介護予防サービス相当サービス費を２万円増額補正するものであり

ます。 

      次に、７ページをお願いいたします。 

      歳入にまた移ります。 

      第２款の国庫支出金第１項第１目の４，０００円及び第２目の４，０００円、第４款の

県支出金の第２項第２目の２，０００円及び第３目の２，０００円、第６款の繰入金の第

１項第３目の２，０００円の増額は、歳出の第４款第２項第３目の高額介護予防サービス

相当サービス費の２万円の増額補正分をそれぞれ負担割合ごとに増額した補正でございま

す。 

      最後に、１０ページをお願いいたします。 

      歳出の第７款基金積立金として２１８万９，０００円を基金に積み立てるものでござい

ます。 

      以上、よろしくお願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 



 - 69 -

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第４０号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２３ 議案第４１号 平成２９年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算 

             （第２号） 

議  長（馬場周二君） 日程第２３、議案第４１号 平成２９年度吉岡町後期高齢者医療事業特別

会計補正予算（第２号）を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      議案第４１号 平成２９年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）に

ついて提案理由を申し上げます。 

      歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３０４万５，０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１億７，３２７万１，０００円とするものであります。 

      補正の内容につきましては、平成２８年度決算による繰越金の増額が主なものでござい

ます。 

      なお、詳細につきましては健康福祉課長をして説明させますので、審議の上、可決いた

だきますようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 福田健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 福田文男君発言〕 

健康福祉課長（福田文男君） それでは、説明させていただきます。 

      補正予算書の２ページの第１表をお願いいたします。 

      歳入の第３款繰越金は、平成２８年度決算が確定し、３０４万５，０００円を繰越金と

して補正するものでございます。 

      ３ページの第１表をごらんください。 

      歳出の第２款後期高齢者医療広域連合納付金は、歳入の繰越金の補正額３０４万５，０

００円をそのまま増額補正するものでございます。 

      以上、よろしくお願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 



 - 70 -

      ただいま議題となっております議案第４１号は、文教厚生常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２４ 議案第４２号 平成２９年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号） 

議  長（馬場周二君） 日程第２４、議案第４２号 平成２９年度吉岡町水道事業会計補正予算

（第１号）を議題とします。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 申し上げます。 

      議案第４２号 平成２９年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号）について提案理由

を申し上げます。 

      収益的収入及び支出においては、支出で１９４万５，０００円の減額補正を、また、資

本的収入及び支出においては、支出で１万２，０００円の減額補正をお願いするものであ

ります。 

      詳細につきましては、上下水道課長に説明させますので、ご審議の上、可決いただきま

すようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 笹沢上下水道課長。 

              〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕 

上下水道課長（笹沢邦男君） 補足説明をいたします。 

      議案書２ページ、水道事業会計補正予算実施計画書をごらんください。 

      収益的収入及び支出ですが、支出、第１款水道事業費用第１項営業費用第１目配水及び

給水費１４６万円の減額。第２目総係費４８万５，０００円の減額。これにつきましては、

いずれも４月の人事異動に伴う人件費の減額であります。 

      収益的支出で合計１９４万５，０００円の減額補正をお願いするものです。 

      次に、資本的収入及び支出では、支出、第１款資本的支出第１項建設改良費第１目配水

設備工事費、人件費１万２，０００円の減額補正となります。 

      以上、補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      ただいま議題となっております議案第４２号は、産業建設常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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日程第２５ 同意第５号 吉岡町教育委員会委員の任命について 

議  長（馬場周二君） 日程第２５、同意第５号 吉岡町教育委員会委員の任命についてを議題と

します。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 提案理由の説明を申し上げます。 

      同意第５号 吉岡町教育委員会委員の任命について、提案説明を行います。 

      吉岡町教育委員会の委員１名が９月３０日をもって任期満了となるため、次の者を委員

に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、

議会の同意をお願いするものであります。 

      同意をお願いする委員は木暮伸晴氏でございます。同氏は昭和４７年７月２７日生まれ

の４５歳、住所は吉岡町大字大久保２１１８番地の２であります。 

      木暮伸晴氏は、前橋市生まれで、高崎市箕郷町で育ち、前橋育英高校を卒業され、その

後前橋医師会立看護学校に進学し、卒業後は日高会、日高病院に透析技師として勤務さ

れ、現在は医療法人富士たちばなクリニックで事務長としてご活躍をされております。 

      さらに、木暮氏は、人格が高潔であるとともに、３人の子供を持つ父親として教育にも

熱心で、教育及び文化に関して識見を有する方であり、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律第４条第５項の規定を満たしております。 

      何とぞ同意をいただきますようお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      お諮りします。 

      ただいま議題となっております同意第５号は、吉岡町議会会議規則第３７条第３項の規

定により、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      よって、そのとおりに決します。 

      これより討論を行います。 

      討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 
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議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより起立によって採決を行います。 

      同意第５号 吉岡町教育委員会委員の任命についてを原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（馬場周二君） 起立多数です。 

      よって、同意第５号は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２６ 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

議  長（馬場周二君） 日程第２６、諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦についてを議題とし

ます。 

      提案理由の説明を求めます。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 説明申し上げます。 

      諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦についての提案理由を申し上げます。 

      人権擁護委員の現行委員の退任に伴い、その補充の推薦を行うに当たり、あらかじめ議

会の意見を求めるものであります。 

      その候補者は、狩野清孝氏であります。住所及び生年月日については、諮問第２号に記

載されたとおりであります。 

      地域でも自治会役員等の地域活動で活躍されております。地域から信頼され、人格見識

高く、広く社会の実情に通じ、人権擁護についてのご理解のある方であります。 

      よろしくお願いをいたします。 

議  長（馬場周二君） 提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      お諮りします。 

      ただいま議題となっております諮問第２号は、吉岡町議会会議規則第３７条第３項の規

定により、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      よって、そのとおりに決します。 
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      これより討論を行います。 

      討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

      これより起立によって採決を行います。 

      諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦についてを原案のとおり答申することに賛成の

方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（馬場周二君） 起立多数です。 

      よって、諮問第２号は原案のとおり答申することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２７ 陳情第３号 「全国森林環境税の創設に関する意見書採択」に関する陳情 

議  長（馬場周二君） 日程第２７、陳情第３号 「全国森林環境税の創設に関する意見書採択」

に関する陳情を議題とします。 

      陳情第３号は、お手元に配付の陳情書のとおり、全国森林環境税創設促進議員連盟会長

板垣一徳氏からの陳情を受理したものです。 

      この陳情は、総務常任委員会に付託します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

散  会 

議  長（馬場周二君） 以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

      これにて散会します。 

      ご苦労さまでした。 

          午後３時２６分散会 
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    平成２９年第３回吉岡町議会定例会会議録第２号     

平成２９年９月８日（金曜日） 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議事日程 第２号 

   平成２９年９月８日（金曜日）午前９時３０分開議 

日程第 １ 一般質問（別紙一般質問表による） 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

議事日程に同じ 
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出席議員（１６人） 

  １番 富 岡 大 志 君    ２番 大 林 裕 子 君 

  ３番 金 谷 康 弘 君    ４番 五十嵐 善 一 君 

  ５番 柴 﨑 德一郎 君    ６番 竹 内 憲 明 君 

  ７番 髙 山 武 尚 君    ８番 村 越 哲 夫 君 

  ９番 坂 田 一 広 君   １０番 飯 島   衛 君 

 １１番 岩 﨑 信 幸 君   １２番 平 形   薫 君 

 １３番 山 畑 祐 男 君   １４番 小 池 春 雄 君 

 １５番 岸   祐 次 君   １６番 馬 場 周 二 君 

欠席議員 なし 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

町 長 石 関   昭 君  副 町 長 堤   壽 登 君 

教 育 長 大 沢   清 君  総 務 政 策 課 長 小 渕 莊 作 君 

財 務 課 長 小 林 康 弘 君  町 民 生 活 課 長 福 島 良 一 君 

健 康 福 祉 課 長 福 田 文 男 君  産 業 建 設 課 長 髙 田 栄 二 君 

会 計 課 長 大 澤 弘 幸 君  上 下 水 道 課 長 笹 沢 邦 男 君 

教育委員会事務局長 飯 嶋 由紀夫 君    

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

    事 務 局 長  中 島   繁     主      事  田 中 美 帆 
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開  議 

          午前９時３０分開議 

議  長（馬場周二君） 皆さん、おはようございます。大変ご苦労さまです。 

      本日の出席議員は１６名でございます。定足数に達しております。本日の会議を開きま

す。 

      議事日程（第２号）により会議を進めます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１ 一般質問 

議  長（馬場周二君） 日程第１、一般質問を行います。 

      ３番金谷康弘議員を指名します。金谷議員。 

              〔３番 金谷康弘君登壇〕 

３  番（金谷康弘君） 議長への通告に従い、一般質問を行います。 

      １番目の質問です。防災関連。利根川水系利根川洪水浸水想定区域図を鑑みた吉岡町に

ついて。 

      ７月２９日、上毛新聞、利根川洪水区域、見出し「県北２．１倍、県央１．４倍に」。

これは県が国の発表に伴い公表した最大規模の降雨が発生した際の洪水浸水想定区域です。

「１０年～１００年に一度程度」の規模を「千年に一度を超える」規模に引き上げて算出

した結果、想定区域は県北区域（みなかみ町～沼田市）で２．１倍、県央（渋川以南）で

１．４倍、吉岡は渋川以南ですので１．４倍に拡大したということになります。 

      そこで、早速ネットで調べました。これです。これが想定最大規模（県央区間）、これ

はちょっと小さいので、拡大したものが吉岡ですとこの辺になります。そのほかに河岸浸

食、この図面です。吉岡を拡大したのがこれになります。氾濫流、これです。吉岡の部分

を拡大したものがこれになります。そして４番目、浸水継続時間、これです。吉岡部分を

拡大したものがこれになります。次に計画規模、これです。吉岡の部分を拡大したものが

これになります。など合計５種類あります。 

      次に、これは吉岡町利根川の洪水ハザードマップです。当然改正前のものです。アップ

されたものは、これと比べてみますとエリアが少しふえたかなと思います。新たに加えら

れたのが「道の駅」南側天狗岩用水沿いから吉岡川の利根川流れ込み付近まで、そして変

わったのが水深の表示の改正と。 

      私は気になり、吉岡町の住宅地図に改正された洪水浸水想定区域を落とし込んでみまし

た。驚きました。色がついた部分、民家はぎりぎりですが、きちんと避けてあり、茶色、

黄色と色がついた部分は田んぼでした。だからといって、安全ですと言い切ることは到底

できませんが、昔の人の英知でしょうか。古来、利根川は氾濫を繰り返していたため、熟
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知していたのだと思います。茶色の部分にあるのは、田んぼのほかに養鶏場、それに伴う

工場でした。 

      ところで町は、洪水浸水想定区域図の改正に伴い、吉岡町の洪水ハザードマップ及び防

災ガイドの改正に取りかかると思いますが、町はどのような点に注意し進めるのかをお聞

かせ願いたいと思います。現代の人はほとんど洪水に関する認知度は薄れているかと思い

ますが、いざというときに町は避難勧告等を出す場合があります。浸水区域を民家が避け

ているから大丈夫というのではなく、地域住民に洪水の意識を持ってもらうためにも、い

ざというときに避難方法の周知の意味合いで、洪水ハザードマップ・防災ガイドの作成が

急がれます。また、いろいろな情報を詰め込んだ安全マップ・ハザードマップの意味合い

からも重要性があります。 

      そこで、１、防災関連、（１）利根川水系、洪水浸水想定区域図を鑑みた吉岡町につい

て。①吉岡町洪水ハザードマップ改正に伴う注意点、町長、お尋ねします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 皆さん、おはようございます。 

      本日１日、３人の議員さんより質問をいただきましたが、精いっぱい答弁をさせていた

だきます。 

      まず初めに、金谷議員さんより、大きく分けまして防災関連。まず初めに「吉岡町の洪

水ハザードマップ改正に伴う注意点」ということでご質問をいただきました。答弁をさせ

ていただきます。 

      国交省関東地方整備局から、利根川水系１９河川について洪水浸水想定区域が公表され、

その後、県も利根川の洪水浸水想定区域図を公表いたしました。県は、全国各地で豪雨に

よる大規模な被害が発生したことを踏まえ、県と市町で河川氾濫に関する「群馬県減災対

策協議会」を立ち上げ、洪水や浸水の被害に備え県と市町村が連携し、減災のための協議

を行っているところでもあります。 

      町もこれに合わせて吉岡町洪水ハザードマップ等の改正を考えているところでございま

す。 

      以下、詳細につきましては、町民生活課長、担当課長より答弁をさせます。 

議  長（馬場周二君） 福島町民生活課長。 

              〔町民生活課長 福島良一君発言〕 

町民生活課長（福島良一君） 先ほど町長の話にもありましたが、洪水浸水想定区域図が県・国と発

表されました。それによって、平成２７年９月の関東・東北豪雨や平成２８年８月の北海

道や岩手の豪雨、大規模な被害が発生したことを踏まえ、平成２９年２月から、群馬県と
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市町村で河川氾濫に関する「群馬県減災対策協議会」を立ち上げ、堤防の決壊等に関する

浸水被害に備え、県・市町村が連携して減災のために協議や情報の共有を行っているとこ

ろであります。 

      その協議では、洪水ハザードマップについても協議を行っていて、平成３３年度を目標

に各市町村で見直すこととしております。町でも同様に対応していく考えであります。 

      ご質問の改正に伴う注意点についてでありますが、改正に当たりましては、県河川課の

助言や支援を受けながら、また洪水浸水想定区域の位置等の確認もし、現地の確認、また

地元の自治会長の意見等を参考にした上で、産業建設課と協議しながら作成をしていこう

と考えているところであります。以上であります。 

議  長（馬場周二君） 金谷議員。 

              〔３番 金谷康弘君発言〕 

３  番（金谷康弘君） ことしに入り、北九州での洪水、先月２５日には東北、岩手・秋田での河

川の氾濫と大雨による被害の報道が絶えません。吉岡町がいつこのような被害に遭うかわ

かりません。このような備えのためにも、いろいろな情報を取り入れた洪水ハザードマッ

プ・防災ガイドの早期の作成をお願いして次の質問に移ります。 

      利根川洪水浸水想定区域（想定最大規模）を鑑みた吉岡町について。①吉岡町洪水ハザ

ードマップ改正に伴う注意点、備蓄品について。 

      これは吉岡町の洪水ハザードマップですが、これには防災倉庫の明記がありません。吉

岡町防災マップを見ますと防災倉庫の明記はあります。こちらのほうの防災ガイドには明

記があります。明記はありますが、役場庁舎を含めた数カ所しかありません。何せ平成２

６年２月作成のもので、現状はもっと整備が進んでいるものと思われますが、また、昨年

３月定例会での山畑議員の一般質問、「災害用備蓄庫、備蓄品についての計画は」で、町

長答弁、「防災用備蓄庫は、未設置の５つの自治会に近いうちに設置。備蓄品は今回の補

正予算でも計上。自治会向けに食料、資機材の購入に補助金制度を始めた」とあります。

１３自治会全ての防災倉庫は設置できている話は聞いていますが、備蓄品はどうでしょう

か。最低限、飲料水（水は最低１日３リットル必要とされています）、食料、毛布などの

備蓄内容は１３自治会いかようでしょうか。お尋ねします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） 昨年度設置されていなかった５つの自治会防災倉庫を設置し、これで全て

の自治会に防災倉庫が設置をされました。 

      備蓄の状況ですが、災害救助用毛布が５０枚、ブルーシートが１５枚、アルファ米３０

０食、乾パン３００食、そのほかパンの缶等２２８食、飲料水は２リットルのペットボト
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ルの６本入りを１８箱（２１６リットル）備えている状況でもあります。 

      今後も予算の範囲で備蓄品等をふやしていくことを考えております。 

議  長（馬場周二君） 金谷議員。 

              〔３番 金谷康弘君発言〕 

３  番（金谷康弘君） ありがとうございます。小規模の災害でしたら、各自治会の集会所の避難

所で対応できますが、大地震などで多くの家の倒壊があった場合、大きな避難所が必要と

なります。学校及び学校の体育館です。防災マップには、明治小学校、駒寄小学校、吉岡

中学校に防災倉庫の明記がありません。私は不思議に思います。 

      また、備蓄品はどのようになってているのでしょうか。支援物資が届くまでの間の応急

対応は。町長、お尋ねします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） この件につきましては、町民生活課長より答弁をさせます。 

議  長（馬場周二君） 福島町民生活課長。 

              〔町民生活課長 福島良一君発言〕 

町民生活課長（福島良一君） 質問の件ですが、明治小学校と駒寄小学校につきましては、今年度、

日本赤十字に防災倉庫の設置を要望したところ、先月、設置することが決定したところで

あります。中学校についても、今後設置要望を申請していくことを検討しているところで

あります。 

      また、小学校に設置予定の防災倉庫についての備蓄ですが、設置後、予算の範囲で検討

して、できれば、それぞれの防災倉庫にアルファ米１，０００食分を考えているところで

ございます。こちらの防災倉庫につきましても、設置後、予算の範囲でふやしていくこと

を考えております。以上です。 

議  長（馬場周二君） 金谷議員。 

              〔３番 金谷康弘君発言〕 

３  番（金谷康弘君） 明治小学校、駒寄小学校に防災倉庫の設置が進むということで少しは安心

できます。 

      ここで先ほど福島町民生活課長の説明の中で、備蓄品は明治小・駒寄小にアルファ米１，

０００食分という考えでいるということですが、１世帯４人として５０世帯で２００人、

１日３食で６００食ということで１．６日分。３００人で１日分。量的には少なく感じま

すが。 

      また、このアルファ米は、アレルギー対応にはいかようなのでしょうか。 

      また、以前、学校給食の米飯センターでの出来事のようなときは、防災の備蓄品の提供
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はできないのでしょうか。 

      以上、まとめて３点お伺いします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） この件につきましても町民生活課長より答弁させます。 

議  長（馬場周二君） 福島町民生活課長。 

              〔町民生活課長 福島良一君発言〕 

町民生活課長（福島良一君） 備蓄品の量については、先ほども話しましたが、予算の範囲でふやし

ていく考えであります。 

      また、防災倉庫の備蓄だけでなく、災害の備えとして、飲料水・食料の確保として、家

庭で３日分の食料、飲料水については１人１日３リットルを目安とし備蓄していただくよ

うに地域防災計画で記入してありますので、そういったことを住民の方に周知していこう

かと考えております。 

      次に、アルファ米等、備蓄品のアレルギー対策でありますが、購入するアルファ米につ

きましては、アレルギーの使用品目を表示しているものを購入しております。その購入に

際しては、アレルギーの物質使用品目が少ないもの、もしくは全くないものを選んで購入

しております。また、アレルギーを考慮したアレルゲンフリーの備蓄品、そういったもの

も購入している状況であります。 

      続きまして、学校の給食に備蓄品の提供はできるかという問いですが、学校給食の関係

は、子供たちに衛生面・健康面、そういったものを考慮して提供している状況であります。

災害時ならばいざ知らず、学校給食のかわりとしてはちょっと難しいかなと考えるところ

であります。以上です。 

議  長（馬場周二君） 金谷議員。 

              〔３番 金谷康弘君発言〕 

３  番（金谷康弘君） 学校給食のかわりというのは難しいということなんですが、学校での緊急

事態のとき、防災品の提供などをして防災教育というのを進めるのも一つの手かなとは思

いますが、検討をお願いします。 

      次に、防災マップで福祉避難所として、保健センターと老人福祉センターには明記があ

りますが、ご存じのように福祉避難所は要配慮者を対象とした避難所ですが、こちらにも

防災倉庫の明記はありません。といっても、健常者用の避難食ではなく、介護食といった

特別食がメーンになるかと思いますが、福祉避難所の備蓄品の状況についてお尋ねします。 

      また、これからは、老人福祉関係は地域包括ケアシステムなどで在宅がふえてくるもの

だと思います。福祉避難所として既設の老人施設との協定を結んでおくのも一案かなと思



 - 82 -

いますが、町長、お尋ねします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） 福祉避難所となっている保健センターにつきましては、役場に防災倉庫を

２つ設置してあり、備蓄品についてはおかゆ等を備蓄してあります。また、乳幼児の対応

として、粉ミルク・哺乳瓶等は保健センター（保健師）と協議して備蓄しています。 

      もう一つの福祉避難所となっている老人福祉センターには、防災倉庫は昨年度設置した

ところであります。備蓄品については、社会福祉協議会と協議し、検討していきたいと考

えております。 

      老人施設との協定につきましては、健康福祉課と協議、検討していきたいと考えており

ます。 

議  長（馬場周二君） 金谷議員。 

              〔３番 金谷康弘君発言〕 

３  番（金谷康弘君） 検討をよろしくお願いいたします。 

      備蓄品、最後の質問です。水の問題ですが、小学校・中学校などで災害時、停電が発生

すると、高架水槽に水の供給ができなくなり、水槽内の水が終わると水は使用できません。

各集会所及び小学校・中学校に手動の井戸水ポンプの設置はいかがでしょうか。いざとい

うときは有効かと思います。飲料可・不適は別問題とし、対応を考えるとし。いかがでし

ょうか。町長、お尋ねします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） 今、金谷議員のほうから、井戸水がいいんじゃないかということで提案は

いただきました。災害時には、飲料水を確保することはとても大事なことだと私も思って

おります。災害時に飲料水を確保する方法の一つとして、井戸水等の利用を実施している

自治体があることも承知をしております。 

      町では、まず、飲料水を確保するための対応として飲料水の備蓄に努めていきたいと考

えております。また、災害時における協定を三国コカ・コーラボトリング株式会社や株式

会社伊藤園と結び、飲料水の提供を受けることになっております。また、渋川市と応急給

水に関する協定も結び、飲料水の確保に努めているところでもあります。 

議  長（馬場周二君） 金谷議員。 

              〔３番 金谷康弘君発言〕 

３  番（金谷康弘君） わかりました。ありがとうございます。 

      先日、Ｊアラートが発信されました。防災倉庫、備蓄品は自然災害のためだけではあり
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ません。人為的災害、不測の事態に対応できるように整備の必要を感じます。対応をよろ

しくお願いして、次の質問に移ります。 

      １、防災関連、（１）利根川洪水浸水想定区域（想定最大規模）を鑑みた吉岡町につい

て。②道の駅よしおか温泉の防災拠点の難点。 

      前回定例会での山畑議員の一般質問にて、「災害時の中心となる災害拠点は役場となる

のでしょうか。役場だけでその機能が十分に発揮できるのでしょうか。町では災害拠点を

どのように考えているのでしょうか」に対し町長答弁、「町の災害拠点の地域防災計画に

おいては役場庁舎内に設置、また災害により役場庁舎に設置ができない場合は文化センタ

ーに設置することも考えている」、そして山畑議員、「川場村では道の駅『田園プラザ』

をことし中に災害拠点にし、災害時に備えることに施設整備を行うようです。避難所とは

異なり、災害時の支援物資の受け入れや救助の支援基地、その他の災害時の必要な施設を

一堂に集約することは、速やかに住民の支援が可能になります。川場村の田園プラザは、

それらを収容できる広大な土地を有しています。例えば町でも道の駅よしおか温泉周辺に

はそれらの機能を設置できる広大な土地があると思います。災害拠点としての役割を十分

果たすと考えますが、町としてはどのように考えているのでしょうか」の質問に対し町長

答弁、「道の駅は、支援物資輸送等の中継基地としても考えております。いろいろな面で

道の駅はいろいろな食品もある、温泉もある、宿泊施設もできるのではないかと。いわゆ

る道の駅は、今、全国的に災害が起きたときの拠点として使われると。また、使ってくれ

というようなことで、国土交通省からも提言されております。そういった意味で、道の駅

は防災の拠点となるということは間違いないと思っています」とのことでした。 

      昨年末の上毛新聞、１２月２６日、見出し「『道の駅』を防災拠点化 県強靱化計画で

素案」、「県は事前防災や減災対策などの方向性を示す県国土強靱化地域計画の素案をま

とめ、緊急輸送道路の確保や道の駅の防災拠点化といった各分野の推進方針を盛り込ん

だ」とあり、確かに県は道の駅の防災拠点化を推進していますが、改正された利根川水系

洪水浸水想定区域図では、前記述のように道の駅南側天狗岩用水沿いから吉岡川の利根川

流れ込みの付近まで浸水想定区域に指定されています。私はこのような点から、洪水時に

おける道の駅よしおか温泉の災害拠点は無理があるのかなと思います。むしろ災害があっ

たとき、洪水を除き安全が確保できれば、道の駅を多目的に使用するのは結構なことだと

思います。前述の町長答弁「道の駅は防災の拠点となることは間違いないと思っていま

す」は、「洪水時を除き」という文言をつけ加えたほうが私はよろしいかなと思いますが。 

      台風で利根川に大水が出て県庁近くの河川敷の車が流されたとき、親水公園が浸水しま

した。当時、吉岡町はふるさと祭りを緑地運動公園で計画していたのを町長は変更し、役

場北側駐車場に決め、それ以来ずっと役場北側駐車場で開催しているとのお話も以前聞い
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たことがあります。水の恐ろしさを目の当たりにし、十分理解していることと思います。 

      １、防災関連、（１）利根川水系利根川洪水浸水想定区域図を鑑みた吉岡町について。

②道の駅よしおか温泉の防災拠点の難点、ただし、洪水時を除き多目的に使用はできる。

町長、お尋ねします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） 質問いただきました。私は地域防災計画では、防災拠点は役場庁舎または

文化センターとしておりますが、いつ、どんな災害が発生するかわかりませんので、災害

の状況に対して臨機応変に対応しなければならないと思っております。今議員のほうから、

県庁の車が流れたときには、地域は浸水したろうということでありますが、そのときはそ

のときとして、水の恐ろしさというのは私も体験はしております。そういった中において

は、防災拠点についても、先ほどから申し上げているとおり、状況に応じて場所を変更す

る必要があるのではないかというように思っております。そうした拠点として、道の駅よ

しおか温泉や、現在整備中の南下城山防災公園も防災拠点として考えていかなければなら

ないかなというようにも思っております。 

      災害によって、洪水のときには、吉岡町の役場、吉岡川にもいわゆる大水が出るのかな。

吉岡町には大きな一級河川が５つほどあると思っております。そういったところも大水が

出たときには氾濫するおそれもあるということの中においては、一度災害が起きたときに

は役場が基本となり、また文化センターが基本となって災害拠点になるのかなと思います

が、その被害によっていろいろな面で変えなければならないのかなというふうには私も想

定をしております。そういったことで、いろいろなことを町も考えながらやっているとい

うのが現状でございます。 

      詳細につきましては、町民生活課長のほうから答弁をさせます。 

議  長（馬場周二君） 福島町民生活課長。 

              〔町民生活課長 福島良一君発言〕 

町民生活課長（福島良一君） 道の駅よしおか温泉につきましては、道の駅の防災総合利用に関する

基本協定を県と締結しており、避難施設、救援物資の運送に係る拠点・中継施設等に利用

することと定めております。また、近くの緑地運動公園を災害時の臨時ヘリポートとして

いるところでもございます。ただ、道の駅よしおか温泉、議員のおっしゃるとおり利根川

沿いであります。洪水の危険等がある場合には利用できないかなというふうに考えるとこ

ろでございます。 

      防災拠点につきましては、地震等により役場庁舎を拠点にできない場合は文化センター、

それもできない場合は次の候補地として道の駅よしおか温泉や南下城山防災公園を考えて
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いるところであります。町長と重複するところはありますが、そのように考えております。

以上です。 

議  長（馬場周二君） 金谷議員。 

              〔３番 金谷康弘君発言〕 

３  番（金谷康弘君） ケース・バイ・ケースでの適切な対応を望みます。 

      先日８月１７日、県主催の防災・減災シンポジウム「カスリーン台風から７０年～いま

考える水災害対策～」を拝聴してきました。改めて水害の恐ろしさを実感してきました。

水害が起きる前は洪水ハザードマップにて意識の高揚、避難路・避難場所の確認、起きた

らどのように対応するか、また、その後の避難場所運営、支援物資の輸送方法など、ソフ

ト面・ハード面の充実をお願いします。 

      次の質問に移ります。 

      １、防災関連、（１）「道の駅よしおか温泉」の防災拠点の難点について。②道の駅よ

しおか温泉の防災拠点の難点、また道路アクセスについてです。 

      ６月１７日土曜日、道の駅よしおか温泉でほたる祭りがありました。私は仕事を切り上

げて、開会式に間に合うように車を走らせて上武国道を下って向かいました。上武国道を

おりてすぐですが、途端に道路が混雑して車が動かなくなり、遅刻してしまいました。話

に聞くと、一時は長松寺のほうまでつながったという話を聞きますが。 

      予想以上の人出で、一時的に混雑して仕方ないのかなと思いますが、考えてみれば道の

駅に行くのに、南側、西側、北側から来る道路は全て原田橋信号に集中します。それから

一本道にて道の駅に向かいます。また、上武国道からおりた道がその一本道に接続します。

災害時（洪水以外で）、救援物資輸送等の中間基地・避難所として使用するのにも、車の

出入りが激しく困難を来すと思いますが、どのように考えますか。道路のアクセス、町長、

お尋ねします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） この件に関しましては、担当課長より答弁させます。 

議  長（馬場周二君） 髙田産業建設課長。 

              〔産業建設課長 髙田栄二君発言〕 

産業建設課長（髙田栄二君） 道の駅の防災拠点としての難点については、先ほどの町長の答弁のと

おりでございますが、また直接、水害が想定されない災害時においても、先ほど議員さん

のご指摘のとおり、ほたる祭り等の開催時に渋滞等が発生したことも踏まえまして、今後

の状況把握の一端として考慮すべき課題であると考えております。 

      そして、何よりも、道の駅よしおか温泉のアクセス道路についてですが、周辺道路網の
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整備が必要であるというふうに考えております。とりわけ、ことしの３月の上武国道の連

結により、その影響で混雑が激しくなっていると認識しております。その対策といたしま

して、都市計画道路漆原総社線の未整備区間の整備を検討してまいりたいと考えておると

ころでございます。 

      ただし、現在の計画では莫大な事業費が見込まれます。したがいまして、都市計画道路

漆原総社線の計画の見直しを進めております。今後必要に応じまして、都市計画の変更・

廃止の検討を行うとともに、事業の実施に向けた検討を行ってまいりたいと考えておりま

す。以上です。 

議  長（馬場周二君） 金谷議員。 

              〔３番 金谷康弘君発言〕 

３  番（金谷康弘君） 漆原総社線の見直しの検討、よろしくお願いします。 

      梅雨が明け、夏の盛りに気温が低いということは、太平洋高気圧が弱く、このような年

は台風が日本本土に上陸しやすいそうです。これから台風が日本に上陸しないで被害がな

いことを望み、防災関連の質問を終わりにして次の質問に移ります。 

      ２、文化関連、（１）文化財事務所の計画の進捗状況について。①設計の進捗状況（基

本設計）。 

      本年度２９年度予算にて、文化財事務所移転工事設計委託料として５００万円、文化財

事務所移転工事として６，４８０万円、予算計上されました。 

      前回の私の一般質問、文化財事務所移転後の既設事務所の利用についての質問のところ

で飯嶋教育委員会事務局長の答弁で、「現在、文化財事務所移転工事に係る設計業務委託

の事務処理を進めているところであります。設計業務完了後、秋から初冬をめどに建築工

事の発注を予定している」とのことでした。基本設計はできていて、本設計に入っている

のでしょうか。 

      また、昨年、平成２８年第４回定例会での私の一般質問で、文化財事務所建築計画の概

要の説明を求めたところ、南雲前教育委員会事務局長の答弁では、「事務をする事務所棟、

図書室・収蔵庫・展示室を兼ねた展示棟、発掘道具を置く器具庫の３棟を考えている」と

のことでした。しかし、駒寄小学校の体育館新築計画など子供たちの教育環境整備を最優

先させることで、文化財事務所の移転が何年度になるとか申し上げることはできませんと

の答弁でした。 

      しかし、寄附金等があり今年度急遽予算計上することができました。大変喜ばしいこと

であります。ですが、計画ありきで予算計上したのではなく、予算ありきの計画となると

思います。以前の３棟の計画とはかなり違ってくるのかなとは思いますが、今現在の設計

内容など、少し具体的に説明していただきたいと思います。 
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      ２、文化関連、（１）文化財事務所計画の進捗状況について。①設計の進捗状況（基本

設計）について、町長、お尋ねします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 金谷議員のほうから２問目の質問として、文化関連ということでご質問を

いただきました。 

      文化財事務所の建設につきましては、地方創生応援税制、いわゆる企業版ふるさと納税

の対象事業に認定されております。その中で、３年間の「地域再生計画」を定めておりま

す。事業名は、文化財を資源とした交流エリア形成プロジェクトということで始めており

ます。 

      事業及び進捗状況につきましては、教育委員会局長より答弁をさせます。 

議  長（馬場周二君） 飯嶋教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 飯嶋由紀夫君発言〕 

教育委員会事務局長（飯嶋由紀夫君） まず、業務委託の設計につきましては、６月１日付で文化財

施設建築設計監理業務委託を発注しております。工期は、６月２日から３月３１日。業務

の概要ですが、事務所新築工事、鉄骨造１階建て１棟、延べ床面積３０５平米と事務所の

外構工事であります。 

      事務所の概要は、事務室３７．５６平米、展示スペースを兼ねた実習室７２．２９平米、

収蔵庫１０５．０３平米、図書庫４５．８３平米、倉庫１２．２５平米などで構成してお

ります。 

      なお、設計は実施設計であり、その進捗状況ですが、設計書が今月中に仕上がってくる

予定となっておりますので、建築工事を１０月の入札を目指しているところであります。

以上です。 

議  長（馬場周二君） 金谷議員。 

              〔３番 金谷康弘君発言〕 

３  番（金谷康弘君） 先日、７月１９日ですか、議会行政視察研修会ということで、渋川市赤城

歴史資料館を見てきました。床面積９９０平米、展示室・事務室・伝習室・学習室等。展

示内容としては、国指定史跡瀧沢石器時代遺跡出土品、他出土品の土器・石器、旧赤城村

内収集の生活道具、農林業にかかわる道具、機織り道具等。民俗芸能に関しては、上三原

田の歌舞伎舞台模型、津久田人形舞台人形頭・衣装、獅子頭など目を見張るものばかりで

した。昭和５８年建築、昭和６１年増築ということですから、早くから考古・民具・民俗

芸能の保存・伝承に力を入れていたことがわかります。北橘にも資料館があるということ

で見たかったのですが、時間の都合上、見れなかったのが残念でした。 
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      また後日、八ッ場ダム工事見学の折、中之条町歴史と民俗の博物館「ミュゼ」を見てき

ました。明治１８年に吾妻第三小学校として開校し、昭和５３年に、明治初期の洋風学校

建築の数少ない建造物として群馬県指定の重要文化財となった建物で、物すごく趣のある

ものでした。中に入ると、古代から中世・近代と物すごい数の展示物、質といい、すばら

しいものでした。また、スタッフの方が丁寧に説明してくれて、機会があればまた行きた

いと思っております。これらのものを見ますと、吉岡町にもぜひ、歴史資料館が欲しくな

るのですが。また、以前の議会だよりを見てみますと、岸議員も歴史資料館の必要性を訴

えていましたが。 

      現文化財事務所は、八幡山グラウンドの整備計画内及び老朽化ということで、先行して

行われなければならないとのこと。吉岡中学校の生徒の皆さんのためにも、早く八幡山グ

ラウンドの整備を進めなくてはならないのは承知していますが、予算のことを考えますと

何とも。移転が済んでからは八幡山グラウンドの整備、南下城山防災公園の整備等大型事

業、駒寄小学校体育館の整備。町に人口がふえて町税がふえても、扶助費の負担増など、

今後、町の財政は厳しくなってくるのかなと思います。となりますと、吉岡町歴史資料館

などは夢のまた夢となり、遠い存在となります。現在計画中の文化財事務所の長期利用を

余儀なくされます。 

      ならば、吉岡ミニ歴史資料館的意味合いで、展示室の最大限の有効利用が望まれます。

例えば小学校・中学校での歴史及び文化の学習、町の古墳・歴史・文化の発信の拠点とし

てなど、多岐にわたると思います。 

      ２、文化関連、（１）文化財事務所計画の進捗状況について。②新文化財事務所（展示

室）の運営方法、町長、お尋ねします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） 金谷議員さんが言われるように、町内に残る農具や民俗資料などの農業遺

産を保存・伝承していく上で、歴史資料館があればということですが、私もその考えは理

解できますが、いざ現実となると、なかなか難しい面があるのかなというようにも思って

おります。 

      なお、文化財事務所の運用方法につきましては、教育委員会事務局長より答弁をさせま

す。 

議  長（馬場周二君） 飯嶋教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 飯嶋由紀夫君発言〕 

教育委員会事務局長（飯嶋由紀夫君） 文化財事務所の運営方法につきましては、地方創生応援税制、

企業版ふるさと納税の対象事業に認定されました「地域再生計画」、文化財を資源とした
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交流形成プロジェクトの中で事業内容を明記しておりますので、これを説明いたします。 

      本施設では、見学者向けの展示スペースを設け、町の歴史が概観できるように文化財を

展示する。特に古墳文化と養蚕文化については重要な文化財が多いため、テーマを定めた

展示を行う。 

      古墳文化については、全国的にも希少価値の高い正八角形墳の三津屋古墳や南下古墳群

など、町内各地に点在する古墳の解説のほか、群馬県が推進する古代東国文化の魅力発信

事業との連携を図りながら情報発信強化に努める。養蚕文化については、かつて養蚕が盛

んに営まれていた時代の農機具を展示するとともに、「ぐんま絹遺産」として登録されて

いる本町の養蚕に関する史跡や書籍などについても紹介する。などなどの事業を予定して

おります。 

      具体的な事業につきましては、小学生の社会科見学や勾玉づくり教室、土器づくり教室、

古代生活体験教室等の交流事業の開催、町内に７団体ある郷土伝承芸能の実演なども計画

しております。以上です。 

議  長（馬場周二君） 金谷議員。 

              〔３番 金谷康弘君発言〕 

３  番（金谷康弘君） 本来なら吉岡町歴史資料館をつくり、歴史資料館条例・歴史資料館条例施

行規則を整備して、きちんと運営をしたいところですが、現在、計画中の展示室の有効利

用を切に望み、次の質問に移ります。 

      ２、文化関連、（２）花と緑のぐんまづくりの進捗状況について。 

      これは私が前回定例会で一般質問したものですが、吉岡町と県及び関係者と協議を始め

たところ、まだ白紙状態とのことでした。ですが、町長答弁、「花と緑のぐんまづくり～

ふるさとキラキラフェスティバルの平成３０年度開催都市、吉岡町が選定された以上は立

派に仕上げなければいけないということでございます。このフェスティバルは、町を挙げ

ての事業であると思っています」とのことで、町長のこの事業に対する力強い意気込みを

感じました。 

      少し時間がたちましたので、内容につきましても少しは詰まってきたかなと思います。

説明ができる範囲内で構いませんので、お聞かせ願えればと。ある程度はっきりしてから

町民にお知らせする方向でいるのはわかっておりますが、この前発行した議会だより１１

６号ですが、モニターさんから「花と緑のぐんまづくり、吉岡町で開催とのこと、大変楽

しみにしている」との声が幾つかあり、町民の期待も大きいものかと思われます。まずは

スケジュール的にはどうでしょうか。町長、お尋ねします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 
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町  長（石関 昭君） 花と緑のぐんまづくりの進捗状況ということでご質問いただきました。 

      花と緑のぐんまづくり～ふるさとキラキラフェスティバルは、ご存じのように平成２０

年度、全国都市緑化ぐんまフェア以降、花と緑による地域活性化、観光振興を図るため、

毎年各市持ち回りで開催されております。 

      開催状況では、平成２１年度の高崎市を初め、館林市、渋川市、前橋市、伊勢崎市、沼

田市、中之条町、みどり市の順で開催され、平成２９年４月２２日から５月２１日までの

１カ月間、富岡市と安中市で共同開催されたところでもあります。 

      現時点においての本事業の進捗状況は、今年度開催した安中・富岡両市からの引き継ぎ

が終わり、会場のデザインや花苗の調達、イベント運営について、担当する関係団体と県

との協議を進めているところでありますが、詳細につきましては産業建設課長より答弁を

させます。 

議  長（馬場周二君） 髙田産業建設課長。 

              〔産業建設課長 髙田栄二君発言〕 

産業建設課長（髙田栄二君） この７月５日に、群馬県の担当者の立ち会いのもと、富岡市及び安中

市の担当者から本事業の引き継ぎを受けました。 

      今後のスケジュールといたしまして、１０月に県による「花と緑のぐんまづくり推進協

議会」の幹事会が開催されまして、事業の骨格を示した開催概要の原案や吉岡町の支援部

会の設立などが決定される予定でございます。 

      吉岡町の支援部会とは、自治会を初め商工会や文化協会など、町内の団体にフェスティ

バルの運営についての協力を仰ぎ、広く町民の意見を聞くための組織でございます。また、

県が主催する協議会の下部組織であるため、設立には県の承認が必要となります。ただし、

町といたしましては、県の承認を待たず、支援部会の中に設置した企画や予算など重要な

方針を決定する機関であります実行委員会というものを今月の下旬には開催してまいりま

して、フェスティバルの情報提供を行うとともに、意見を募りたいと考えておるところで

ございます。 

      その後、およそ１０月中を目途に第１回の支援部会を開催いたしまして、広く関係団体

に対して事業の内容を説明させていただいた後に、町内外への周知活動や協力依頼を順次

行っていく予定でございます。以上です。 

議  長（馬場周二君） 金谷議員。 

              〔３番 金谷康弘君発言〕 

３  番（金谷康弘君） 開催についてのスケジュール等はどのようなことになっているのでしょう

か。そこはまだ未定でしょうか。 

議  長（馬場周二君） 髙田産業建設課長。 
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              〔産業建設課長 髙田栄二君発言〕 

産業建設課長（髙田栄二君） 本事業につきましては、開催の準備を通じまして町民の交流を促して

「地域のなかまづくり」をサポートすると同時に、町民の皆さんの笑顔を引き出し、花と

緑のまちづくりを進めていくことにあります。 

      このフェスティバルは、桜の花が咲き誇る平成３０年４月から１カ月間、吉岡町役場、

文化センターの周辺や道の駅よしおか温泉を中心にさまざまなイベントや教室を開催して

いく予定でございます。そして多くの来場者を呼び込み、吉岡町のよさや隠れた魅力を知

っていただければと思っております。 

      本事業は、県の行政事務所のない町村としては初めての開催でありまして、記念すべき

第１０回目の開催となることから、今後の町村の開催のモデルケースとなり得るよう全庁

挙げて取り組んでいく考えでございます。以上です。 

議  長（馬場周二君） 金谷議員。 

              〔３番 金谷康弘君発言〕 

３  番（金谷康弘君） ４月から５月にかけて約１カ月間にも及ぶ長期的な大事業であります。

「花と緑のぐんまづくり２０１８ ＩＮ よしおか」で吉岡町を広くアピールできればよい

かなと思っております。 

      次の質問に移ります。 

      ３、安全関連、（１）公共施設の防火シャッターの危害防止装置について。①今年度予

算計上してあるのになぜ進展しないのか。 

      これは既存建物の防火シャッターが誤作動にて落下し、人が挟まる事故が多発し、建築

基準法・建築基準法施行令が改正され、閉鎖作動時の危害防止装置等の設置が義務づけら

れました。そのことにより本年度予算にて、１０款教育費４目文化センター費に防火シャ

ッター危害防止装置取付工事費として４９４万７，０００円計上されました。ですが、い

まだに実行されておりません。 

      そのことについての質問ですが、私は前の会社にいたころ、大きな工事現場の現場管理

を専門にしていました。現場管理には、１、請負契約にて工期が決まっておりますので、

着工から竣工までの工程表（ネットワーク）をつくり、工期内に工事が完了するよう、ま

た途中どこかで工程がおくれたら、どこでおくれを取り戻すかの工程管理。２、コンクリ

ートが設計図書どおりの強度が出ているか４週強度試験、鉄骨溶接部が欠損なく溶接され

ているかの超音波試験などの品質管理。３、全工程が見積もりどおりの予算内におさまっ

ているかの原価管理。そして４、重大事故が起きぬよう安全管理等の４つがあります。そ

して４つの管理の中で安全管理は最優先されます。このことは、現場管理にとどまらずし

て全てのことに共通して言えることだと私は思います。 



 - 92 -

      質問します。 

      ３、安全関連、（１）公共施設の防火シャッターの危害防止装置について。①今年度予

算計上してあるのになぜ進展しないのか、町長、お尋ねします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 金谷議員のほうから、安全管理に関して質問をいただきました。この質問

については、金谷議員のほうから再三、質問をいただいているものかなというふうにも思

っております。 

      文化センターの防火シャッターの危害防止装置取付工事の進展についてのお尋ねですが、

予算措置はしてあるもの全てが年度初め施工できれば理想でありますが、教育委員会のほ

うが少人数ということの職員の業務を抱えておりますので、ことし、今期いっぱいでは仕

上がるかなというようには思っております。ご理解をいただきたいと思っております。予

算がついたものは、この２９年度予算で仕上げるというのが基本ですので、２９年度予算

で３月いっぱいには仕上がるのかなというようには思っております。そういったことでご

理解をいただければありがたいというように思っております。 

議  長（馬場周二君） 金谷議員。 

              〔３番 金谷康弘君発言〕 

３  番（金谷康弘君） 文化センターは、不特定多数の方がたくさん出入りします。防火シャッタ

ーの誤作動にて事故でも起きたら大変です。また、起きれば管理責任が問われます。早期

の対応を望みます。 

      次の質問。安全関連、公共施設の防火シャッターの危害防止装置について。②他の施設

の予算計上は。 

      また、文化センター以外、社会体育館の防火シャッター５カ所、役場庁舎内に１カ所あ

ります。これらの対応はどうなっているのでしょうか。町長、お尋ねします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） この件につきましては、担当課長、財務課長より答弁をさせます。 

議  長（馬場周二君） 小林財務課長。 

              〔財務課長 小林康弘君発言〕 

財務課長（小林康弘君） 公共施設での防火シャッター閉鎖作動時における危害防止機構等の設置に

つきましては、安全対策上、重要であると認識しております。 

      現在、未対応となっております社会体育館の５つの防火シャッターについては、来年度

以降、利用者等の安全確保を図るために、危害防止装置の設置に向けた取り組みを進めて
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いきたいと考えているほか、役場庁舎にある防火シャッターにつきましても、危害防止装

置の設置にかかる費用や役場内の人の動線等も考慮した上で対応を検討していきたいと考

えているところです。 

議  長（馬場周二君） 金谷議員。 

              〔３番 金谷康弘君発言〕 

３  番（金谷康弘君） 予算を見ながら、いろいろのことを検討しながらと言われると、声が小さ

くなってしまうのですが、安全優先ということの認識のもとに対応をよろしくお願いいた

します。また、定期検査報告を受けますと、要是正（既存不適格）と判断されます。 

      最後の質問に移ります。４、農業問題、（１）都市化による新たな問題について。 

      先日、私の田んぼの周りであることが起こりました。田んぼが真っ白になったというこ

とです。これは上流で心ない人が塗料を流し、たまたま水を入れていた田が真っ白になっ

たということです。 

      このことは役場のほうできちんと対応していただいてありがたいのですが、吉岡町は今

人口が伸び続けて開発が進んでおります。大変喜ばしいことであります。ですが、そのこ

とによる弊害といいますか、新たな問題が起きております。交通量がふえれば交通事故の

問題、人がふえれば犯罪、大型商店・コンビニがふえれば既存の商店の圧迫、民家がふえ

れば田・畑のやりにくさ、逆に農家の担い手不足による耕作放棄地の問題等いろいろ起き

ます。その都度、丁寧に対応を考えていくしかないのでしょうか。 

      町長も、田んぼをたくさんしていると聞きます。農家の気持ちを十分理解できるかと思

います。前述の田んぼの問題を含め、都市化による新たな問題について、町長の所感をお

尋ねします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 質問４番目といたしまして、農業問題、あるいは都市化による新たな問題

について質問をいただきました。 

      吉岡町では近年、住宅地開発や吉岡バイパス沿いへの商業地の集積が急速に進み、町の

様子は大きく変わりました。そして駒寄スマートインターチェンジ大型車対応化事業が完

了しますと、今後数年の間に広域的な交通利便性が高まることが期待されており、それに

より都市化はさらに進展すると考えております。 

      金谷議員のおっしゃるとおり、人口増加や都市化による交通・安全・安心、遊休農地な

どのさまざまな新しい問題が生まれるとともに、町民の皆様のニーズも多様化し、それら

への対応が求められてきております。 

      土地利用に関しましては、都市計画の側面と農地利用の側面をバランスよく考えていく
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ことが必要不可欠であると考えております。 

      詳細につきましては、担当課長、産業建設課長より答弁をさせます。 

議  長（馬場周二君） 髙田産業建設課長。 

              〔産業建設課長 髙田栄二君発言〕 

産業建設課長（髙田栄二君） 町長の補足をさせていただきます。 

      町の総体的な土地利用につきましては、昨年度決定いたしました吉岡町都市計画マスタ

ープランにおいてご案内したところでございます。都市計画の面からは、都市的な土地利

用を図るエリアと、都市的土地利用を抑制するエリアとで土地利用にめりはりをつけるた

めに、立地適正化計画の策定を進めておるところでございます。 

      その中で、土地利用の抑制を図るエリアにおきましては、良好な営農環境や既存集落の

生活環境を保全するため、優良な農地の無秩序な開発を食いとめるための方策を検討して

まいります。また、都市的土地利用を図るエリアにおいては、居住誘導や多様な都市機能

施設の誘導できる方策を検討しておるところでございます。 

      そして、農業政策においては、新たな農業委員会制度の発足を契機に、担い手農家への

農地の集積を進めるために、いわゆる土地持ち非農家の皆さんへ農地の有効利用を図って

いただくために、広報等を通じて国の進める農地中間管理事業を活用して、使われなくな

った農地の活用をご案内するなどの活動を始めたところでございます。 

      一方で、現在でも一定規模以上の開発が行われる場合、開発等に係る協議において、開

発事業施行中の周辺環境への配慮を求めておるところでございます。そして、周辺が農地

である場合には、開発後においても、農作業を行うに当たって発生する騒音でありますと

か、草刈りの音とか消毒するときの音ですね、あるいは肥料散布等による臭気の発生など

があることについて、新たに開発で入ってこられる方に理解を求める旨の意見を述べさせ

ていただいておるところでもございます。 

      今後も均衡あるまちの発展のために、バランスのとれた政策運営を進めてまいりたいと

考えております。 

議  長（馬場周二君） 金谷議員。 

              〔３番 金谷康弘君発言〕 

３  番（金谷康弘君） 町の行政機関のトップである町長がしっかりとした信念を持っていれば、

役場職員にもその気持ちは十分伝わり、行政にも反映されると思います。すなわち、きち

んとした町民サービスにつながるということです。 

      これからも今まで同様、信念を持ち、事に当たっていただくようお願いし、私の一般質

問を終わります。 

議  長（馬場周二君） 以上をもちまして、金谷康弘議員の一般質問が終わりました。 
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      ここで休憩をとります。再開を１０時５０分といたします。 

          午前１０時２９分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午前１０時５０分再開 

議  長（馬場周二君） 会議を再開します。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議  長（馬場周二君） ５番柴﨑德一郎議員を指名します。柴﨑議員。 

              〔５番 柴﨑德一郎君登壇〕 

５  番（柴﨑德一郎君） 議長への通告に基づき、一般質問を行います。 

      １番目、スポーツの推進で健康長寿のまちづくりを。①生涯スポーツの推進策は。 

      最近の社会環境の中で、子供も大人も動くことが少なくなってしまったことによって、

生活習慣病などさまざまな弊害が生じてきていると言われ、体を動かすことは、人間が生

きていく上で切っても切れないとても大切なことであり、それぞれのライフステージに合

ったスポーツ習慣はとても重要なことだと筑波大学大学院久野教授は説いておられます。

まさにそのとおりではないかと自分も思っており、現在、毎日体を動かすことを実行して

いる次第です。 

      また、新聞報道によると、日本人の健康寿命は、全国は７３．９歳、群馬県が７３．５

歳といいます。県は「ぐんま元気の五か条」を定め、健康寿命延伸の県民運動を進めるべ

く取り組んでいます。そして健康寿命を延ばすために、助け合える地域社会をつくってい

くことが今後の群馬県の課題ではないかとつづられておりました。 

      折しも７月、２０２８年の第８３回国民体育大会・全国障害者スポーツ大会が群馬県で

開かれることが決まりました。１９８３年の第３８回あかぎ国体以来４５年ぶり２度目で

あります。県は、年度内にも県スポーツ協会や競技団体、市町村と連携し、準備委員会を

立ち上げるとしています。２０２０東京オリンピック・パラリンピック開催まであと３年、

子供から高齢者までそれぞれのライフステージに適した健康づくりや競技力の向上、そし

て施設整備も含め、町民ニーズに対応したスポーツ振興の契機となること間違いないと思

います。 

      群馬県の国体やオリンピック開催を契機に、町として町民の生涯スポーツ推進をどのよ

うに取り組むべきか、方向性等、町長・教育長のお考えをお伺いします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 柴﨑議員のほうから、スポーツの推進策をということでご質問をいただき

ました。 
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      柴﨑議員ご指摘のとおり、今後少子高齢化、疾病構造の変化が進む我が町においては、

生活習慣及び社会環境の改善を通し、またそれぞれのライフステージに応じた健やかで心

豊かに生活できる活力ある社会の実現が求められております。そのためには、生活習慣の

改善を含めた健康・体力づくりについて個々に正しい知識を持つとともに、健康に関する

意識の向上を図ることが非常に重要となります。 

      また、身近なスポーツを取り巻く環境としては、先ほど柴﨑議員が申されたとおり、２

０２８年、第３８回あかぎ国体以来４５年ぶり２度目の群馬県の国体開催が決まり、２０

２０年には東京オリンピック・パラリンピック開催と、スポーツが注目視される大会が近

年に迫っており、町としましてもどのような貢献・協力が可能なのかを検討しなければな

りません。 

      今後、スポーツ推進を推し進める上では、体育協会を中心に総合スポーツクラブの活動

やスポーツ推進委員会等の取り組みにも注視した上で、より多くの国民がスポーツを身近

に親しみ、結果として体力と運動機能の充実を図るよう、さまざまな施策を全町民的に取

り組む必要があるのではないかと考えられます。よろしくお願い申し上げます。 

議  長（馬場周二君） 柴﨑議員。 

              〔５番 柴﨑德一郎君発言〕 

５  番（柴﨑德一郎君） メタボリックシンドロームの予防を初め、医療費の抑制や介護費用の増

加を防ぎ、健康長寿のまちづくりにスポーツ活動の推進は欠かせないものです。 

      町が計画している「健康づくり計画の健康ナンバーワンプロジェクト事業」において、

ことし保健センターを拠点とする健康まつり開催とは、また健康増進活動を町民に周知す

ると計画しているが、その実践概要についてお伺いします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） この件については、担当課長より答弁をさせます。 

議  長（馬場周二君） 福田健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 福田文男君発言〕 

健康福祉課長（福田文男君） よしおか健康ナンバーワンの経緯としましては、平成２２年度、苦渋

の選択で国保税の引き上げをさせていただきました。このことを一つの機といたしまして、

町民一人一人がご自分の健康維持をどのように考えていただけるか、その施策としまして、

平成２３年度から始まります第５次総合計画に健康をテーマとしまして、健康維持活動の

推進を掲げたよしおか健康ナンバーワンをシンボルプロジェクトに盛り込みをさせていた

だきました。 

      誰もが健康ですがすがしい一日を毎日送れることを願い、運動と食育を基本とした活動
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を町民の皆さんに実践していただくことといたしました。平成２５年度に各自治会から代

表推進員を推薦していただき、よしおか健康推進協議会を発足させていただきました。お

かげさまで各地域に浸透し、活発に活動を実施していただいているところであります。こ

としはその協議会が発足されてから５年を迎えることから、この記念行事をよしおか健康

まつりとしまして実施することとなりました。 

      経緯としましては、当初この記念事業を行うに当たりまして、事務局としましては町民

を対象としたバスハイク事業を提案しようと考えておりました。バスで目的地まで行きま

して、そこからウオーキングコースを数カ所設定しまして、個人が希望するコースを歩い

ていただく、そういったものを考えておりました。これは協議会の会議に提案させていた

だきました。そうしましたら、バスハイク事業は各地区で実施していることから、健康推

進員さんが主体となって行う健康まつりを実施するということになりました。健康まつり

につきましては、これまでさまざまな健康づくりの取り組みを生かし、より一層の健康活

動の推進と普及を目的に、健康推進員さんの代表で構成される協議会から開催の要望が上

がったものでございます。大変喜ばしい、頼もしいことでありました。事務局としまして

も大変うれしく思いました。昨年度実施いたしました健康推進員のアンケートの結果を踏

まえまして、特に関心の高かった健康及び体力測定、各種体験コーナー、試食コーナー、

ウオーキング大会などを候補に、事業内容の検討を重ねておるところでございます。 

      開催日は１１月２６日日曜日、会場につきましては保健センターを中心に考えておりま

す。また、周辺に公園等もありますので、そちらのほうをウオーキングコースとしまして

設定したいというふうにも考えております。９月中には事業内容とプログラムを決定しま

して、広報やホームページなど幅広く住民の参加を呼びかけたいというふうに考えており

ます。 

      また、今月の１７日には、安中市で実施される健康まつりを、健康推進員さん代表の方

と視察に行って健康まつりの参考とするよう計画もしているところでございます。以上で

す。 

議  長（馬場周二君） 柴﨑議員。 

              〔５番 柴﨑德一郎君発言〕 

５  番（柴﨑德一郎君） できれば多くの住民参加のもと、盛会に健康まつりが開かれることを期

待したいと思います。 

      以前、よしおか温泉前広場でのラジオ体操の実践概況をおつなぎしました。いまだ放送

設備の改善がされていないのは残念に思います。夏休み中には子供たちも加わり、広場い

っぱいに大勢の参加者が朝の健康増進活動を率先推進されております。 

      ほかでも町内では、各種スポーツ大会やスポーツ推進行事並びに総合スポーツクラブ行



 - 98 -

事等において準備運動としてラジオ体操を取り入れているところです。 

      また、東京都でも、都知事の推奨で「みんなでラジオ体操プロジェクト」をテーマに全

国に発信されたとメディア報道があり、都庁舎内で、午後の時間でラジオ体操を実施、都

知事を先頭に職員らがラジオ体操する姿が新聞等で掲載されていたのを目にしました。 

      吉岡町でも、以前は庁舎内でラジオ体操していたこともありましたが、健康増進活動を

町民に周知する前に職員みずから率先して健康づくり活動を実践されてはいかがでしょう

か。終日、机に向かってのパソコン操作や根を詰めての仕事の従事のとき、ストレス解消

や気分転換にもラジオ体操は最適ではないかと思いますが、町長のお考えをお聞かせくだ

さい。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） この件につきましては、総務政策課長より答弁をさせます。 

議  長（馬場周二君） 小渕総務政策課長。 

              〔総務政策課長 小渕荘作君発言〕 

総務政策課長（小渕荘作君） 職員の健康づくり活動としてラジオ体操のご提案をいただきました。 

      近年、ラジオ体操の健康効果が見直され、さまざまな企業や団体等で取り入れられてい

るところでございます。また、議員が申されましたように、東京都では７月２４日から９

月６日までを重点期間と位置づけて、オリンピック・パラリンピック東京２０２０大会へ

の機運醸成と都民の健康増進を目的として、みんなでラジオ体操プロジェクトを実施して

いるということでございます。 

      柴﨑議員が言われましたように、過去には本町でも全庁的に取り組んでいた時期がござ

いました。その後、取りやめたわけでございますけれども、理由ははっきりしてはいない

わけですけれども、聞きづてでございますけれども、来庁された方よりの意見ということ

で、ラジオ体操は行わないと、住民理解が得られないのではないかというような判断があ

ったのかなというふうに感じているわけですけれども、そういったことから実施を取りや

めたと聞いているわけでございます。こうした過去の経緯等から、実施は難しいのではな

いかなと考えております。人口増加の吉岡町において、いろいろな方のいろいろなご意見、

考え方等ございます。そういったことから難しいのではないかなというふうに考えている

次第でございます。 

      また、職員の健康増進活動については、現代社会における多様な市民活動を通して、日

ごろからの健康づくりにそれぞれの職員が励んでいただければと考えている次第でござい

ます。以上でございます。 

議  長（馬場周二君） 柴﨑議員。 
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              〔５番 柴﨑德一郎君発言〕 

５  番（柴﨑德一郎君） 住民理解が得られそうもないというご答弁でしたけれども、そうならば、

時間の始まる前にする、そういうことも一つの案ではないかと思います。検討いただけた

らと思います。 

      さて、国体やオリンピックは子供たちにも大きな夢を与えることになるかと思います。

スポーツ少年団や中学校の部活動にも影響を及ぼすこととなるでしょう。そんな中、中学

校の部活動において、教員の多忙化の一因として指摘がなされ、文部科学省は学校に外部

人材が単独で部活動を引率、指導できる部活動指導員の設置を認めました。教員の大きな

負担軽減になるとして多くの学校で採用を始めました。ただ、外部指導者の条件として、

単に経験者、卒業生というだけでなく、各種目の競技団体公認資格や免許資格を有するか、

それに準ずる実績、専門性のある者、学校教育に理解等々、生徒の健康・安全に十分留意

できる人選が必要となります。 

      吉岡中学校での外部指導者の現況、そしてあわせて町のスポーツ競技を指導するスポー

ツ少年団や体育協会専門部等における配置指導員等の資格概況についてお伺いします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） この件につきましては、教育委員会事務局長より答弁をさせます。 

議  長（馬場周二君） 飯嶋教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 飯嶋由紀夫君発言〕 

教育委員会事務局長（飯嶋由紀夫君） まず、吉岡中学校での外部指導者の現況ですが、文部科学省

設置の部活動指導員ではなく、以前から町の単独事業でありますスポーツエキスパート事

業として実施をしております。 

      平成２８年度実績で言いますと、年間を通して７部活９人の指導者を部活動外部講師と

してお願いしております。内訳は、サッカー部１名、卓球部１名、剣道部１名、合唱部２

名、柔道部１名、文芸部１名、バレーボール部２名であります。 

      なお、謝礼につきましては、年間予算４２万円を指導時間、指導日数、その他総合的に

判断してお支払いをしております。 

      次に、スポーツ少年団や体育協会専門部等における配置指導員等の資格概要ですが、ス

ポーツ少年団はメンバーシップ制を採用しており、毎年、単位スポーツ少年団ごとに指導

員・団員の登録が必要です。指導員のうちスポーツ少年団認定員・スポーツ少年団認定育

成員の資格を有している者を有資格指導者としております。 

      スポーツ少年団につきましては、１団体当たり複数有資格指導者必置制を採用しており、

平成２７年度から２名以上の有資格指導者登録が義務づけられています。認定員はスポー
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ツ少年団の理念にのっとり、その指導、運営に当たり組織の強化を図る役割を担っており

ます。認定育成員は、スポーツ少年団の普及活動の活性化を図るとともに、認定員の資質

向上、育成拡充に努める役割を担っております。 

      次に、体育協会専門部につきましては、スポーツ少年団とは状況が異なります。各専門

部が加盟する上位団体の組織運営に委ね、各競技における専門資格を持った仲間たちが集

い、各種目を推進しつつ、健康増進のため活動している状況であります。以上です。 

議  長（馬場周二君） 柴﨑議員。 

              〔５番 柴﨑德一郎君発言〕 

５  番（柴﨑德一郎君） 幼少期から高齢期まで、それぞれのライフステージに合ったスポーツ習

慣を身につけることは、健康的な生活を送る上で欠かせず、これからの指導者には競技の

技術指導だけではなく、健康的な生活を送るための総合的なスポーツ指導が求められると

言われます。そんな中、指導者らには各種目ごとに資格更新での研修の受講義務や更新時

での経費負担等も課せられております。 

      そこで、町内の各スポーツ団体、個人指導者の更新状況や登録状況についての現状を把

握しておくべきではないかと思いますが、町としてどのような対応をされておるのか。ま

た、公認指導者資格の必要性を含めどのように捉えられているのか、改めてお伺いします。 

議  長（馬場周二君） 飯嶋教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 飯嶋由紀夫君発言〕 

教育委員会事務局長（飯嶋由紀夫君） 現状につきましては、体育協会の活動に委ねており、各専門

部において個々に対応していただいております。ご指摘どおり、今後生涯スポーツを推進

していく上で中心となります各競技・技術指導者の育成、現指導者の技術向上及び見識の

向上は必要であると考えております。 

      体育協会と連携しながら、今後スポーツ環境の変化に対応すべく検討していきたいと考

えております。以上です。 

議  長（馬場周二君） 柴﨑議員。 

              〔５番 柴﨑德一郎君発言〕 

５  番（柴﨑德一郎君） できれば早急な対応をお願いしたいと思います。 

      次に、障害者（身体・知的・精神）に、日常生活・社会生活に制限を受ける皆さんへの

スポーツの推進策はということで質問します。 

      ことし７月末、吉岡中学校体育館で「元気県ぐんまの障害者スポーツフェスタ２０１７ 

in 吉岡－障害者と健常者の共生社会を目指して－」のタイトルで盛会に開催されており

ました。私も町総合スポーツクラブの一員として運営参加させていただきました。 

      群馬県及び群馬県障害者スポーツ協会が今回初めて試みた催しで、吉岡町開催となり、
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障害者と健常者の交流を通じて障害者スポーツの普及を図るとともに、障害者に対する県

民の理解を深める。また、障害のある人とともにスポーツに取り組むことを通じて、障害

者に対する偏見や差別の解消を初めとした理解促進、人権啓発を目的とするものでした。

吉岡中学校の生徒を初め、多くの町民の参加を得て盛会に開催され、意識の高揚に役立っ

たのではないかと感じることができました。 

      そこで、吉岡町として、障害者スポーツの普及・推進活動策についてどのようなお考え

をお持ちでしょうか。 

      また、今回のような触れ合いの機会提供の実践について、計画と立案のお考えはないの

でしょうか、お伺いします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） まず、私のほうから答弁をさせていただきます。 

      スポーツ環境におきましては、一人一人が生きがいを持てるライフスタイルが築けるよ

うに、指導者の派遣や活動場所の提供など、スポーツ・レクリエーション活動の支援に対

し注目視されております。 

      そのためにも、障害がある人もない人も一緒にスポーツを楽しむために、体育協会、総

合スポーツクラブ、スポーツ推進委員会等の協力を得ながら活動範囲や機会を広げていけ

るよう、実現に向けて取り組んでいきたいと考えております。 

      さらに、障害者の方々が気軽にスポーツやレクリエーション活動を参加しやすい環境づ

くりを進める必要があります。そのためにも既存の体育施設等のバリアフリー化など、さ

まざまな施設環境整備にも目を向ける必要があると思っております。 

      まずは、円滑な環境整備を図る上で心のバリアフリー化に取り組み、より多くの方々に

理解を求め、熟成された社会、心豊かな環境づくりに取り組んでいきたいと考えておりま

す。 

議  長（馬場周二君） 大沢教育長。 

              〔教育長 大沢 清君登壇〕 

教 育 長（大沢 清君） 障害者スポーツの推進策ということでご質問いただきましたので、私のほ

うからも答弁をさせていただきます。 

      スポーツは、障害があるとかないとかにかかわらず、誰でもが、いつでも、どこでも気

軽に参加できる、そういったことが必要というふうに考えております。 

      スポーツ基本法の基本理念には、障害者が自主的かつ積極的にスポーツを行うことがで

きるよう、障害の種類及び程度に応じて必要な配慮をしつつ推進しなければならないと規

定をされていることはご承知のとおりであります。 
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      ご質問の障害者のスポーツの普及推進について、どのような考えを持っているかという

ことでございますけれども、障害者スポーツの普及は、社会の認識を変えることにつなが

るのではないかというふうに思っております。これはあくまでも一般論としてでございま

すけれども、障害者はかわいそうというイメージをお持ちの方もおられるかというふうに

思いますけれども、スポーツはこうした認識を払拭する鍵を握っている、そんなことも私

は考えております。例えばパラリンピックで活躍している選手を見ている人たちが、かわ

いそうというような見方は恐らくしておりません。すばらしい選手、そういうふうに思っ

て見ているかというふうに私は思っております。スポーツは人の生き方や社会の認識に影

響を与える力を持っていると、そういうふうに思っておりますので、町においても可能な

限り、障害の種類や程度に応じて安全に運動ができるように考えた施策をとっていきたい

というふうに思っております。以上です。 

議  長（馬場周二君） 柴﨑議員。 

              〔５番 柴﨑德一郎君発言〕 

５  番（柴﨑德一郎君） ぜひ検討、実践をお願いできればと思います。 

      障害理解は、それぞれに自分で意識して学習しようとしていかないと、偏見・差別とい

うことへの理解をしていくことは難しいようです。誰でも触れ合える軽スポーツで障害者

理解を進めていこうではありませんか。まず飛び込むことではないでしょうか。 

      こんなメッセージを目にしました。スポーツには力がある。心を動かすことができる。

心が動くと人が動く。人が動くと世界が動く。障害を心身に持たれる方々にさまざまなス

ポーツ・運動の機会を提供し、障害の有無に関係なく一緒に生きていける社会の構築を目

指すなど、障害者の可能性を引き出すことが大切ではないかと思います。障害者の立場に

理解を深める各種スポーツ事業の開催を期待したいと思います。 

      スポーツ推進の３番目の質問、③スポーツ推進に庁内組織改革を。 

      ２０１１年、群馬県体育協会と群馬県スポーツ振興事業団が合併し、群馬県スポーツ協

会が発足しました。生涯スポーツの振興、競技力の向上、県民体力の保持増進をコンセプ

トに、健康で明るく豊かな「スポーツ健康立県ぐんま」の実現を目指しているといいます。 

      そして２０１８年、来年ですが、平成３０年４月１日から、日本体育協会も議論を重ね

た中、日本スポーツ協会に名称変更されることとなりました。競技スポーツと生涯スポー

ツは一体であり、高齢社会の中、競技スポーツの延伸で、障害者スポーツとのかかわり方

も含めて、スポーツが地域社会の環境改善を図ると言われます。 

      そこで教育長にお伺いします。吉岡町の体育協会の方向性は、どのようにお考えでしょ

うか。教育委員会は、町体育協会の事務局としてどのようにかかわり、組織改善策を進め

ていこうとされているのでしょうか。まだ検討段階にないのでしょうか。教育長のお考え
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をお聞かせください。 

議  長（馬場周二君） 大沢教育長。 

              〔教育長 大沢 清君発言〕 

教 育 長（大沢 清君） 体育協会の組織の改革についてのご質問をいただいておりますけれども、

町のスポーツ、町民のスポーツへの関心、あるいは取り組みへの考え方が変化をしている、

そういったことはご指摘のとおりだというふうに思っております。 

      しかし、体育協会の改革につきましては、体育協会の全体で検討をされるべきというふ

うに考えております。体育協会は１３の自治会の代表者、加盟２２の専門部、それからス

ポーツ少年団の代表等、町内のほとんどのスポーツにかかわる団体で構成をされている組

織でありまして、改革が必要であれば体育協会の総会等において検討をしていくべきとい

うふうに考えておるところでございます。 

      体育協会の専門部それぞれが、現在も初心者教室や審判員講習など教室を開いたり、町

民を対象にした大会を開催することなどや、あるいは気軽に参加できるスポーツやレクリ

エーションの普及のために活動をされておられます。生涯スポーツの目的とする健康の保

持・増進のために「誰もが、いつでも、どこでも気軽に参加できる」ことを目標に活動し

ていただいておるところでございます。 

      もし、改革が必要であれば、また体育協会の会長等にそういった趣旨を伝えていきたい

というふうに考えております。以上です。 

議  長（馬場周二君） 柴﨑議員。 

              〔５番 柴﨑德一郎君発言〕 

５  番（柴﨑德一郎君） 群馬県スポーツ協会、日体協のほうもスポーツ協会に変更しております。

社会の流れではないかと思います。ぜひアドバイス、あるいは指摘、資料提供等で指導を

教育委員会のほうでお願いできればと思います。 

      同じく、２０１１年に「スポーツ宣言日本－２１世紀におけるスポーツの使命」におい

て、スポーツは自発的な運動の楽しみを基調とする人類共通の文化である。スポーツを文

化として楽しむことや、スポーツを通して社会が抱えている課題解決に貢献していくこと

が述べられ、群馬県ではいち早く機構改革をし、教育委員会部局から知事部局に生活文

化・スポーツ部を設置、現在に至っています。 

      国でも２０１５年、スポーツ庁が誕生し、時代の流れの中、スポーツはますます社会の

関心や期待が高まっていることが理解されます。 

      そこで町長にお伺いします。現在は健康増進、体力づくり及び各種スポーツ推進活動は

健康福祉課と教育委員会で、それぞれ各地域、各諸団体への取り組みを実践されておりま

すが、文化スポーツ部門・健康づくり部門の統合等、庁内全体を含め、それぞれ庁内の機
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構改革の検討時期にあるかと思いますが、現状をどのようにお考えかお伺いします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） 機構改革の検討時期にあるのではないかということで答弁をさせていただ

きます。 

      平成１９年４月の機構改革からちょうど１０年を経過しておりますが、それ以降におい

ても、平成２１年４月における町民生活課・住民参加推進室の町民サービス室への統合、

昨年４月の健康福祉課福祉室の高齢福祉室とこども福祉室への分割といった組織体制の変

更のほか、各施策の実施、拡充、縮小に応じた職員配置の見直しを行っております。また、

各部署の間においても随時、事務事業の移動や追加等を行い、柔軟な組織体制による行政

運営を行っております。 

      近年、自治体業務は、地方分権や権限移譲から専門的かつ多様化が進展しているほか、

制度改正や新制度への対応も相まって総体的には増加傾向にあり、またご承知のとおり、

我が町においては県内トップクラスの人口増加率からも、生活基盤の整備や維持管理等の

業務を上乗せさせている状況でもあります。 

      議員のおっしゃられる庁内全体の機構改革、文化スポーツ部門・健康づくり部門の統合

等に関しましては、先ほど申し上げた状況、また当町の限られた職員数の中で組織全体の

事務事業を勘案することはもとより、住民の方が利用しやすい、わかりやすい窓口に配慮

した机、什器、電算等の庁内レイアウト、事務スペースの確保を含め、より大きな視野で

捉えた組織体制づくりを念頭に置き、今後検討してまいりたいと考えております。 

議  長（馬場周二君） 柴﨑議員。 

              〔５番 柴﨑德一郎君発言〕 

５  番（柴﨑德一郎君） 先月下旬の上毛新聞に、１年間にスポーツをした県内在住者の割合は６

８．１％だったことが総務省の１６年社会生活基本調査で判明したことが掲載されており

ました。この調査は、国民・県民の自由時間の行動などを把握して行政の施策に生かすの

が目的とも書かれておりました。 

      また、けさ、議員宛てに配られた吉岡町行政改革実施計画というものを見させていただ

いたんですけれども、吉岡町行政改革実施計画内に「職員が育ち、活躍できる組織体制の

構築」のタイトルで基本方針が示されております。平成３２年度が目標ともなっておりま

す。ぜひ、町長を先頭に職員皆さんの英知を結集し、吉岡町が進むべきよりよい道筋を選

択されることを期待し、次の質問に移ります。 

      ２番目、利根川河川敷未整備地の有効活用策を。 

      坂東太郎の異名で知られ、日本一の流域面積を誇る利根川。源流の山々を抱くみなかみ
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町がことし６月、ユネスコのエコパークとして登録されました。自然環境の保護・保全に

加えて、社会と人間社会との共生・利活用に重点が置かれていることがうたわれておりま

す。 

      そこで、本町内を流域とする利根川河川敷の有効活用策についてお伺いします。まず、

左岸壁の活用策は。 

      利根川左岸壁の南側域は、前橋ゴルフ場の一部に取り入れられ、町への税収があること

から、現在は有効的に利活用されていると思われますが、北部域にある県消防学校西側土

手下の前橋市が管理する緑地公園部分に一部吉岡町部分が存在しますが、現在というか、

これまでに利活用された団体・町民の方は把握しておりますでしょうか。町民には知らさ

れず、吉岡町民が利用できることさえも周知されておりませんが、この公園広場の利活用

範囲、概要及び利活用への手続等、教えていただきたいと思います。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） ２番目といたしまして、柴﨑議員のほうから、利根川河川敷未整備地の有

効活用ということで、特に左岸地域の活用策はということで質問をいただきました。 

      柴﨑議員のご指摘のとおり、利根川左岸地域の県消防学校近辺には吉岡町の飛び地がご

ざいます。そこにはご指摘の公園のほか、砕石工場、鉄筋工場、倉庫などの事業所が４件

ほどあると認識しております。そして漆原地域の自治会の皆さんがその事業所等に広報等

を配布していただいていることも承知をしております。 

      さて、議員さんもご存じのとおり、前橋市が吉岡町町内に公の施設である公園を設置す

るには、地方自治法の規定により両方の議会の議決が必要となります。着工当時、昭和６

３年第２回定例会の教育委員会事務局長の補足答弁によりますと、基本的には吉岡村の住

民も使用できることが前提であり、現在は離れた場所であるが、上毛大橋及び利根新橋が

完成すれば町民にも幅広いメリットがあるとし、さらに先ほど申し上げた事業所のうち２

つの事業所の野球部が吉岡町の野球連盟に加盟しており、そういったチームはすぐに練習

にも使えると答弁されております。 

      なお、建設費は全額、前橋市が負担してくれたようですが、維持管理費については、前

橋市、吉岡町及び北橘村（今現在、渋川市）が受益の限度において協議するとあります。 

      長い年月のうち、当時、教育委員会に在籍した職員はほぼ退職しており、引き継ぎ等に

ついて申し上げるわけではございませんが、そんな経過があったとのことであります。そ

して今後の公園扱いについては、特段のＰＲ等は考えておりません。 

      なお、現在の状況等、詳細につきましては、産業建設課長に答弁をさせます。 

議  長（馬場周二君） 髙田産業建設課長。 
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              〔産業建設課長 髙田栄二君発言〕 

産業建設課長（髙田栄二君） 利根川左岸緑地、前橋市が設置いたしました田口緑地の利活用につい

て答弁いたします。 

      前橋市のホームページによりますと、利用できる団体は「市内の公共的団体及びこれに

準じる団体」、それと「市内に在住・在勤・在学する者が代表する１０名以上の団体で、

その構成員の過半数が市内に在住・在勤・在学する団体」で、個人では利用できないとあ

ります。 

      しかし、先ほど町長から説明させていただいたとおり、前橋市と結びました基本協定に

よりますと、吉岡町民も利用できることになっております。前橋市に問い合わせをいたし

ましたところ、現在の管理は前橋市の田口町の自治会にお願いしているとのことでござい

ます。それほど利用者が多いわけではないというふうにも伺っております。 

      また、維持管理費の負担につきましては、町で負担したこともございません。また、利

用状況につきましてはそんなことで、今把握しているところはございません。しかし、吉

岡町の利用者が増加すれば費用負担の協議が必要になるのは協定書等にも明示されており

ますので、そのとおりになるかと思います。 

      以上、補足答弁とさせていただきます。 

議  長（馬場周二君） 柴﨑議員。 

              〔５番 柴﨑德一郎君発言〕 

５  番（柴﨑德一郎君） 以前は橋もなく、川向こうのため眺めているだけの場所でしたが、今は

新坂東橋を渡っていけばすぐ近くにある公園広場です。町民が気軽に利活用できるようご

配慮、周知していただければ幸いです。 

      次に、②の右岸域の活用策は。 

      右岸域には緑地運動公園として、野球・ソフトボール・サッカー・グラウンドゴルフ・

パークゴルフ、そしてケイマンゴルフと、多くの町内外からのスポーツ愛好者の方々に有

効活用されていることは衆目の認めるところです。町の東の玄関口として、道の駅よしお

か温泉は、これからの各種事業の開催やおもてなし作戦の展開で、さらに多くの来客を迎

えることを期待したいと思います。振興公社に一存することなく、町も最大限のかかわり

をもってにぎわいのある道の駅の盛り上げに支援策を願いたいものです。 

      そんな中、前にも要望させていただいておりますが、ケイマンゴルフ場の南側、天狗岩

用水はけ口から吉岡川河口までの区域に低水護岸を県にお願いし、湧水を活用した町の自

然公園設置計画の推進をお願いできればと存じます。以前にもおつなぎしましたように、

故人であります元町議栗原要氏と、やはりこちらも故人であります前知事の小寺弘之氏と

の約束の場でもあります。絶えない湧水に小魚・小鳥が集まり、蛍飛び交う利根の自然を
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満喫できる自然が豊富な公園への再生、多くの子供から老若男女が集い合う触れ合いの場

に有効活用計画を進めることができないものか、改めて町長のお考えをお伺いします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） この件に関しましては、何人かの方より質問をいただいております。前小

寺知事、そしてまた栗原さんとも話し合いがあったということも伺っております。 

      今、利根川右岸のケイマンゴルフ場の南側、そしてまた、天狗岩用水はけ口から吉岡川

河口までの区域には、議員が言うように小魚・小鳥が集まり、蛍も飛び交うなど、利根川

の自然環境が保たれている自然豊かな区域でもあります。また、個人的に会をつくってい

ただきまして、コウテイギクですか、大分植えていただいているというような話も聞いて

おります。昨年改定した都市計画マスタープランにおいても、自然的環境保全エリアとし

て利根川による広大な水辺環境の保全、水質の改善や環境の美化に努め、生物が生息する

環境に配慮していくこととしております。 

      議員ご提案の自然が豊かな公園への再生による有効活用につきましては、町民の皆様の

意見を参考にしながら検討していくということで、前から言っているとおり検討していく

ということでよろしくお願いしたいと思っております。 

議  長（馬場周二君） 柴﨑議員。 

              〔５番 柴﨑德一郎君発言〕 

５  番（柴﨑德一郎君） その検討も、ぜひ有意の検討でお願いできればと思います。 

      それからもう１カ所、右岸域といっても最上位部、渋川市との境にある滝沢川河口から

渋川市坂東橋緑地公園の南側に位置する自然公園のさらに南側の雑木地で、既に一部、低

水護岸が施されている三角地域です。現在は雑木が生い茂り、見るも無残な荒れ地となっ

ています。この場所は三方に見通しがよく、利根川河原の中ほどです。周囲には障害物が

ありません。ここを芝生の広場にして、ラジコンの飛行機やヘリコプターの発着所に利活

用することはできないものでしょうか。現在の河川緑地公園やあいている河川敷で、ラジ

コン操作の軽飛行機やヘリコプターの操作練習をされている方を時々見かけます。周辺に

は人が多く、大変危険です。大人の遊び場ではありませんが、吉岡町に飛行場、ちょっと

ミニですが、少しばかりロマンがあってよいのではないでしょうか。 

      また、現在、急速に幅広い業界で普及してきたドローンの操作訓練の場、開放地として

の提供等利活用も一方策ではないでしょうか。農業・測量・インフラ点検等、県内にもド

ローン製造販売の新会社も誕生と、また、ドローンでの３次元測量をと空撮メーカーが建

設業界でのＩＣＴ（情報通信技術）活用を後押し等々、新聞報道もありました。吉岡町の

道の駅の活性化策としてご一考いただければ幸いです。町長のお考えをお伺いします。 
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議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） 大石公園ということで、議員もご存じだと思いますが、あのところに行く

には渋川市を通らないとどこにも行けないということで、あのところを開発するというこ

とになりますと、渋川市と相談しなければできないのかなというようにも思っております。 

      議員ご指摘のところは、以前から大石運動公園として、たびたび渋川市との共同利用と

の協議の話がされてきたところでもあります。平成２５年度に事務レベルでの協議があっ

た場所でもあります。そのときには、いわゆる渋川市があのところにラグビー場をつくり

たいんですけれども協力願えるかということで、もちろん河川敷でありますので県の許可

も要るということで、渋川市がそういったことで事業をやってくれるのであるならば、町

としてよろしいでしょうということでお話しした経過もございます。それが、いつ何時か、

話が全然進まないというような状況でもあるわけでございます。渋川市が進めている、渋

川市及び吉岡町の地域連携に関する協定書の目的の中に、個別事項としては掲げられてお

りませんが、しかし、渋川市の公園に接する場所でもあり、今後の利活用については渋川

市との一定の配慮が必要ではないかなというようには思っております。 

      先ほどから申し上げているとおり、あの公園に行くには渋川市を通らなくてはいけない

ということで、渋川市の協力なくしてできるものではないのかなというふうには思ってお

りますが、今現在、そういったことで、渋川市があのところを貸していただくならば開発

をしたいというようなことがあったということをお知らせして、今後、渋川市が連携する

中で、できることならあの林をきれいにして活用できればいいなというふうには思ってお

ります。 

議  長（馬場周二君） 柴﨑議員。 

              〔５番 柴﨑德一郎君発言〕 

５  番（柴﨑德一郎君） 雑木地ではなくてせっかくの広場ができれば、町民が利活用できるよう

なそんな広場にぜひ渋川市さんと連携ができればお願いできたらと思います。 

      次に３番目、「子供の貧困対策に向けて」をタイトルとさせていただきます。 

      子供の貧困対策に向けて。子供の生活・学習支援事業は。この問題につきましては、要

望のみにさせていただきます。 

      ことし６月、上毛新聞掲載記事で「子供の貧困・食や学習支援を探る」として、「地域

特性の把握へ本年度３市町村」と大きく報道されました。そこには吉岡町が率先して調査

のもと、結果を効果的な支援につなげたいとコメントがありました。 

      町の地域特性を生かすには、効果的な支援につなげていくには等々、町の深いかかわり

と庁舎内の連携が大切なのではと思われます。例えば平成２９年の高崎市の認定ＮＰＯ法
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人での吉岡町学習支援事業のスケジュール表において、週１回の開催予定が年内中までし

かなく、その後の開催場所の確定がありません。年間を通しての安定した会場設定のもと、

安心して子供らが予定して通える居場所の提供など、支援事業の推進方を目指し、個別の

状況に応じた生活面・学習面の支援を行っていただきたいと思います。 

      要望だけにかえさせていただいて、続いて、最後の最終質問に移ります。 

      ４番、地域課題、ハザードマップ作成プロセスと改善点は。 

      なお、この質問につきましては、先ほどの金谷議員の質問と重複するところであります。

そのところで一部割愛させていただいて、この６月に五十嵐議員から、吉岡町河床管理の

実態における要望についてということで質問があったかと思いますが、その進捗現況につ

いてお伺いをさせていただきます。そのほかハザードマップについて、金谷議員の補足が

ありましたらお願いしたいと思います。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） ハザードマップ作成のプロセスと改善点ということで、私のほうからも重

複する部分があるかと思いますけれども、述べさせていただきます。 

      まず、農業用のため池に関するハザードマップ作成委託料についてですが、町内の農業

用ため池は、上之原貯水池を初め大小合わせて吉岡町には１２カ所あります。 

      平成２５年、２６年に農業用水水利施設であるため、池の一斉点検を県とともに実施し

ました。なお、上之原貯水池など、面積が大きい７施設については県が業務委託をして調

査した結果、直ちに改修する必要があるため池はありませんでした。 

      しかし、点検の結果、防災体制づくりの推進と強化策として、警戒すべきため池にはハ

ザードマップの作成が国の方針として昨年度に義務づけられ、本年度にため池のハザード

マップの作成業務を委託することになりました。 

      なお、県で定めるため池整備基本方針では、決壊した場合に人家に影響を与えるおそれ

がある貯水池として堤高、いわゆる堤防ですね、１０メートル以上、かつ貯水量が１０万

トン以上の貯水池を警戒すべきため池としております。町内でその基準に該当するため池

は、上之原貯水池及び塔之辻貯水池の２カ所となります。 

      また、ため池ハザードマップが作成された後には、地域住民への配布や町ホームページ

の掲載による公表、周知する予定でもあります。 

      次に、吉岡川の雑木対策、河床の堆積対策についてですが、６月議会における五十嵐議

員からの質問を受けて、改めて河川管理者である県に対しまして、町として堆積土砂の撤

去に関する要望書を提出したところであります。 

      再度、県に確認したところ、要望いただいた吉岡川の状況については、現地において堆
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積状況等の確認をしており、来年度の当初予算要求に吉岡川の雑木対策、堆積対策の委託

費を要求していきたいとの回答を得ているところでもあります。 

議  長（馬場周二君） 柴﨑議員。 

              〔５番 柴﨑德一郎君発言〕 

５  番（柴﨑德一郎君） 同じく６月議会での大林議員や先ほどの金谷議員の質問にも関連します

が、７月の上毛新聞に、利根川洪水区域に新たな洪水浸水想定区域が示され、渋川で最大

浸水深１０メートルとありました。渋川半田地域の浸水は、そのまま漆原地域への流域拡

大となるのではないでしょうか。ハザードマップ作成に生かしてほしいと要望させていた

だきます。 

      また、大林議員の防災関連質問の中で、この４月に全ての自治会に自主防災組織が立ち

上った旨、町長、町民生活課長ともにお話がありましたが、以前、全自治会に自主防災組

織編成できたら、町を挙げての一斉防災訓練を実施すると言っておられましたが、いつご

ろを計画しているのかお伺いします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） この件につきましては、町民生活課長より答弁をさせます。 

議  長（馬場周二君） 福島町民生活課長。 

              〔町民生活課長 福島良一君発言〕 

町民生活課長（福島良一君） 町では町全体の防災訓練に向けて、本年度、この７月に予定するはず

でしたが、北九州の豪雨によって中止となった、全国瞬時警報システム、Ｊアラートの緊

急地震速報訓練を活用した訓練をやって住民の防災意識を高めようと考えたわけですが、

またこの１１月に実施をする予定であります。そういった町の皆さんの防災意識を高める

ことによって、町全体の防災訓練に向けていきたいなと考えているところであります。 

      また、町全体の防災訓練の実施に向けて、各自治体の自主防災組織の活動状況等を聞き

ながら、今後、自治会定例会等において町全体の防災訓練に向けて協議していく考えであ

ります。また、吉岡町の防災訓練にとって必要となる消防団とも協議しながら、町全体の

防災訓練の実施を検討して、時期についてもそういった協議の中で決めていく考えでおり

ます。以上です。 

議  長（馬場周二君） 柴﨑議員。 

              〔５番 柴﨑德一郎君発言〕 

５  番（柴﨑德一郎君） 先日、議会総務常任委員会で、地域の防災の取り組み方について、宮城

県七ヶ浜町、亘理町へ視察研修をさせていただきました。両町ともに町主催の総合防災訓

練で、町民らの防災意識の高揚とおのおのの役割や備蓄品等の確認作業をする上で大変重
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要なことだと、その必要性を熱く語っておられました。各自主防災組織による防災訓練と

あわせ、ぜひとも全町挙げての防災総合訓練の実施を期待します。 

      さて、８月中旬、議員有志で県主催の防災・減災シンポジウム「カスリーン台風から７

０年～いま考える水災害対策～」を先ほどの金谷議員とともに皆さんで聴講してきました。

そんな中、県土整備部長がコメントしていたんですけれども、災害発生時、県情報により

各河川の水位報告を示し、避難勧告・指示等は市町村に任せる旨、発言されておられまし

たが、実際、吉岡川の氾濫危険水位基準は河川天端何センチメートルを想定されるのか、

お伺いします。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） この件に関しましても担当課長より答弁させます。 

議  長（馬場周二君） 福島町民生活課長。 

              〔町民生活課長 福島良一君発言〕 

町民生活課長（福島良一君） ご質問にありました吉岡川の氾濫危険水位基準ですが、吉岡川は一級

河川で県の管理河川であることから、県に確認したところ、県内でも多くの県管理河川が

氾濫危険水位基準などが設定されていない状態だということで話を聞いているところであ

りまして、今後その基準を設ける河川について調査を考えているとの話を伺ったところで

あります。 

      ただ、吉岡町としては、河川基準がないからとして、そのままでいるわけでなく、台風

等、または大雨警報が発令されたとき担当職員が役場に詰めまして、吉岡川とか吉岡川以

外の河川の見回り対応をしているところでございます。 

      避難所につきましても、災害に応じて、漆原地区につきましては駒寄体育館に避難する

等の考えも持っているところでございます。 

      また、ハザードマップの改善等につきましては、金谷議員にさっき話したとおりでござ

います。 

      今後も地元の自治会長の意見等を参考にして進めていきたいというふうに考えておりま

す。以上です。 

議  長（馬場周二君） 柴﨑議員。 

              〔５番 柴﨑德一郎君発言〕 

５  番（柴﨑德一郎君） 漆原地域の方々は、吉岡川、利根川ともに洪水が起こったら避難経路が

絶たれるのであります。 

      先日の上毛新聞に、洪水対策で人工高台の整備、利根川と渡良瀬川に挟まれる板倉町が

緊急避難設備の洪水避難タワーを来年度建設するという記事を目にしました。かなわぬ願
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いとは理解しますが、現在建設中の城山防災公園を切り取って、漆原の地域に移築できた

らなと思いは募ります。 

      最後に、都市計画道路の見直し業務の進捗状況についてお伺いします。 

      先ほど金谷議員への答弁で、漆原総社線の未整備地区の見直し業務を進めることは確認

させていただきました。改めてお伺いします。見直し作業の工程について簡単にご説明お

願いできますでしょうか。 

議  長（馬場周二君） 髙田産業建設課長。 

              〔産業建設課長 髙田栄二君発言〕 

産業建設課長（髙田栄二君） 未整備区間のルートにつきまして、概略検討を行っておるところでご

ざいます。必要に応じまして、都市計画の変更・廃止の検討を行うとともに、事業実施に

向けた検討を行うということで委託作業を行っておるところでございます。以上です。

（「終わります」の声あり） 

議  長（馬場周二君） 以上をもちまして、柴﨑德一郎議員の一般質問が終わりました。 

      ここで昼食休憩をとります。再開を１時とします。 

          午前１１時５２分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          午後 １時００分再開 

議  長（馬場周二君） それでは、会議を再開いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議  長（馬場周二君） １４番小池春雄議員を指名します。小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君登壇〕 

１ ４ 番（小池春雄君） それでは、通告に従いまして質問を行います。 

      まず、第１点目でありますけれども、学校給食費の無料化についてをお尋ねするもので

あります。 

      この件につきましては何度も質問しておりますけれども、学校給食費の無料化は町長の

選挙公約でありました。公約とは、町民に対して、当選した暁には約束を実現・実行する

ことです。一部補助はされていますけれども、実現はされていません。 

      任期も残すところあとわずかとなりました。本当にわずかですね。平成３０年度予算編

成期も間近となっております。ここでやらないと本当に公約が実現をできなくなります。

ぜひとも実現を図っていただきたいと思いますけれども、町長の考えをお尋ねするもので

あります。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 
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町  長（石関 昭君） 小池議員さんの１つ目の質問ということで、町長の選挙公約です。任期中

の町民の約束をぜひ果たされたいということでご質問をいただきました。 

      まだ予算を立てるのにあと２回あります。選挙公約ということですけれども、私の選挙

公約である学校給食費の無料化ということでご質問をいただきました。昨年の１２月の第

４回定例会とことしの第１回定例会においても同じ質問をいただきましたが、同様な回答

になりますが、今後、明治小学校の職員室の拡張工事や駒寄小学校の体育館建設及び吉岡

中学校の教室不足による校舎増築も想定されております。そういったことで、学校教育施

設の膨大な予算（経費）が必要とされております。 

      私も公約の中で無料化に向けて努力をしますということは掲げておりますが、それは今

でも変わりはございません。吉岡町で暮らす子供たちのために今何が必要かを適正に判断

し、限られた予算の中で優先順位をつけてやっていきたいと考えております。 

議  長（馬場周二君） 小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） 町長は確かに２回なんですけれども、２回目となると再来年の３月ですけ

れども、３月、確かにあります。しかし、４月には任期が来るんですよね。その先はだか

らどうなるかわかりませんが、やっぱり町長が実施をしてそれで見届けるというのは、私

はもう来年しかないかなというふうに思っているんですよ。確かに吉岡町で子供がふえる

ということで教室が足りなくなる、それはまさに事実でしょう。しかし、確かに町長は選

挙公約の中で、実現に向けて努力をするということですから、実現に向けて努力していた

だくということは私は大事だと思います。そして公約ですから、住民に対し「当選した暁

には」というのは、選挙前ですからまだ夜は明けていないんですね。でも、自分が当選す

るころには明るくなると。ということは、自分が当選したら給食費の無料化実現のために

努力をするというのが公約ですよね。ですから、今の答えを聞いていると、全然前に進ま

ないで、だから、あっちもあるから、こっちもあるからと、それは私には言いわけにしか

聞こえてこないんですよ。 

      やり方というのはいろいろあったかと思うんですけれども、これまでみどり市が学校給

食を無料化にしたときというのは、これは石原市長でしたね、みどり市の。考え方が、教

育の一環として食育に主眼を置く、こういうことで無料にしたようであります。教育の一

環としてそこに主眼を置くんだと。そして、全面無料化のお金はどうしたかというと、

「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の目玉施策としてやるんだというんですね。私も不

勉強だったかもしれないんですけれども、この金も使えたんですね。ですから「まち・ひ

と・しごと」、これでも学校給食の無料化、全部じゃないんでしょうけれども、一定の部

分が充てられたんだと思います。ですから、いろいろ方法を考えれば私はできたんじゃな
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いかというふうに思うんですけれども、町長、「もうできません」と言っちゃうのはすご

く簡単なことだと思うんですよね。でも、やっぱり町長が町長として住民に対して行った

公約ですから、先があるような話をしないで、もう本当に残された期間は１年とわずかで

す。ぜひとも決断。だから私は無料化をぜひともお願いしたいと思いますけれども、来年

度に向けて、無料化はどうしてもできないというんであれば、思い切って半額まで補助し

ようかというようなことを私は検討に値するんではないかというふうに思いますけれども、

いかがでしょうか。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） 私、無料化に向けて努力すると言っておりますので、まず１回はある程度

補助を始めたと、それが第１回でございました。 

      そういった中において、確かに無料化にすればいいことなんでしょうけれども、今財政

上いろいろなことを考えると、いかに補助をできる体制を整えるかなということは私も日

ごろは考えております。そういったことで、私も先ほどから言っておりますが、予算を組

むのにあと２回組ませていただくという期限がございます。そういった中でどこまで無料

化を進めるか、いろいろなことで考えていかなければならないなと思っております。 

      今、吉岡町は他町村にない子供の多さというのは極めて珍しい町かなというようには思

っております。そういったことで、いろいろなことで、これをしろ、あれをしろ、しなく

てはならないという事業もあろうかと思いますが、一つの教育として、先ほどから申し上

げているとおり、給食費より先にしなくてはならない事業があるのかなというようなこと

を思っておりますので、期間中にどれだけのことができるか私も考えております。そうい

ったことでご理解をいただければというように思っております。 

議  長（馬場周二君） 小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） それでは、いつも遅くなっちゃうんですけれども、今回は早目に、予算編

成期ちょっと前ですから、予算編成期に当たりましては、十二分に検討していただくとい

うことを切にお願いしまして、次の質問に移ります。 

      続きまして、就学援助制度についてお伺いをするものであります。 

      吉岡町の平成２７年度、小学校・中学校の就学援助の実施状況についてお尋ねします。 

      そういったことでありますけれども、平成２６年度、文科省全国調査では平均で１５．

６２％です。高いところで、大阪では全児童に対して２４．５２％、約４人に１人が就学

援助金を受給しております。群馬県でも平均で７％です。この数字を見まして、吉岡町と

比較してみると、吉岡町は大変低い数字になっているというふうに思いますけれども、ま
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ず、吉岡町の実態についてお示しを願いたいというふうに思います。 

議  長（馬場周二君） 大沢教育長。 

              〔教育長 大沢 清君登壇〕 

教 育 長（大沢 清君） ただいま小池議員から、平成２７年度の小学校、それから中学校の就学援

助の実施状況についてということでご質問いただいております。 

      小中学校合わせてになりますけれども、人数としますと５４名が受給をされております。

率にしますと２．６４％ということになります。ちなみに平成２６年度につきましては４

８名で、２．３６％ということになっております。また、本年度はまだ年度の途中ではご

ざいますけれども、５９名で２．８２％、こういった状況になっておるわけでございます。 

      ただいまご質問中にもございましたけれども、平成２６年度における全国調査では大阪

府が最も高くて、群馬県は低いほうから３番目というような、順位で言うのはどうかとい

うふうに思いますけれども、その差にしますと約３．６％ほどの開きがございます。 

      県内の町村別の細かい状況については特に公表はされておりませんので、町が県内でど

のくらいの位置にあるかということは今のところはちょっとわかりませんけれども、別の

方法で国が調査をしておりまして、５％以下、１０％以下というような形での公表により

ますと、県内町村部のほとんどが５％以下、高いところが前橋市で１５％以下、ほかの市

は１０％以下という形になっております。 

      また、東毛、中毛、西毛といった地域での区分にすると、これは考え方でございますけ

れども、保護者の就業状況ですとか産業構造、経済状況等、それぞれの地域の差というの

もあるかというふうに思いますから、そうした面からしますと、一概に支給率の比較は難

しい面もあるのではないかな、そんなふうに考えておるところでございます。 

議  長（馬場周二君） 小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） 群馬県は全体的に確かに低いというのはわかっています。そして、高いと

ころでは、先ほど言いましたように大阪なんか２４．５２％、もうほぼ４人に１人が受け

ているというのが実態であります。群馬県は確かに低いんですけれども、全国平均から見

れば本当に低いんですね。 

      今、教育長が答えたというものは、恐らく平成２６年度に文科省が行った就学金援助実

態調査報告書という、それに出ていますから、そのとおりだと思うんですけれども、私は

吉岡町のホームページを見まして、人が受けやすいというんですかね、もう少しホームペ

ージの工夫が必要なんではないかというふうに思うんですよ。確かに生活保護と準要保護

児童に対して援助を行うわけでありますけれども、私が見ていて取っつきにくいんですね。

ですから、まだ改良の余地は十分にあると思います。 
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      それと、それだけじゃなくて支給の……第２問はこの問題について２、３としておりま

すけれども、順番にいきます。 

      吉岡町には生活保護基準というのがありまして、基準どおりに行う自治体もあれば、文

科省の調査の中でも平均が、自治体における基準の倍率ですよね。生活保護基準の倍率が

１．３倍というのが３５．５％で高いんですよね。教育長も、これまで私が質問したこと

がありますけれども、太田市なんかではこの基準を１．６％に上げたというような記事が

以前、新聞紙に今年でしたかね、載っていましたけれども、そういうふうにすることによ

って就学援助金を受けやすくするということもしております。 

      私は、きのう、おととい、さきおとといの３日間の決算ですごく感じたのは、給食費に

おいても不納欠損というのがありましたよね。ですから、こういう人たちというのが不納

欠損になるようであれば、最初からこういう手段もあるよということで、就学援助金制度

を申請していれば不納欠損という形はとらずに済んだというふうに思います。 

      そういう中で、制度は確かに変わりました。しかし、国は金を出さないとは言っていな

いんです、ちゃんと一定の額は交付税で見ていますよというふうに調査の中でもそう言っ

ているんですから、来ていると思いますよ。申請すればその分は来ると。ですから生活者

のために、児童生徒のために、この制度をもう少し周知徹底させる必要があるんではない

かというふうに思いますけれども、いかがでしょうか。 

議  長（馬場周二君） 大沢教育長。 

              〔教育長 大沢 清君発言〕 

教 育 長（大沢 清君） ただいま周知方法ということでご質問いただいておりますけれども、現在、

町がどのように保護者の方々に周知をしているかという現状でございますけれども、まず、

町のホームページ、これはもう年間を通してホームページのほうに掲載をしております。

それから、毎年、町の広報紙の１月号にも掲載をしております。それから、在校生のご家

庭へも子供を通して配付をさせていただく。それから、新入学児に入学の通知書を送付す

るわけでございますけれども、その封筒の中に同封をしまして、「就学援助制度について

のお知らせ」というような形で、漏れなく児童生徒のご家庭に届くようには周知は図って

おるところです。 

      内容的に少し問題があるということであれば、周辺市町村がどのような形で周知を図っ

ているか。ホームページに載せているところ、載せていないところ、いろいろあるわけで

すけれども、ホームページ等を参考にさせていただきまして、できるだけ細かく周知が図

れるようにしてまいりたいというふうに考えております。以上です。 

議  長（馬場周二君） 小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 
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１ ４ 番（小池春雄君） 今、入学時に説明していますよね。それに対して進級時はどうしています

か。毎年、１年生、２年生、３年生になる、そのときどうしていますか。入学時だけです

か。 

議  長（馬場周二君） 大沢教育長。 

              〔教育長 大沢 清君発言〕 

教 育 長（大沢 清君） 先ほども申し上げましたけれども、在校生につきましてもご家庭に周知を

図るような、そんな方法をとっておるところでございます。 

議  長（馬場周二君） 小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） それでは、教師に対しての周知はどうなさっていますか。 

議  長（馬場周二君） 大沢教育長。 

              〔教育長 大沢 清君発言〕 

教 育 長（大沢 清君） 今申し上げましたように、「就学援助制度についてのお知らせ」というこ

とで全子供たちに持たしておるわけですから、当然、それぞれの教師にもこれは見ていた

だいている、そういうことで理解をしております。 

議  長（馬場周二君） 小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） 教師に持たせているって、要するに教師に持たせるには教師向けの説明会、

だから教師に就学援助制度をしっかり理解してもらうための説明会はしていますかって、

ごめんなさいね、ちょっと。 

議  長（馬場周二君） 大沢教育長。 

              〔教育長 大沢 清君発言〕 

教 育 長（大沢 清君） 教師への説明ということですけれども、特に教師を集めて、この制度につ

いての説明会ということはやっておりません。 

      ただ、申請書につきましては、学校を通して教育委員会に上げていただくということで

ございますから、当然、学校の校長にコメントを書いてもらうということもしております

ので、全教師がこれを細かく把握しているかというと、その辺のところは定かではござい

ませんけれども、管理職につきましては内容的によく承知しているというふうに考えてお

ります。 

議  長（馬場周二君） 小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） 文科省の平成２６年度の就学援助実施状況等調査という中には項目がある

んですね。教職員向け説明会を実施と。そうすると何％ですというのもあります。それと
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また、保護者向け説明会を実施するよう各学校へ指導しているかどうかと。だから、持た

せたじゃなくて、保護者向けの説明会を実施するよう各学校へ指導していますかどうです

かという項目もありますよね。ですから、私が言いたいのは、こういう制度もありますよ

ということが先生も十分に知って、そして保護者も知る、そのためにも先生には制度その

ものをしっかりと理解していただく、保護者にもこのことを理解していただくというのが、

ここであります教師向け説明会の実施、あるいは保護者向け説明会を実施するよう各学校

へ指導しているかどうかということも文科省の調査の中でしていますよね。そうすると、

何％していますよというのが出ています。割合に少ないんですけれども、そういうことも

十分に知っております。 

      ですから、私は先ほど割合を言いましたが、吉岡町は本当に少ない。少ないことがいい

ことじゃなくて、少ないということは、平均より下だというそのことは、十分に周知徹底

されていないのが原因ではないかなというふうに思います。教育長がそれで頭をひねると

いうことは、じゃ吉岡町の子供をお持ちの保護者がそんなに裕福な人ばかりかというよう

なことにも見えてくるんですよ。私はそうじゃないと思いますよ。 

      先ほども言いましたけれども、これは昨日の学校給食費だけに限らず、町税にしても国

保税にしても、これだけの滞納繰越がありますよね。滞納繰越があるところは未収金があ

る。あれば、みんな銀行に入れておけば、そこからみんな引き落としされますから、そん

なに多くないと思うんですよ。でも、これだけで未収金があり、なおかつ時には不納欠損

も生じるということは、やはりこのことが十分に周知されていない。だからこのことが十

分に周知されているところというのは、大阪みたいに４人に１人が就学援助金制度を利用

できるんだというふうに思うんですよ。私はそういう生徒、子供たちのことを考えれば、

町にこういう制度があるからぜひとも使って、制度というのは使ってもらって初めて生き

るわけですから、そういうための努力をぜひともしていただきたいんですけれども、いか

がでしょうか。 

議  長（馬場周二君） 大沢教育長。 

              〔教育長 大沢 清君発言〕 

教 育 長（大沢 清君） 確かに大阪府の場合は率的に高いということがございまして、先ほど申し

上げましたとおり、大阪府は群馬県から３．６倍くらい多い。県内でも吉岡町が特別に少

ないというふうに私は考えておりませんので、先ほど申し上げましたとおり、調査結果を

見ますと、町村部につきましてほとんど５％以下というような状況でございます。そうい

うことでございますので、吉岡町が特別に低いというような考え方を持っておりませんし、

周知方法につきましても全ご家庭のほうにお知らせが届くようにしていると、そういうこ

ともやっておりますし、周知方法はホームページ、それから町の広報紙等、考えられる手
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段は一応使って周知を図っているというような考え方を持っております。 

      これからさらにやるとすれば、先ほど小池議員さんの質問にありましたように、教員が

こういう制度を理解して、もし子供たちがそういう状況であれば保護者の方に申請をする

ようにお話をしていただくとか、そういうことはやっていただければよろしいのかなとい

うふうに考えております。 

      何回も申し上げますけれども、吉岡町が突出して少ないと、こういう状況ではないとい

うことはご理解いただきたいというふうに思います。県内で町村部につきましては、ほと

んどこういったレベルの中にあるということでございますので、さらにこれがいいという

ことを私は申し上げているわけではなくて、ほかにもっといい周知方法があれば、ほかの

ところも研究させていただきまして、周知を図る努力はしていきたいというふうに考えて

おります。以上です。 

議  長（馬場周二君） 小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） それでは、先ほど言いましたように、まずは教育委員会として教職員向け

の説明会の実施、これは文科省の資料の中にあるんですよね。確かに率は少ないんですけ

れども、しているかどうかという問いもあります。だから、実際にしているところもあり

ますね。それと、保護者向け説明会を実施するよう各小学校へ指導しているかどうかとい

うような項目があります。だから私はぜひ、できることはみんなして、いや、それでもな

かったんだよというんであれば、それはそれでいいと思うんですよね。ですから、知らな

いあなたが悪いんだというんじゃなくて、情報はぜひとも知って、それでその後、判断す

るのは各自ですから、そういうことが漏れなく伝わるような実施方法をお願いしたいと思

いますけれども、もう一つ済みません、確認よろしいですか。 

議  長（馬場周二君） 大沢教育長。 

              〔教育長 大沢 清君発言〕 

教 育 長（大沢 清君） まず、教員への周知方法でございますけれども、教職員の全体研修会を年

に２回やっております。その際に当然、先生方も見ていただいているわけですけれども、

内容的なことにつきましてもそういった機会を通じて、もし周知が図れるようであればそ

の時点でやりたいというふうに考えております。 

      それから、保護者向けにつきましては、例えば集まっていただくといっても、これだけ

で集まるというのは、なかなか保護者の方に集まっていただけないというふうに思ってお

りますので、またＰＴＡ会長さん等にもご意見等を伺っていきたいというふうに考えてお

ります。以上です。 

議  長（馬場周二君） 小池議員。 
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              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） 保護者向け説明会を実施するよう学校へ指導するというんで、していると

ころもあるようですから、ぜひともそのことをお願いしたいと思います。 

      それと、もう１点なんですけれども、先ほども言いましたけれども、いわゆる生活保護

基準、実施状況ですね。これはそのままのところもあれば、先ほど言いましたように太田

は１．６倍ですね。そして平均を見ても１．３倍というのが国の調査でも明らかな数字と

なっております。 

      やはり私は、これを子育て支援という面から見た場合には上げていく必要があるんだと

いうふうに思いますけれども、教育長一人の一存ではできないと思いますけれども、ぜひ

この辺も町長と協議をして、太田までいかなくても、太田の手前ぐらいまでいくような努

力をしていただきたいと思うんですけれども、いかがですか。 

議  長（馬場周二君） 大沢教育長。 

              〔教育長 大沢 清君発言〕 

教 育 長（大沢 清君） 生活扶助基準額の太田市は１．６倍ということのようでございますけれど

も、生活扶助基準額をそのまま基準としているところは多分県内でも少ないのではないか

なというふうに思っております。前回のご質問のときにもお答えさせていただいておりま

すけれども、吉岡町も生活扶助基準額の大体１．３倍程度を基準とさせていただいている

ということで、前にもお答えさせていただいているかというふうに思いますけれども、一

応そんな形で審査をさせていただいております。 

      今、ご質問の中にもございましたけれども、これは当然予算を伴うものでございますの

で、また町長のほうとも協議をさせていただきたいというふうに考えております。以上で

す。 

議  長（馬場周二君） 小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） ぜひとも、この基準におきましても今１．３倍ということですけれども、

随時上げるような努力をしていただきたい。 

      それともう１点ですけれども、就学援助につきまして、大概、学校に入ってから申請を

受け付けて、そして支給をされるのが恐らく６月か７月ごろになると思うんですよね。こ

れもいろいろな文科省の調査を見ると、あらかじめ調査をしておいて、子供が入学する２

月ごろから審査の状況で支給をしていると。要するに、学校に新入学の子というのはその

ときにお金に窮するわけですから、それを前倒しというんですかね、２月ごろにしている

というところも出ていますし、太田なんかもそれをやっていますね。ですから、その辺も

私は十分に検討の余地があるんではないかと思いますけれども、この点についていかがで
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しょうか。 

議  長（馬場周二君） 大沢教育長。 

              〔教育長 大沢 清君発言〕 

教 育 長（大沢 清君） 審査時期といいますか、支給時期を早める、入学前に支給できないかと、

そういった趣旨のご質問かというふうに思いますけれども、周りがどうだからということ

ではないんですけれども、中部管内で実施しているという市町村は今のところまだないよ

うでございます。 

      先ほどご質問の中にもございましたけれども、群馬県では太田市が、新入学時のみに限

って１月末までに申請をしていただいて、２月に審査をして入学前までにお支払いすると、

そんな制度に変えているようでございますけれども、ただ、収入ですとか所得の審査が

前々年度のものを利用すると、そういったこと、あるいは教育委員会からの入学通知の発

送前というような、そんなこともあるようで、少し混乱があるのではないか、今そのこと

も心配をしておりました。というのは、例えばアパートに住まわれている方で、果たして

吉岡町に入学するのか、そういう方もおられます。そういうことで吉岡町の場合は入学通

知と同封すると、そんな形をとらせていただいておりますので、入学前にお支払いすると

いうのはちょっと困難、難しい状況になっておると、そんなことがございます。 

      そういったことで、どんなふうにうまくしたら支払いできるのかと、その辺のところも

少し研究させていただければというふうに思っております。すぐ実施できるかどうかとい

うのは、これはちょっとあれなんですけれども、今後検討をさせていただくということで

ご理解いただければというふうに思います。 

議  長（馬場周二君） 小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） 先ほど言いましたように、太田市の例を出しましたけれども、実際にそれ

を始めているところがありますから、恐らく今教育長が言ったような懸念というのはクリ

アできているんだというふうに思います。そして検討してみたいということでしたので、

ぜひとも、今６人に１人の子供が貧困と言われている時代ですから、そういうところに手

が届く教育行政であってほしいというふうに思いますので、特にそういうところには注意

を払って、できることであれば、どこかでやっていないものをやれというというのはなか

なか勇気が要るんでしょうけれども、やっている事例があるというんであれば、そういう

ところにいいところは倣って、私は吉岡町でも、町長も子育て支援を言っている人ですか

ら、ぜひそのことは実施をしていただきたいということを強くお願いをしておきます。 

      続きまして、３点目の介護保険総合事業についてお尋ねをいたします。 

      訪問、通所サービス充実の方針と今後の計画と見通しということで出しておきました。 
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      皆さんご存じのように、ことしの４月から介護保険事業が本格スタートしました。介護

予防、日常生活支援総合事業と生活支援体制整備事業が各自治体で取り組む事業で、自治

体が行う事業のため住んでいる場所ごとにサービスが違っていると。それぞれの自治体が

自治体ごとに行いますから、違ってきます。吉岡町でも、以前のサービスを低下させるこ

とのないように取り組む必要があるということ言いましたら、そういう方向でやっていき

たいというような回答がありました。 

      これまでの介護従事者を地域あるいはボランティア、ＮＰＯにお願いしていくような形

をとるようになるわけでありますけれども、このことは言うのは簡単でありますけれども、

恐らく課長が答えるのでしょうけれども、担当の課としても苦慮しているところだという

ふうに思いますけれども、今これがどのような形で推移されて、今後どの辺まで到達でき

て、今もどういう問題があって、今後はどのような対策・方策をとっていきたいというふ

うに思っているのか、その辺についてお尋ねをするものであります。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） ３番目の質問をいただきました。介護保険総合事業、その中の訪問、通所

サービス充実の方針と今後の計画と見通しということで質問いただきました。 

      平成２７年４月に介護保険法の改正により総合事業が導入され、平成２９年４月までに

総合事業への移行をすることとなりました。吉岡町は平成２８年１月から総合事業に移行

させていただきました。 

      従来の介護予防サービスは、国の介護保険制度によって基準や単価が全国一律でしたが、

総合事業では各市町村が、先ほど議員が言われたように基準や単価を設定して運営するこ

とになり、各自治体が主体となることで自由度が高くなり、地域の実情に応じたサービス

を創意工夫して提供できるようになりました。総合事業の導入後は、要支援１・２の方が

利用していた「介護予防訪問介護」と「介護予防通所介護」のサービスが、総合事業の介

護予防・生活支援サービス事業に移行することになり、利用者のニーズに応えられるよう

に、生活支援などの多様なサービスを提供することになりました。 

      このことにより既存の介護事業所だけでなく、ＮＰＯ法人・ボランティア・民間企業・

協同組合・地域住民などによるサービスの提供も可能となり、高齢者の生活を地域全体で

支援することになりました。 

      先ほどから議員が言われるように、一口にボランティアというようなことを言われます

が、ボランティアというのはなかなか大変なことかなというようにも私は思っております。

１日だけのボランティアなら、「はい、わかりました」ということでやってくれる人は多

くいると思っておりますが、いわゆる１年を通してボランティアというと大変な事業かな
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と、私もそういうように思っております。 

      訪問、通所サービスの充実の方針の今後の計画と見直しですが、吉岡町では現在、吉岡

町生活支援体制整備事業における協議体を本年度準備会から始め、８月に正式に協議体を

立ち上げ、町内役員や民生委員、介護施設の代表、サロンの代表などを構成員として協議

し、今後のサービス内容を検討しているところでもあります。 

      第１回目の協議体では、移動支援や買い物支援などや男性のボランティアのなり手が見

つからない等の意見が出ました。今年度、数回、協議体を開催し、意見集約を図っていき

たいと考えております。 

      また、協議体でも意見が出ましたが、今後、サービスを行う上で大事となる担い手です

が、ボランティアに頼るところも多くなるところですが、現在のボランティアの方々も高

齢化が進み、後継者不足となっております。 

      そこで、町としては、駒寄小学校の西側で民家を改築している地域福祉交流拠点施設を

当初、認知症カフェとして利用を見込んでいましたが、ボランティアの育成の場の提供と

も考えています。この施設を核として多数のボランティアを育成したいと考えております。 

議  長（馬場周二君） 小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） 総合事業では、要支援１・２の人に対しまして行われてきた介護予防訪問

介護・通所介護は、保険から切り離されまして自治体の配下になったわけであります。 

      今、町長が言われて、生活支援協議会をつくって進めているというようなことでありま

すけれども、結構細かく話していただきましたけれども、担当課として一番苦慮している

問題とはどの辺でしょうか。 

議  長（馬場周二君） 福田健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 福田文男君発言〕 

健康福祉課長（福田文男君） 町長の答弁の中で中段と最後にも話がされましたけれども、やはり担

い手となるボランティアさん、これにつきまして苦慮しているというところが最大の吉岡

町における課題だと思っております。社協さんのほうでいろいろなサービス事業等もして

いただいておりますけれども、現時点においては移送サービスなど、また、この後、配食

サービスなどもありますけれども、やはり担い手となるボランティアさんの高齢化が進ん

でいると、新しい方が入ってこないという状況にあります。 

      おかげさまで交流拠点の施設整備のほうを国の交付金を含めた中でさせていただいてお

ります。いいチャンスを与えられたなというふうにも町としては考えております。これに

つきましては、町と社協含めて協調した中で、福祉の一大事業としましてボランティアの

発掘・拡大、これが最大の目標というふうに私は認識しております。よろしくお願いいた



 - 124 - 

します。 

議  長（馬場周二君） 小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） ボランティアの人たちをいかに発掘するかということが大きな課題だとい

うふうにもなっていますし、もう１点あるのが、総合事業によりまして、今までは１・２

の人が介護保険の適用でありましたけれども、今度は６５歳以上の介護を必要とする人も

対象になりましたよね。こうなりますと、またそのことによって、今までは認定を受けた

人だけだったんですけれども、今度はそうじゃなくて、本人が希望すればその人も見なけ

ればならないというふうにもなってきていますよね。だから、そういう希望する人が出て

きたと。要するに認定を受けていないんだけれども、必要とする人があればそういう人た

ちを面倒見なくてはならないというふうになっておりますけれども、そういう人たちを受

け入れられる体制というのは十分整っているのでしょうか、どうでしょうか。 

議  長（馬場周二君） 福田健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 福田文男君発言〕 

健康福祉課長（福田文男君） 議員の言われるとおり、介護予防に該当する方につきましては、今ま

での制度とは離れた方についてもこの事業で進めていけるということで、私の記憶が間違

いでなければ、現状今２名の方がこういったことで利用していただいているところがござ

います。これにつきましては、特に通所につきましては、今までの事業所による介護予防

で受けていただいているわけですけれども、これについても国の基準の介護報酬単価で、

町が低くせず同じ額を使って運営をしてございます。 

      事業所以外につきましては、町内でサロン事業をしていただいております。これにつき

ましては、以前にも質問があった中でお答えさせていただきましたけれども、今現在２７

カ所開設していただいておるところでございます。これにつきましては、平成２８年度延

べ利用人数につきましては、８，３３７人の方がこのサロン事業を利用されているという

ふうに社会福祉協議会のほうから報告を受けております。ただ、月１回の開設が１１カ所、

２回が８カ所ということで、最低でも週１回開設をしていただきたいというふうに思って

おるところでございます。これにつきましては、地域の意見も伺いながら、社協さんとも

協調した中で運営の体制づくり等の支援をしていきたいというふうに思っております。 

      また、老人福祉センターがございます。これにつきましても、通所のほうのサービスを

今後検討していきたいというふうにも考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） これまでなかった非該当の人も該当になるというのが新しい総合事業です
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よね。これから私はそういう人がまたふえてくるのかなと。今までですと、介護認定を受

けるのが面倒だという人も介護認定を受けずにこれが利用できるというふうになったわけ

ですから、そういう人たちが利用していきたいというときに、ぜひとも十分に利用が可能

なような体制を整えていただきたいということをお願いをしておきます。 

      この問題の２点目で、配食サービスについてでありますけれども、県内では実施自治体

がふえているようであります。朝・昼・晩と、しかし晩やっているところもあるんですか

ね。朝・昼というのがふえているようでありますけれども、多くが半額を補助しているよ

うな形でスタートしております。これについて当町でも早く実施すべきだというふうに私

は思っておりますけれども、町の考えはいかがでしょうか。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） この件につきましては、担当課長より答弁をさせます。 

議  長（馬場周二君） 福田健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 福田文男君発言〕 

健康福祉課長（福田文男君） 現在、配食サービスは二本立てということで実施をさせていただいて

おります。運営費につきましては、共同募金事業の配分金で事業のほうを賄っておる状況

でございます。ボランティア協会の配食で、火曜、水曜、金曜日に実施しているものと、

ＮＰＯ法人と配食ボランティアさんで、月曜と木曜日に実施をさせていただいております。 

      ボランティア協会の事業につきましては、会員さんが食材を購入いたしまして、また農

家の方から野菜等を調達いたしまして調理をして配達を行っている。もう一つのほうは、

ＮＰＯ法人と配食ボランティアさんの事業でありますけれども、町内のＮＰＯ法人の障害

者作業所で調理をいたしました弁当を配食ボランティアさんが配達をしているということ

でございます。いずれも昼食の配達をしておるところでございます。 

      配食サービスは、見守りも兼ねているところもありまして、利用者が留守であった場合、

弁当を持ち帰りまして、社協の職員が親族に連絡して、居場所の確認などもしているとこ

ろであります。 

      現在、利用者につきましては、月曜日が２２名、火曜日が３１名、水曜日が２３名、木

曜日が２７名、金曜日が２４名ということで、１食当たり３００円を自己負担していただ

いている状況でございます。 

      この充実ということでございますけれども、現状でも、先ほど申し上げたとおり、ボラ

ンティアさんの人数がサービスに対して限界に近い状況でもありますので、担い手の確保

が急務となっている状況でございます。先ほどの説明と同様になりますけれども、拠点の

施設がボランティアの育成の場となるよう努めてまいりまして、配食サービスの充実も図
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っていきたいというふうにも思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

議  長（馬場周二君） 小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君発言〕 

１ ４ 番（小池春雄君） ちっと私が調べた中で、前橋とか高崎では業者を委託して、業者が見回り

をして、そして当然ですけれども条例を設置して、朝・昼、ところによっては晩もやって

いますかね。やっていますので、吉岡町のこれまでやっていたのでは、対象者がふえてく

るともう手に負えなくなってきますよね。そうすると、やはり業者委託にもなるのかなと

いうふうに思っています。そういう中でぜひとも、業者委託にすると大体半額ぐらいを自

治体が持っている例がほとんどですよね。そんなふうな方法にこれからなるのではないか

と思いますけれども、将来を見据えて、そういうこともぜひともお願いをしておきたいと

いうふうに思っております。 

      この点につきましては、また機会を改めまして質問させていただきます。 

      最後になりますけれども、スラグ問題についてお尋ねをします。 

      大同特殊鋼渋川工場より出荷されました、基準値を上回る箇所について、早い撤去が必

要ではないかということで出してありますけれども、この問題は去る８月２４日、渋川市

にある処分場で地下水が汚染され、環境基準の８倍を超える六価クロム、フッ素が検出さ

れたと、県の調査で明らかになったということが報道されました。 

      心配されているのは、榛東村に設置されておりますソフトバンク関連会社、ＳＢエナジ

ーの太陽光発電、メガソーラー設置場所は、環境基準を上回るフッ素が検出されているこ

とは事実として公表されております。渋川市の処分場にあるものも、メガソーラー敷地に

あるものも同一のものと思われております。これまで各場所で地下水汚染はないので大丈

夫だというふうに言ってきました。しかし、その地下水汚染がいよいよはっきりしてきた

という以上、吉岡町の船尾の水源が汚染されてくる心配が現実のものになってくるのでは

ないかというふうに私は思います。ですから、メガソーラーのところの早い撤去も今待た

れているのかなというふうに思いますので、汚染されてから手を打ったのでは間に合いま

せん。やはり早い時期に手を打つべきだ。そして、これまであそこの八幡山グラウンドの

ところも、地下水は汚染されていない、だから大丈夫と言っていますけれども、汚染され

るはずのなかったところが渋川でも汚染をされ始めております。そういう意味におきまし

ても、ぜひともこの問題は看過できない問題でありますので何とかしてほしい。町長にご

尽力いただきたい。 

      それと、もう１点でありますけれども、八幡山駐車場の舗装整備は完了したようであり

ます。この駐車場にあった鉄鋼スラグは、法律上、廃棄物処理法に基づいて適正に処分場

に持っていかれて処分されたかどうか。これは当然マニフェストがあって、これを使った
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ものは間違いなく産業廃棄物ですから処分場、これも遮断型ですよね、遮断型処理場に行

っているかということを、まずはこれも確認しておきます。 

      それと、吉岡町にほかにもスラグが入っているところがありますけれども、町が記しま

した資料の中で１７カ所あった。１カ所はああいう形で処理しましたけれども、残った部

分については、今後どのような形で処理していくのか、これについてお尋ねをするもので

あります。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） この件につきましては再三、議員のほうから指摘を受けております。議員

が思っていることと私たち町が思っていることも、私は同様だと思っております。前から

いわゆるそういったことで、町民に安心・安全のために努力はしますということは、今も

変わりはございません。 

      時間もちょっとなくなってきましたので、今の各課の様子を言わせていただいて答弁に

させてもらってもよろしいでしょうか。（「はい」の声あり）それでは、各課の担当にそ

れぞれ答弁をさせます。 

議  長（馬場周二君） 福島町民生活課長。 

              〔町民生活課長 福島良一君発言〕 

町民生活課長（福島良一君） 環境を担当している町民生活課としては、榛東のメガソーラーの設置

場所のスラグ問題についてですが、先月も大同特殊鋼の担当者と協議を実施しまして、そ

の問題の状況等の進捗状況、そういったことを確認しているところでございます。また、

吉岡町の水源に影響を及ぼさないように、将来にわたって適切な対応をするように協議を

しているところであります。 

      今後も、これにつきましては引き続き協議を重ねていきたいというふうに考えておりま

す。以上です。 

議  長（馬場周二君） 飯嶋教育委員会事務局長。 

              〔教育委員会事務局長 飯嶋由紀夫君発言〕 

教育委員会事務局長（飯嶋由紀夫君） 南下古墳公園駐車場舗装工事につきまして説明します。 

      工期は５月２２日から８月３１日でありまして、工事が順調に進み、工期内に完了しま

して、８月３０日に町の完了検査を無事に終え、竣工となりました。 

      なお、掘削した残土処分についてですが、残土処分量は１０８．８立米をフレコンバッ

グに入れ、産業廃棄物収集運搬業許可業者の専用車で、長野県小諸市の中間処理場におい

て処理をした後、富山県富山市の最終処分場において適正に最終処分されております。 

      なお、確認方法につきましては、産業廃棄物管理票で確認しております。以上です。 
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議  長（馬場周二君） 髙田産業建設課長。 

              〔産業建設課長 髙田栄二君発言〕 

産業建設課長（髙田栄二君） 大同特殊鋼からの吉岡町に対しまして要望書を提出したということを

ご報告したところでございますが、その結果、異常が検出された３カ所について、大同特

殊鋼から、今後掘り返す場合においては費用を負担するという旨の回答を得たところでご

ざいます。 

      具体、個別なところにつきましては、開発事業や工事の進捗状況等によりまして、個別

に請求を行ってまいるということになっております。その後につきまして、ほかの場所に

ついては、今後また検討を詰めてまいりたいと考えております。以上です。 

議  長（馬場周二君） 笹沢上下水道課長。 

              〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕 

上下水道課長（笹沢邦男君） 上下水道課関連では、環境基準値を超えた１カ所については具体的に

必要が生じた時点で協議をした上、費用負担するとの回答であり、合意を得たと考えてお

ります。 

      今後、該当箇所を掘り起こすなどの工事が懸念されることから、撤去費用負担の手続な

どについて、詳細事項について詰めてまいりたいと思います。以上です。 

議  長（馬場周二君） 石関町長。 

              〔町長 石関 昭君発言〕 

町  長（石関 昭君） 各担当課長から答弁したとおりなんですけれども、榛東村にあるメガソー

ラー、あの件につきましては、榛東村に物があるということではなく、吉岡町の水源地と

いうことで、再三申し上げているとおり…… 

議  長（馬場周二君） 小池春雄議員の一般質問が終わりました。 

      これをもちまして、本日の予定していた一般質問は終了いたしました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

散  会 

議  長（馬場周二君） 本日はこれをもって散会といたします。 

      ご苦労さまでした。 

          午後２時０１分散会 
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    平成２９年第３回吉岡町議会定例会会議録第３号     

平成２９年９月１５日（金曜日） 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議事日程 第３号 

   平成２９年９月１５日（金曜日）午前９時３０分開議 

日程第 １ 委員会議案審査報告 

      （総務・文教厚生・産業建設 ３常任委員長報告） 

                         （委員長報告に対する質疑） 

日程第 ２ 議案第３１号 吉岡町個人情報保護条例及び吉岡町情報公開条例の一部を改正する条例 

             の一部を改正する条例 

                               （討論・表決） 

日程第 ３ 議案第３２号 吉岡町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の 

             一部を改正する条例 

                               （討論・表決） 

日程第 ４ 議案第３３号 吉岡町地域福祉交流施設の設置及び管理に関する条例の制定 

                               （討論・表決） 

日程第 ５ 議案第３４号 吉岡町介護保険条例の一部を改正する条例 

                               （討論・表決） 

日程第 ６ 委員会議案審査報告（予算決算常任委員長報告） 

                   （委員長報告に対する質疑） 

日程第 ７ 認定第 １号 平成２８年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定について 

                               （討論・表決） 

日程第 ８ 認定第 ２号 平成２８年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定について 

                               （討論・表決） 

日程第 ９ 認定第 ３号 平成２８年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

                               （討論・表決） 

日程第１０ 認定第 ４号 平成２８年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

                               （討論・表決） 

日程第１１ 認定第 ５号 平成２８年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

                               （討論・表決） 
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日程第１２ 認定第 ６号 平成２８年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定

について    

                               （討論・表決） 

日程第１３ 認定第 ７号 平成２８年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

                               （討論・表決） 

日程第１４ 認定第 ８号 平成２８年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

                               （討論・表決） 

日程第１５ 認定第 ９号 平成２８年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定について 

                               （討論・表決） 

日程第１６ 議案第３５号 平成２９年度吉岡町一般会計補正予算（第２号） 

                               （討論・表決） 

日程第１７ 議案第３６号 平成２９年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１号） 

                               （討論・表決） 

日程第１８ 議案第３７号 平成２９年度吉岡町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

                               （討論・表決） 

日程第１９ 議案第３８号 平成２９年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

                               （討論・表決） 

日程第２０ 議案第３９号 平成２９年度吉岡町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

                               （討論・表決） 

日程第２１ 議案第４０号 平成２９年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

                               （討論・表決） 

日程第２２ 議案第４１号 平成２９年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 

                               （討論・表決） 

日程第２３ 議案第４２号 平成２９年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号） 

                               （討論・表決） 

日程第２４ 委員会陳情審査報告（総務常任委員長報告） 

                      （委員長報告・報告に対する質疑） 

日程第２５ 陳情第 ３号 「全国森林環境税の創設に関する意見書採択」に関する陳情 

                               （討論・表決） 

日程第２６ 議会運営委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２７ 総務常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２８ 文教厚生常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 
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日程第２９ 産業建設常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第３０ 予算決算常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第３１ 議会広報常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第３２ 議会議員の派遣について 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

議事日程に同じ 
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出席議員（１６人） 

  １番 富 岡 大 志 君    ２番 大 林 裕 子 君 

  ３番 金 谷 康 弘 君    ４番 五十嵐 善 一 君 

  ５番 柴 﨑 德一郎 君    ６番 竹 内 憲 明 君 

  ７番 髙 山 武 尚 君    ８番 村 越 哲 夫 君 

  ９番 坂 田 一 広 君   １０番 飯 島   衛 君 

 １１番 岩 﨑 信 幸 君   １２番 平 形   薫 君 

 １３番 山 畑 祐 男 君   １４番 小 池 春 雄 君 

 １５番 岸   祐 次 君   １６番 馬 場 周 二 君 

欠席議員 なし 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

町 長 石 関   昭 君  副 町 長 堤   壽 登 君 

教 育 長 大 沢   清 君  総 務 政 策 課 長 小 渕 莊 作 君 

財 務 課 長 小 林 康 弘 君  町 民 生 活 課 長 福 島 良 一 君 

産 業 建 設 課 長 髙 田 栄 二 君  会 計 課 長 大 澤 弘 幸 君 

上 下 水 道 課 長 笹 沢 邦 男 君  教育委員会事務局長 飯 嶋 由紀夫 君 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

    事 務 局 長  中 島   繁     主      事  田 中 美 帆 
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開  議 

          午前９時３０分開議 

議  長（馬場周二君） 皆さん、おはようございます。ご苦労さまです。 

      ただいまの出席議員は１６名で、定足数に達しております。よって、会議は成立いたし

ます。 

      これより、本日の会議を開きます。 

      お手元に配付してあります議事日程（第３号）により会議を進めます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１ 委員会議案審査報告（総務・文教厚生・産業建設 ３常任委員長報告） 

議  長（馬場周二君） 日程第１、委員会議案審査報告を議題とします。 

      各常任委員会に付託した議案の審査報告ですが、議事日程第２から第２３までの付託し

た議案について報告願います。 

      なお、予算決算常任委員会の委員長報告は議事日程第６で行い、また、総務常任委員会

に付託した陳情審査報告は議事日程第２４で行います。 

      最初に、総務常任委員会岩﨑委員長、報告願います。 

              〔総務常任委員会委員長 岩﨑信幸君登壇〕 

総務常任委員長（岩﨑信幸君） １１番岩﨑です。総務常任委員会の議案審査報告を行います。 

      総務常任委員会では、９月１日、本会議において議長より付託されました議案３件、認

定１件、陳情１件について、９月１１日月曜日、午前９時３０分より委員会室において、

委員全員、議長、執行側から町長、副町長、事務局長、所管課長、室長の出席のもと審査

いたしましたので、結果を報告します。 

      議案第３１号 吉岡町個人情報保護条例及び吉岡町情報公開条例の一部を改正する条例

は、行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律及び情報の公開に関する法律の一部

改正に伴い、所要の改正を行うものです。審査の結果、採決では原案適正と認め、全会一

致可決であります。 

      議案第３２号 吉岡町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例は、農業委員及び農地利用最適化推進委員の報酬に能率給を加えるも

のです。採決では原案適正と認め、全会一致可決であります。 

      認定第６号 平成２８年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついては、適正と認め、全会一致認定であります。 

      議案第３５号 平成２９年度吉岡町一般会計補正予算（第２号）は、歳入歳出それぞれ

６億６，１１６万９，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７７億

５，６３５万円とするものです。歳入歳出事項別明細書の款の順に審査を行いました。 
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      主な質疑としては、歳入では、１４款国庫支出金５目土木費国庫補助金、南下防災公園

事業補助金１，０００円は何かの問いに、国の内示による調整額であるとの答弁でした。 

      歳出では、２款総務費５目財産管理費１５節役場西駐車場整備工事１，９４４万円の内

容の説明の問いには、現駐車場西２段で年額平米５００円の賃貸料で６０台から７０台分

の整備となるとの答えでした。４款衛生費４目健康増進費１３節健康情報システム改修委

託料２１６万円の内容説明では、総合健診に伴い、健診時に受診シールを配布する費用で

あるとの答えでした。７款商工費２目観光費１９節花と緑のぐんまづくり協議会負担金で

は、負担金７００万円の内訳は、また花の調達方法との質疑には、５００万円は協議会へ

の負担金、１３０万円は県の園芸協会への委託金で、７０万円はプレイベントの準備金で

ある。苗２万株は農林大学校などに任せてある。小学生、自治会、ボランティア協会など

に植栽の協力をお願いしてあるとの答弁でした。同じく７款３目商工業振興費１３節企業

誘致調査研究委託費４００万円では、駒寄スマートインター西２２ヘクタールを県企業局

の指導のもとに基礎資料を策定するための調査研究費である。８款土木費１目都市計画総

務費１３節水利施設管理整備基本計画基礎調査業務委託料３００万円の調査業務の内容で

は、豪雨により流入量がふえる昨今の現状から鑑み、道路側溝農業用水路に対し対策を検

討しており、特に２００平米ある居住エリアを重点に調査を行うとの答弁でした。１０款

教育費４目文化センター費１５節文化センターホールエントランス東側自動ドア設置工事

９７２万円の事業内容については、ふるさとキラキラフェスティバルに向けて、隣接する

ふれあい公園をつなぐ玄関として、ガラスのところを自動ドアで出入りするための工事で

あるとの答えでありました。以上。審査の結果、採決では原案適正と認め、全会一致可決

であります。 

      以上、報告いたします。 

議  長（馬場周二君） 岩﨑委員長の報告が終わりました。 

      委員長報告に対し質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      岩﨑委員長、自席にお戻りください。ありがとうございます。 

      続きまして、文教厚生常任委員会飯島委員長に報告願います。 

              〔文教厚生常任委員会委員長 飯島 衛君登壇〕 

文教厚生常任委員長（飯島 衛君） １０番飯島です。それでは、文教厚生常任委員会の議案審査報

告を行います。 

      審査は、９月１２日火曜日９時３０分より、委員会室において、委員全員と議長、執行

側より町長、副町長、教育長、局長、関係課長、室長の参加の中、議長より付託されまし



 - 135 - 

た認定４件、議案６件について審査しましたので、審査の結果を報告いたします。 

      認定第２号 平成２８年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定については、

未納者についての質疑がありました。小学校、中学校あわせて３９人とのことでした。審

査の結果、原案適正と認め、全会一致で認定です。 

      議案第３６号 平成２９年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１号）について

は、平成２８年度決算確定により補正するもので、審査の結果、原案適正と認め、全会一

致で可決です。 

      認定第４号 平成２８年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

は、今後の県での運営や不納欠損２４人についての質疑がありました。審査の結果、原案

適正と認め、全会一致で認定です。 

      認定第７号 平成２８年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定については、

要介護認定者７７０人や介護保険料第１号被保険者数４，４５２人の確認、介護認定審査

委員などに質疑がありました。審査の結果、原案適正と認め、全会一致で認定です。 

      認定第８号 平成２８年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定につい

ては、収入未済、滞納１２人について質疑がありました。審査の結果、原案適正と認め、

全会一致で認定です。 

      議案第３３号 吉岡町地域福祉交流施設の設置及び管理に関する条例の制定については、

認知症カフェの設置ということで、社会福祉協議会と協力して行うとのことでした。審査

の結果、原案適正と認め、全会一致で可決です。 

      議案第３４号 吉岡町介護保険条例の一部を改正する条例については、地域包括ケアシ

ステムの強化のためとのことで、審査の結果、原案適正と認め、全会一致で可決です。 

      議案第３８号 平成２９年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）につ

いては、平成２８年度決算確定により繰越金を補正するもので、審査の結果、原案適正と

認め、全会一致で可決です。 

      議案第４０号 平成２９年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について

は、平成２８年度決算確定により繰越金を補正するもので、審査の結果、原案適正と認め、

全会一致で可決です。 

      議案第４１号 平成２９年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）に

ついては、平成２８年度決算確定により繰越金を補正するもので、審査の結果、原案適正

と認め、全会一致で可決です。 

      以上、報告といたします。 

議  長（馬場周二君） 委員長報告が終わりました。 

      委員長報告に対し質疑を行います。質疑ありませんか。 
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              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      飯島委員長、自席にお戻りください。ありがとうございます。 

      続きまして、産業建設常任委員会平形委員長、報告願います。 

              〔産業建設常任委員会委員長 平形 薫君登壇〕 

産業建設常任委員長（平形 薫君） １２番平形です。産業建設常任委員会の審査報告を行います。 

      産業建設常任委員会では、９月１日の本会議において議長より付託されました認定３件、

議案３件につきまして、９月１３日水曜日午前９時半から、委員会室において、委員全員、

議長、執行側より町長、副町長及び関係課長、室長の出席のもと、審査をいたしましたの

で、報告いたします。 

      初めに、認定第３号 平成２８年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて報告いたします。 

      工事等の状況では、当該年度は全体計画、事業計画の見直し及び変更・認可の申請を行

い、認可を受けたとのことです。受益者負担金の滞納繰越分については、収納率の向上に

努めるとのことです。また、水道水と井戸水などを併用している方の下水道へのつなぎ込

みや使用料負担の状況について、調査を進めるとのことでした。審査の結果、原案適正と

認め、全会一致で認定でした。 

      次に、認定第５号 平成２８年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて報告いたします。当該年度中、炭化処理施設は稼働せず、今後の稼働は未定とのこ

とでした。また、処理施設運転管理業務や管路調査の委託は指名競争入札によるとのこと

でした。なお、機能診断調査業務を終え、最適整備構想が本年９月中に終える見通しとの

ことでした。審査の結果、原案適正と認め、全会一致で認定でした。 

      次に、認定第９号 平成２８年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定について

報告いたします。資本的収入の補助金については、防衛省の補助事業を活用しながら、老

朽管敷設工事をし、石綿管の更新を進めるとのことでした。当年度の純利益は、経常利益

と同額の１，１７２万３，０２６円であり、剰余金処分案はこの利益を建設改良積立金に

積み立て、繰越利益剰余金としないものであり、審査の結果、原案適正と認め、全会一致

で認定でした。 

      次に、議案第３７号 平成２９年度吉岡町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

については、２２０万４，０００円の追加補正であり、歳入の主なものは国庫補助金の増

額補正で、これにより歳入歳出相殺による一般会計繰入金を減額補正するものです。歳出

の主なものは、再任用を伴う４月の人事異動による人件費の減額補正であります。審査の

結果、原案適正と認め、全会一致で可決でした。 
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      次に、議案第３９号 平成２９年度吉岡町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１

号）については、歳入では一般会計繰入金を４０１万５，０００円増額補正し、歳出の主

なものは、再任用を伴う４月の人事異動による人件費の増額を補正するものです。審査の

結果、原案適正と認め、全会一致で可決でした。 

      最後に、議案第４２号 平成２９年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号）について

は、職員数に変動はないものの、人事異動による職員給与費を１９５万７，０００円減額

補正するものです。審査の結果、原案適正と認め、全会一致で可決でした。 

      以上、報告といたします。 

議  長（馬場周二君） 委員長報告が終わりました。 

      委員長報告に対し質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      平形委員長、大変ご苦労さまでした。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２ 議案第３１号 吉岡町個人情報保護条例及び吉岡町情報公開条例の一部を改 

            正する条例 

議  長（馬場周二君） 日程第２、議案第３１号 吉岡町個人情報保護条例及び吉岡町情報公開条

例の一部を改正する条例を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第３１号 吉岡町個人情報保護条例及び吉岡町情報公開条例の一部を改正する条例

を委員長報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      したがって、議案第３１号は、委員長の報告のとおり可決とすることに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第３ 議案第３２号 吉岡町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関 

            する条例の一部を改正する条例 

議  長（馬場周二君） 日程第３、議案第３２号 吉岡町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び

費用弁償に関する条例の一部を改正する条例を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 
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              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第３２号 吉岡町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例を委員長報告のとおり決定することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      したがって、議案第３２号は、委員長の報告のとおり可決とすることに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第４ 議案第３３号 吉岡町地域福祉交流施設の設置及び管理に関する条例の制定 

議  長（馬場周二君） 日程第４、議案第３３号 吉岡町地域福祉交流施設の設置及び管理に関す

る条例の制定を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

      これから議案第３３号を採決します。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第３３号 吉岡町地域福祉交流施設の設置及び管理に関する条例の制定を委員長の

報告のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（馬場周二君） 起立多数です。 

      したがって、議案第３３号は、委員長の報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第５ 議案第３４号 吉岡町介護保険条例の一部を改正する条例 

議  長（馬場周二君） 日程第５、議案第３４号 吉岡町介護保険条例の一部を改正する条例を議

題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

      これから議案第３４号を採決します。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は可決です。 

      議案第３４号 吉岡町介護保険条例の一部を改正する条例を委員長の報告のとおり決定

することに賛成の議員は起立願います。 
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              〔賛成者起立〕 

議  長（馬場周二君） 起立多数です。 

      したがって、議案第３４号は、委員長報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第６ 委員会議案審査報告（予算決算常任委員長報告） 

議  長（馬場周二君） 日程第６、予算決算常任委員会の議案審査報告を議題とします。 

      委員長報告を求めます。予算決算常任委員会小池委員長、お願いします。 

              〔予算決算常任委員会委員長 小池春雄君登壇〕 

予算決算常任委員長（小池春雄君） それでは報告します。 

      予算決算常任委員会委員長報告。 

      去る９月１日、当委員会に付託されました平成２８年度吉岡町歳入歳出決算の認定につ

いて、委員全員と議長、委員外出席３名、執行側より町長、副町長、教育長、関係課長、

係長の出席を求め、９月４日から６日まで審査を行いました。 

      ４日は、一般会計の歳入、５日、６日は歳出と３日間慎重に各目ごとに細かく審査をい

たしました。 

      主だった質疑では、歳入で、特に町税の滞納繰り越し、不納欠損、歳入未済、たばこ税

の推移、入湯税の推移などへの質問がありました。分担金及び負担金では、児童福祉費負

担金で延長保育と保育士確保への実態に関する質問がありました。使用料及び手数料では、

町営住宅に関する入居、空き室状況についての質問がありました。諸収入では、延滞金計

数で１，０４２件との報告がありました。 

      歳出では、議会費の共済費、議員給付費負担金、議会広報費入札実態、総務費の一般管

理費では、一般管理費の委託料、第３次行政大綱策定業務、財産管理費で公共施設等総合

管理策定業務、企画費では、高校生等通学支援補助金、温泉事業費、温泉施設改修工事、

民生費では老人福祉費、ひとり暮らし老人緊急通報業務委託、シルバー人材センター補助

運営、衛生費では、環境衛生費、浄化槽設置事業、消防費では、災害対策費、防災倉庫備

蓄食料、教育費では教育費、大樹町子ども交流事業、図書館費で図書購入などに対する質

疑がありました。今回は、町に対する要望は協議の結果行わないこととし、採決の結果、

賛成多数により認定・可決されました。 

      以上、報告を終わります。 

議  長（馬場周二君） 委員長報告が終わりました。 

      これから質疑に移ります。 

      委員長報告に対し、審査の経過と結果に対する質疑を許可します。質疑ありますか。 

              〔「なし」の声あり〕 
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議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      委員長、ご苦労さまでした。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第７ 認定第１号 平成２８年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定について 

議  長（馬場周二君） 日程第７、認定第１号 平成２８年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定に

ついてを議題といたします。 

      これから討論を行います。 

      討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

これから認定第１号を採決します。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第１号 平成２８年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定について、委員長の報告の

とおり認定することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（馬場周二君） 起立多数です。 

      したがって、認定第１号は委員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第８ 認定第２号 平成２８年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

議  長（馬場周二君） 日程第８、認定第２号 平成２８年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳

出決算認定についてを議題といたします。 

      これから討論を行います。討論ありますか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は認定です。 

認定第２号 平成２８年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定について、委

員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      したがって、認定第２号は委員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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日程第９ 認定第３号 平成２８年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

議  長（馬場周二君） 日程第９、認定第３号 平成２８年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入

歳出決算認定についてを議題といたします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

      お諮りします。本案に対する委員長の報告は認定です。 

認定第３号 平成２８年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、

委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

したがって、認定第３号は委員長の報告のとおり認定とすることに決定しました。 

      ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１０ 認定第４号 平成２８年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定について 

議  長（馬場周二君） 日程第１０、認定第４号 平成２８年度吉岡町国民健康保険事業特別会計

歳入歳出決算認定についてを議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

      小池議員。 

              〔１４番 小池春雄君登壇〕 

１ ４ 番（小池春雄君） ただいま上程をされております認定第４号 平成２８年度吉岡町国民健康

保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、反対の立場で討論を行います。 

      国民健康保険制度は、会社等で働く正規労働者ではない農林水産業を専業としている

方々や自営業者、短期間の派遣やアルバイトで働く皆さん、そして休職者や退職者が加入

する国の医療制度です。 

      本町の保険税では、１人当たり年約９万９，０００円です。国民健康保険は、低所得者

が多く、払いたくても払えない状況がふえております。以前は市町村の５０％は国の補助

金で賄っていましたが、現在では２５％と半分に減らされています。厚生労働省の報告で

も、長引く不況の中、現在の国保加入者４人のうち３人は非正規労働者か年金生活者や無

職の方たちです。加入者の平均年収は１９９１年で２６０万円から２０１０年では１４５

万円に落ち込んでいます。 

      このように、国保税負担は収入に対して重くのしかかっております。他の自治体が行っ
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ているように、一般会計からの繰り入れによって値下げは十分可能と考えます。 

      以上の理由から反対討論といたします。 

議  長（馬場周二君） ほかにありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

これから認定第４号を採決します。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第４号 平成２８年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、

委員長の報告のとおり認定することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（馬場周二君） 起立多数です。 

      したがって、認定第４号は委員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

      ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１１ 認定第５号 平成２８年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

認定について 

議  長（馬場周二君） 日程第１１、認定第５号 平成２８年度吉岡町農業集落排水事業特別会計

歳入歳出決算認定についてを議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

お諮りします。本案に対する委員長の報告は認定です。 

認定第５号 平成２８年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について、

委員長の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

したがって、認定第５号は委員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１２ 認定第６号 平成２８年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳

出決算認定について 

議  長（馬場周二君） 日程第１２、認定第６号 平成２８年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特

別会計歳入歳出決算認定についてを議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 
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議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

これから認定第６号を採決します。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第６号 平成２８年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて、委員長の報告のとおり認定することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（馬場周二君） 起立多数です。 

      したがって、認定第６号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１３ 認定第７号 平成２８年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

議  長（馬場周二君） 日程第１３、認定第７号 平成２８年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入

歳出決算認定についてを議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

これから認定第７号を採決します。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 

      認定第７号 平成２８年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、委

員長の報告のとおり認定することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（馬場周二君） 起立多数です。 

      したがって、認定第７号は委員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１４ 認定第８号 平成２８年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決

算認定について 

議  長（馬場周二君） 日程第１４、認定第８号 平成２８年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会

計歳入歳出決算認定についてを議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立によって行います。 

      本案に対する委員長の報告は認定です。 
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      認定第８号 平成２８年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て、委員長の報告のとおり認定することに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（馬場周二君） 起立多数です。 

      したがって、認定第８号は委員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１５ 認定第９号 平成２８年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定に

ついて 

議  長（馬場周二君） 日程第１５、認定第９号 平成２８年度吉岡町水道事業会計利益の処分及

び決算認定についてを議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

お諮りします。本案に対する委員長の報告は認定です。 

認定第９号 平成２８年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定について、委員

長の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

したがって、認定第９号は委員長の報告のとおり認定とすることに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１６ 議案第３５号 平成２９年度吉岡町一般会計補正予算（第２号） 

議  長（馬場周二君） 日程第１６、議案第３５号 平成２９年度吉岡町一般会計補正予算（第２

号）を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

議案第３５号 平成２９年度吉岡町一般会計補正予算（第２号）を委員長の報告のとお

り決定することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第３５号は委員長の報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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日程第１７ 議案第３６号 平成２９年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１

号） 

議  長（馬場周二君） 日程第１７、議案第３６号 平成２９年度吉岡町学校給食事業特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

議案第３６号 平成２９年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１号）を委員長

の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第３６号は委員長の報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１８ 議案第３７号 平成２９年度吉岡町公共下水道事業特別会計補正予算（第

１号） 

議  長（馬場周二君） 日程第１８、議案第３７号 平成２９年度吉岡町公共下水道事業特別会計

補正予算（第１号）を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

議案第３７号 平成２９年度吉岡町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）を委員

長の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第３７号は委員長の報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第１９ 議案第３８号 平成２９年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第２号） 

議  長（馬場周二君） 日程第１９、議案第３８号 平成２９年度吉岡町国民健康保険事業特別会

計補正予算（第２号）を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 
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              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

議案第３８号 平成２９年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）を委

員長の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第３８号は委員長の報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２０ 議案第３９号 平成２９年度吉岡町農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号） 

議  長（馬場周二君） 日程第２０、議案第３９号 平成２９年度吉岡町農業集落排水事業特別会

計補正予算（第１号）を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

議案第３９号 平成２９年度吉岡町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）を委

員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第３９号は委員長の報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２１ 議案第４０号 平成２９年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第２

号） 

議  長（馬場周二君） 日程第２１、議案第４０号 平成２９年度吉岡町介護保険事業特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

議案第４０号 平成２９年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）を委員長

の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
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              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４０号は委員長の報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２２ 議案第４１号 平成２９年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算

（第２号） 

議  長（馬場周二君） 日程第２２、議案第４１号 平成２９年度吉岡町後期高齢者医療事業特別

会計補正予算（第２号）を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

議案第４１号 平成２９年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）を

委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４１号は委員長の報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２３ 議案第４２号 平成２９年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号） 

議  長（馬場周二君） 日程第２３、議案第４２号 平成２９年度吉岡町水道事業会計補正予算

（第１号）を議題とします。 

      これから討論を行います。討論ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

お諮りします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

議案第４２号 平成２９年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号）を委員長の報告の

とおり決定することにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４２号は委員長の報告のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２４ 委員会陳情審査報告（総務常任委員会報告） 

議  長（馬場周二君） 日程第２４、委員会陳情審査報告を議題とします。 
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      委員長報告を認めます。総務常任委員会岩﨑委員長、お願いします。 

              〔総務常任委員会委員長 岩﨑信幸君登壇〕 

総務常任委員長（岩﨑信幸君） １１番岩﨑です。総務常任委員会の議案審査報告を行います。 

      総務常任委員会では、先ほど報告しました補正予算などに引き続き、陳情１件について

審査いたしました結果を報告します。 

      陳情第３号 「全国森林環境税の創設に関する意見書採択」に関する陳情については、

群馬県は平成２６年度から導入された「ぐんま緑の県民税」が施行されております。県内

市町村の動向を見て判断しなければならないこともあります。審査の結果、採決では全会

一致不採択であります。 

      以上、報告いたします。 

議  長（馬場周二君） 委員長報告に対し質疑を行います。質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

      岩﨑委員長、ご苦労さまでした。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２５ 陳情第３号 「全国森林環境税の創設に関する意見書採択」に関する陳情 

議  長（馬場周二君） 日程第２５、陳情第３号 「全国森林環境税の創設に関する意見書採択」

に関する陳情を議題とします。 

      これより討論を行いますが、一言つけ加えます。総務常任委員会の採決の結果は委員長

報告により不採択でありましたので、これから行う討論は、陳情第３号に対し最初に賛成

討論、続いて反対討論の順で発言を許可します。 

      この陳情に対する賛成者の発言を許可します。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 次に、陳情反対者の発言を許可します。 

              〔「なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

      これから陳情第３号を採決します。この採決は起立によって行います。 

      この陳情に対し、委員長の報告は不採択です。 

      陳情第３号 「全国森林環境税の創設に関する意見書採択」に関する陳情を採択とする

ことに賛成の議員は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

議  長（馬場周二君） 起立少数です。 

      したがって、陳情第３号 「全国森林環境税の創設に関する意見書採択」に関する陳情
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は、不採択することに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２６ 議会運営委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

議  長（馬場周二君） 日程第２６、議会運営委員会の閉会中の継続調査の申し出についてを議題

とします。 

      議会運営委員長から所管事務のうち、会議規則第７１条の規定により、お手元に配付し

ました所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申し出がありました。 

      お諮りします。委員長からの申し出のとおり閉会中の継続調査とすることにご異議ござ

いませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認め、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とするこ

とに決定しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第２７ 総務常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２８ 文教厚生常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第２９ 産業建設常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第３０ 予算決算常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

日程第３１ 議会広報常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

議  長（馬場周二君） 日程第２７、２８、２９、３０、３１、各常任委員会の閉会中の継続調査

について、吉岡町議会会議規則第３５条により一括議題にし、採決はそれぞれ分離して行

いたいと思います。これにご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。よって一括議題としました。 

      各常任委員会の閉会中の継続調査の申し出についてを議題とします。 

      総務常任委員長、文教厚生常任委員長、産業建設常任委員長、予算決算常任委員長、議

会広報常任委員長から、所管の事務のうち、吉岡町議会会議規則第７１条の規定によりお

手元に配付した所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申し出がありました。 

      これからこの申し出５件を分離して採決します。 

      まず、総務常任委員長からの申し出についてお諮りします。 

      総務常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ございま

せんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 
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      よって、総務常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定し

ました。 

      次に、文教厚生常任委員長からの申し出についてお諮りします。 

      文教厚生常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ござ

いませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      よって、文教厚生常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決

定しました。 

      次に、産業建設常任委員長からの申し出についてお諮りします。 

      産業建設常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ござ

いませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      よって、産業建設常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決

しました。 

      次に、予算決算常任委員長からの申し出についてお諮りします。 

      予算決算常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ござ

いませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      よって、予算決算常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決

しました。 

      次に、議会広報常任委員長からの申し出についてお諮りします。 

      議会広報常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ござ

いませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      よって、議会広報常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決

しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日程第３２ 議会議員の派遣について 

議  長（馬場周二君） 日程第３２、議会議員の派遣についてを議題といたします。 
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      お諮りします。お手元に配付してあるとおり、議員研修のため議会議員を派遣すること

にご異議ございませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

議  長（馬場周二君） 異議なしと認めます。 

      よって、配付のとおり議会議員を派遣することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

町長挨拶 

議  長（馬場周二君） これで本日の会議を閉じます。 

      以上をもちまして、平成２９年第３回定例会の日程を全て終了しました。 

      閉会の前に、町長の挨拶の申し入れを許可します。 

      石関町長。 

              〔町長 石関 昭君登壇〕 

町  長（石関 昭君） 閉会に当たりまして、一言挨拶をさせていただきます。 

      議会開会時にはぐずついた天気が続いていましたが、まだまだ残暑が盛り返す日もある

かと思われましたが、朝晩めっきり涼しく、季節は確実に変わっている感じがしておりま

す。特にこれから台風の接近や大雨の災害が心配される時期でもあります。天気予報によ

りますと、この週末は台風１８号が接近をするようでもあります。防災対策には一層気を

引き締めて臨んでいかなければとも思っております。 

      さて、本会議におきましては、上程いたしました報告、議案、認定、同意、諮問の全て

を認定・可決・同意をいただきまして、まことにありがとうございました。心より感謝と

御礼を申し上げます。 

      平成２８年度の決算認定を踏まえ、もう一度今年度の事業の進捗状況をしっかりと把握

をし、さらには来年度の予算編成の準備に取りかからなければならないと思っております。

これからも吉岡町が成長し続けるように、効果的な行財政運営に取り組んでいきたいと思

っております。 

      秋にはいろいろな行事が開催されます。何かと多忙な季節でもあります。今後とも議員

の格段のご協力とご理解をお願い申し上げます。どうか皆様方におかれましては、健康に

は十分留意をしていただき、ますますのご活躍をいただきますようお願い申し上げまして、

閉会に当たりましての挨拶にさせていただければありがたいと思っております。 

      大変お世話さまになりました。ありがとうございました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

閉  会 

議  長（馬場周二君） 以上をもちまして、平成２９年第３回吉岡町議会定例会を閉会します。 
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      大変ご苦労さまでした。 

          午前１０時２５分閉会 
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